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日本と中央アジア
中露牽制し協力

強化図れ

学術会議改革
国費を投じている

事実は重い

学術会議問題
政府案は独立性

損なう
半導体の対中輸
出　米と連携し規

制の検討を

鉄鋼業の脱炭素
水素の活用へ技
術革新を急げ

いじめ再調査　専
門性生かして解

明を
障害者の不妊処
置　監査で施設の

実態解明を

中央アジア外交
地道な支援で自
立の後押しを

論文の査読不正
科学への信頼を

傷つけた

コロナ禍と葬送
大切な人との別

れを悔いなく
ウクライナ支援
侵略許さぬ結束

息長く

知床沖事故の調
査　安全軽視の
実態が鮮明に

中国「海外警察」
違法な活動を即

刻停止せよ

特定秘密漏えい
法の運用に懸念

拭えぬ
特定秘密漏洩

組織の体質が問
われる

介護保険制度の
見直し　ニーズ見
極め負担議論を

宗教２世　悲惨な
虐待から子供を

救おう

納骨堂の破綻
尊厳損なわぬ解

決策を
秋葉大臣更迭

政権運営への反
省こそ

新型コロナ　準備
整え年末年始迎

えよ

企業不正を許さな
い組織作りを徹底

せよ

秋葉、杉田両氏
が辞任　思慮なき
人事の重いつけ

秋葉復興相更迭
緩みを排し信頼回

復に努めよ

政府の国葬検証
正当化の方便に

できぬ

入管死再捜査へ
過失の有無、徹

底解明を
中国とコロナ　情
報公開と対策　両

輪で

特定秘密の漏洩
戦う組織に生まれ

変われ

元徴用工問題の
突破口を開け

海自の特定秘密
漏えい　国会での
説明が不可欠だ

２０２２回顧・世界
ロシアに秩序踏み

にじられた

乳価引き上げ　国
主導の需給調整

必要

復興相らの交代
「適材適所」空疎

に響く
生態系を守る　実
効ある対策で未

来へ

秋葉復興相の更
迭　信頼に足る政

治の確立を

不毛な辞任劇で
信頼失う政治から

脱却を

中央アジアと日本
地域の安定に連

携強化を

特定秘密の漏洩
安全保障への悪
影響が心配だ

秋葉復興相更迭
自民党の体質を

改めよ

広島賢人会議
核廃絶へ具体的

行動を
不妊処置問題

真相解明と実態
把握を

中国コロナ急拡大
習政権は情報隠

蔽やめよ

医療経営の見え
る化を急げ

大阪府警で容疑
者自殺　不信深め

たうその上塗り

２０２２回顧・日本
社会の安全と安
心が揺らいだ

冬の大規模停電
再発防止の徹底

が必要

学術会議と政府
独立性を保持して

こそ
五輪検査報告

全体像は不明の
ままだ

学術会議の拒否
変わらないなら民

営化だ

自衛隊は情報漏
洩の再発防止と

説明を

東京五輪に3．7兆
円　膨張許した責

任明らかに

ゼロコロナ撤廃
中国は感染爆発
への備え急げ

北電大幅値上げ
経営改善の努力

が先だ

来年度予算案
査定なきに等しい

膨張
ツイッター買収

公共的な役割自
覚せよ

刑務官の暴行
再発の防止に意

識改革を

採用ミスマッチ減
らす一歩に

炭素価格の新制
度　行動変容につ

ながるのか

外国人住民　日
本語教育を行き

渡らせたい

五輪経費膨張
責任の所在明確

化必要

米国の銃犯罪
抜本的規制で歯

止めを
北朝鮮シジミ　拉
致問題を風化させ

るな

国際社会はウクラ
イナ支援で結束

保て

安倍氏「国葬」の
評価　やはり政治

家には適さぬ

与野党の対立
国政を預かる責
任自覚し直せ

札幌市長選　五
輪の是非徹底討

論を
番付上位の空洞
化　角界は「土俵

際」の意識を

五輪の検証が招
致の出発点だ

税制改正と暮らし
格差是正はどこに

行った

コロナ特例貸付
困窮者の生活再

建が必要だ

ウクライナ支援
米は外交努力も

重要だ
来年度予算案

後世に禍根を残
すのか

５年度予算案　歳
出入改革がまだ

足りぬ

米議会襲撃の報
告書　民主主義
立て直す契機に

来年度予算案
歳出膨張に危機

感が足りない

名古屋城の復元
「市民の城」たり

得るか
防衛費の膨脹

精査なき大盤振る
舞い

政府が原発活用
方針転換で安定

供給図れ

26％増の防衛予
算　歯止め欠いた

「爆買い」だ

ドローン活用　「空
の安全」をどう確

保するか

防衛費の急増
膨張に歯止めか

けねば
米ウクライナ会談
露阻止まで支援

絶やすな

原発活用の政府
決定　議論なき大

転換許されぬ

ゼレンスキー氏
電撃訪米の訴え

に応えたい

ウーバー配達員
働き手守る具体

策こそ
司法のＩＴ化　効率
化と安全策の両

立を

ウクライナ大統領
訪米　連帯強めロ

シアに圧力を

高リスク債券　「顧
客本位」の大原則

忘れたか

政治家の公葬
国葬を前提にせ

ぬよう
豪雪被害　週末
寒波に厳重な備

えを

生物多様性の新
目標達成へ道筋

を示せ

薗浦衆院議員が
辞職　あきれる政

治資金私物化

子供の発達障害
調査研究の掘り
下げが必要だ

薗浦議員辞職　ず
さんな資金処理正

せ

生物多様性保全
検証と評価の仕

組みを
薗浦議員が辞職
国民を裏切る背

信行為だ

インバウンド開国
の加速を

生物多様性の新
目標　危機感共
有し行動する時

薗浦議員辞職
多額のカネはどこ

に消えた

五輪再調査へ
客観性ある質問

設定を

薗浦議員が辞職
長期政権の緩み

深刻だ
留置中の死亡

収容の実態　徹
底検証を

金融緩和策の修
正　日銀は丁寧な

情報発信を

ネット言論空間の
健全化へ知恵を

絞れ

日銀が大規模緩
和修正　追い込ま
れた末の転換だ

日銀政策修正
市場の現実に促

された判断だ

日銀の緩和修正
正常化の道避け

られぬ

大規模緩和修正
暮らし影響注視せ

ねば
金融緩和修正

日銀はもっと機敏
に

介護保険制度改
正　痛み伴う改革

を避けるな

政治への不信深
める議員辞職

発達障害と学校
包摂に向けた支

援が急務

陸自の性暴力
不条理を容認す
る風土改めよ

藤丸の再建　地
域でのれん守りた

い

老朽原発の追認
不老不死はあり

得ない

Ｗ杯閉幕　巨大化
に未来はあるか

「博士官僚」　能
力生かす処遇が

必要だ

日銀は政策で市
場との対話を丁寧

に

カタールW杯が閉
幕　浮き彫りに
なった光と影

日銀１２月短観
積極的な投資で
課題の克服を

施設の不妊処置
人権侵害強く疑わ

れる

熱戦のＷ杯閉幕
強豪連破、日本

新時代へ
改正民法成立

無戸籍の解消を
急げ

Ｗ杯閉幕　スポー
ツ大会の転換点

に

社会保障改革は
時間との闘い

死刑巡る国連決
議　執行停止が
世界の流れだ

病名の変更　理
解深めるきっかけ

にしたい

厳冬ウクライナ
苦境の市民へ支

援急務

税制改正大綱
格差是正は置き

去りか
社会保障財源

防衛費の次でい
いのか

社会保障の報告
書　少子化克服に

は不十分だ

中国は総合的な
コロナ危機対策を

早急に

政府の子育て支
援策　政治の本
気度が足りない

全世代社会保障
人口減少への対

策を急ぎたい

刑務所での暴行
更生重視の理念

に背く

北陸新幹線延伸
住民の理解が先

決だ
米中間選挙　国
民の危機感　直

視を

後発地震情報
積極的空振りで命

守ろう

経済の活力そが
ない税制を

名古屋刑務所で
の暴行　人権軽
視の反省忘れた

もの作りの現場
若者の関心高め

る環境整えよ

タンチョウ保護
感染防止に分散

必要だ

少子化対策　財
源確保を怠る不

誠実
戦禍の名門バレ

エ　日本人芸術監
督に期待を

EUとASEANは協
力を深掘りせよ

防衛費増額に建
設　国債また一つ
歯止めが外れる

税制改正大綱
家計の資産を経
済の活性化に

税制改正大綱
再分配の強化は

どこへ
税制改正大綱

懸案の先送りは
無責任だ

刑務所での人権
尊重徹底を

日本の民間月着
陸船　宇宙への
挑戦促す契機に

刑務官の暴行
過去の反省なぜ

生かされない

近づく知事選　ま
ず現職が自己評

価を
大幅に拡充する
NISAの活用を促

そう
ZOZOの売らない
店舗が示す消費

変化
観光船事故　国
の責任は免れな

い

地方議会　人口
減社会見据え改

革を

政治資金の透明
性確保　オープン
データ化が急務

米利上げ減速　景
気悪化を防ぐ難し

い舵取り

知床事故報告書
運航会社の責任

追及を

学術会議と政治
学問領域に介入

するな
「国葬」の検証

分断の禍根　浮き
彫りに

太陽光パネル設
置　都は弾圧に加

担するのか

長崎被爆の医療
費助成　「黒い雨」
含め認定検討を

知床事故報告書
でたらめな運航が

沈没招いた

物価高と賃上げ
消費支える水準

必要だ

「軍拡増税」了承
納税者への背信

行為だ
防衛費の財源

国債発行は許さ
れない

ノーベル平和賞
悲痛な演説をか

みしめよ

FRBは米経済の
軟着陸へ柔軟な

対応を

復興税の防衛費
転用　被災地軽
視のご都合主義

ウクライナ支援
冬を乗り切る体制

作りを急げ

防衛費の財源
増税も国債も理が

ない

中国の台湾戦略
国際社会の亀裂

を憂う
沖縄県の敗訴

自治の軽視を憂
慮する

井上尚弥の快挙
本物の興奮を伝

えるには

核融合研究、日
本も戦略的に

東ティモールと地
域統合　平和と安
定へのモデルに

かかりつけ医
「患者第一」の制

度にできるか

議員なり手不足
地域から多様な

人材を

「軍拡増税」論議
議員特権は手付

かずか
武器の輸出　安
易な拡大認めら

れぬ

１０代の裁判員
臆せずに積極参

加しよう

ゼロコロナ緩和に
動く中国に必要な

反省

核めぐる広島賢
人会議　発信強

化し共感広げたい

独政権転覆計画
陰謀論者の幻想

では済まない

国葬の検証　妥
当性ゼロから議

論を

教団と養子縁組
疑惑解明へ調査

尽くせ
感染症法改正

残る課題にも向き
合え

五輪の札幌招致
信頼回復に猶予

などない

世界経済の今後
は油断禁物だ

学術会議改革の
政府案　御用機
関では意味がな

団体交渉の命令
個人も安心して働

ける環境を

福祉施設の虐待
点検の仕組み作

り急務

防衛費の財源
「軍拡増税」は撤

回せよ
刑務官の暴行

改革の原点に立
ち返れ

臨時国会が閉会
首相は政権立て

直し急げ

月ビジネス新時代
へ民の挑戦を促

せ

臨時国会が閉会
首相の主体性見

えぬまま

次期戦闘機開発
防衛産業の底上

げにつなげよ

かんぽ不正　解雇
不備認め再調査

を

元徴用工問題
解決の機運逃さ

ぬよう
首相と賢人会議
「核抑止」超える

議論を

月着陸船打ち上
げ　日本の再生に

つなげたい

核軍縮と抑止力
両立の道筋を

かかりつけ医のあ
り方　ふさわしい
モデル議論を

インフラ老朽化
早期の補修が寿

命を延ばす

核廃絶賢人会議
首相の指導力欠

かせぬ

刑務所で暴行　更
生支援の場のは

ずだ
2022/12/12

被害者救済法成
立　実効性確保
へ万全尽くせ

中国とサウジの接
近は座視できない

臨時国会閉幕
与野党の協調を

大切にしたい

ＮＨＫ次期会長
政権との適切な

距離を

2022/12/31
年ごとの記憶

「奇跡の湖」の地
層で考える

分断を越える一歩
を踏み出そう

日本政治この1年
国会軽視で進ん

だ大転換

宮城県、再エネ課
税構想　脱事業
者主導への試金

石に

2022回顧　「戦」
の向こうへ踏み出

せ

一年の終わりに
安心して暮らせる

世に

大みそかに考える
「戦」のない年にし

たい

2022/12/30
コロナ「第8波」

行動制限なき越
年に警戒

原発事故の賠償
見直し　実情に即

し損害認定を

年のおわりに考え
る　煽られた風の

元を疑う

石巻のあなご　地
域食材の魅力を

磨こう

回顧２０２２　平和
への意志を貫きた

い

株式市場の魅力
高め投資呼び込

め

ソ連成立１００年
共産党独裁の罪
は重大だ　新たな
国際秩序破壊に

警戒を

関電不正閲覧
ルール軽視が目

に余る

2022/12/29

回顧２０２２　露の
侵略が秩序壊し
た　テロに斃れた

安倍氏を悼む

賃上げと経済成
長の好循環めざ

せ

閣僚辞任4人目
慢心した政権運

営を正せ

原発政策の転換
熟議なき決定、許

されぬ

年のおわりに考え
る　凶弾が映した

社会の闇

障害者への不妊
処置　実態の解

明と権利の保障を

2022/12/28
特定秘密漏えい
自衛隊は問題点

洗い出せ

秋葉・杉田氏更迭
首相の任命責任

を問う

東北の国際線再
開へ　誘客増へ
持続可能な観光

を

2022/12/27
国葬の検証　先
送りせず妥当性

議論を

岩国爆音第２次
訴訟　艦載機の
影響をただせ

秋葉復興相、きょ
う更迭　晴れぬ疑
惑、被災地裏切る

東京五輪・パラ
政府の総括が不

可欠だ

薗浦衆院議員が
辞職　多額の金、
使途を説明せよ

原発政策の大転
換　福島の教訓
忘れた独善だ

金融緩和の修正
日銀総裁は丁寧

に説明を

薗浦議員辞職
政治資金、ザル

法改めよ

日銀の大規模緩
和修正　「出口戦
略」を探るべきだ

裁判記録の廃棄
法整備し「保存」

に転換図れ

2022/12/22
薗浦衆院議員

辞職で終わりでは
ない

2022/12/21

2022/12/26
政治資金の不正
襟を正し規正法を

見直せ

中央図書館の移
転問題　こんな決

め方でいいか

高額な選挙供託
金　国民的議論を

深め改正を

2022/12/25
学術会議改革

短兵急は根幹揺
るがす

来年度予算案
財政規律の緩み

目に余る

生物多様性会議
看板倒れ、もう許

されぬ

週のはじめに考え
る　アグロエコロ

ジーの光

原発政策の新方
針　変化直視し脱

依存の模索を

2022/12/24
エネ政策転換は
国民理解得て進

めよ

越年する戦禍　ウ
クライナに重層支

援を

政府予算案　財
政規律が緩み過

ぎだ

来年度政府予算
案　財源後付け政

策が多過ぎる

過去最大１１４兆
円予算案　防衛
偏重が配分ゆが

めた

2022/12/23
原発政策の転換
熟議なき「復権」

認められぬ

将来世代へ財政
の規律を取り戻せ

原発政策の転換
福島の教訓を忘

れたのか

全国紙 ブロック紙

2022/12/11
臨時国会閉会

教団と政治　解明
献金被害の救済
法成立　むしろ議

相次ぐ園児虐待
「保育の質」を再

救済法成立　実
効性ある運用徹

週のはじめに考え
る　格差をなくす

福島県の漁業者
確保策　若い世代

魅力発信が

2022/12/13
国際賢人会議

核抑止論を超える
議論を

防衛費増額、首
相表明　議論欠く

唐突な方針だ

武器輸出の制限
見直し　安易な緩
和、平和は遠のく

休み

2022/12/14
地方創生交付金
事前事後の点検

を見直せ

臨時国会と野党
逃げ切り許した責

任重い

防衛費増に復興
所得税　目的外
への転用、再考

求める

2022/12/18
防衛費の増額

看過できぬ言行
不一致

離婚後の親権
子の幸せ踏まえ

た議論を

全世代型社会保
障　財源論先送り

は無責任

週のはじめに考え
る　「法の穴」埋め

る法理とは

本格的な冬到来
雪情報を外出時

に生かそう

2022/12/17
安保政策の大転
換　「平和構築」
欠く力への傾斜

安保3文書決定
「専守防衛」を踏

み外すな

安保政策の転換
平和憲法をゆが

めるな

平和国家と言える
のか　安保３文書

を決定

防衛増税決着先
送り　熟慮不足、
振り出しに戻せ

安保３文書閣議
決定　戦後平和
主義覆す暴挙だ

安保３文書改定
国力を結集し防衛

体制強めよ

安保戦略の閣議
決定　国民的議
論なき大転換だ

安保３文書の決
定　平和守る歴史
的大転換だ　安定
財源確保し抑止

力高めよ

社会保障改革
少子化への危機

感足りぬ

勾留中の男性死
亡　人権軽視の

体質改めよ

安保政策の転換
専守防衛逸脱し

てはならぬ

2022/12/19
カルト教団被害
若い世代の救済

は急務だ

地方議会　多様な
人材増やす策を

性犯罪規定の見
直し　適正な処罰
へさらに議論を

刑務官の暴行　な
ぜ教訓は生かさ

れない

日銀、事実上の
利上げ　政策の柔

軟性取り戻せ

2022/12/20

2022/12/16
防衛力強化の効

率的実行と説明を

節電の冬　家庭
や職場で工夫しよ

う

学術会議改革
独立性損ないか

ねない

防衛費財源に建
設国債　現世代エ
ゴ、迎合は許され

ぬ

2022/12/15
防衛強化と増税

内容も規模も仕切
り直せ

NHK次期会長　問
われる政権との距

離

核軍縮「広島賢人
会議」　橋渡しより
主導的な役目を



防衛費総額４３兆
円　中国と立民の

批判論外だ

防衛財源、自民
は逃げるな

ファスト映画　権
利侵害の重さ示

す賠償命令

電力カルテル　自
由化骨抜き許され

ぬ
中国とコロナ　緩
和後も丁寧な対

応を

玉城沖縄県知事
自衛隊の努力を

評価せよ

企業は多様な情
報を発信し競争力

磨け

プラスチックの国
際規制　実効性あ
る条約欠かせぬ

旧統一教会問題
違法な活動の有
無を見定めよ

臨時国会閉幕へ
多くの課題積み残

した

映画館ない東濃
イオンにシネコン

熱望
防衛予算増額

「規模先行」の弊
害正せ

北海道新幹線
抜本見直しで貨

物併用に

親権の議論は子
どもを第一に

NHK新会長に稲
葉氏　政治との距

離見直す機に

大企業の減資
課税逃れを誘発
する制度の穴

相次ぐ園児虐待
保育の質、実態

把握急げ

辺野古判決　地
方自治の精神ど

こへ
芸術祭判決　安

易な介入　許され
ない

防衛費財源　歳
出改革の徹底こ

そ先だ

被害者救済につ
ながる法律の運

用を

武器輸出の「三原
則」　安易な緩和

は許されない

中国の宇宙開発
「平和利用」に疑

念が拭えない

救済法案成立へ
運用検証と改善

不可欠

救済法案成立へ
被害実態に合う運

用を
献金規制新法

救済の一歩　課
題残して

イランの抗議デモ
血の弾圧を直ち

にやめよ

NHKはスリム化を
続けよ

杉田政務官が発
言撤回　反省する
ならけじめ必要

電力カルテル　業
界への信頼を損

ねる不正だ

五輪開催地選定
札幌市は民意再

確認を

ＮＨＫ会長人事
人選への疑問尽

きない
企業の再生　新
制度の設計は丁

寧に

中国の核１５００
発へ　米は核抑
止力の充実図れ

給付は育児環境
の抜本改革あって

こそ

電力カルテルで課
徴金　公益企業
の自覚あるのか

連合５％要求　大
幅賃上げへの転

換点とせよ

新幹線事業費増
開業遅れの判断

早急に
学術会議改革

独立性維持こそ
財産だ

ＮＨＫ新会長　改
革止めず公正な

放送を

米政権の弱体化
防いだ上院選

増えるギグワー
カー　権利守る仕

組みを早急に

保育士逮捕　信じ
難い虐待なぜ放

置された

ロシア基地攻撃
戦火の拡大は回

避せよ
サッカーＷ杯　変
わる世界の勢力

図

中国「海外闇警
察」　政府は実態

の解明を急げ

米国は西側の結
束乱すEV優遇の

再考を

ODAの大綱改定
目先にとらわれぬ

構想を

地方議員の不足
住民の幅広い参

画を促したい

防衛費「４３兆円」
規模ありきの大幅

膨張

防衛費４３兆円
根拠と財源欠く危

うさ

園児虐待　子を守
る態勢の整備を

Ｗ杯日本敗退　悔
しさを次の景色の

礎に

多様な人材集う地
方議会に

文鮮明氏発言録
と自民　関わりの
再調査が必要だ

Ｗ杯日本敗退　新
時代の扉を開い

た選手たち

札幌の除雪対策
迅速対応で混乱

回避を

生物多様性会議
「３０ｂｙ３０」への

道筋を
修学支援制度
若者の選択肢

狭めるな

露産原油に上限
制裁広げて打撃

を与えよ

スタートアップ育
成目標を画餅に

するな

米国の対中半導
体規制　同盟国

の異論にも配慮を

原発６０年超運転
長期活用へ建て

替えも急げ

被害者救済法案
抜け道を残さぬ審

議を

裾野の園児暴行
幼い人格踏みにじ

るな
防衛予算増額

財源先送りは許さ
れぬ

保育園児虐待
園と市の対応徹

底検証を

かじ取り難しい対
ロ原油制裁

元保育士3人逮捕
常軌を逸した園児

虐待だ

官民ファンド　成
果出ぬなら廃止も

選択肢だ

外形標準課税
企業実態即した

負担に

エスカレーター
「歩かないで」広

めたい
ＪＡＸＡ不祥事　組
織の問題点洗い

出せ

電力カルテル　不
当な競争制限許

されぬ

「反撃能力」の保
有へ国民の理解

深めよ

原発の建て替え
推進策　問題を先
送りするだけだ

改正感染症法
医療体制確保へ

万全の備えを

秋サケ漁復調　高
値バブルに懸念

残る

ヒアリの定着化
総力挙げ食い止

めたい
カルテル調査　電
力大手の重い責

任

ウイグル人権決
議　参院は今国
会中に採択を

子育ての不安高
める園児虐待

人口80億の世界
貧困と紛争なくす

努力を

半導体新会社
先端品の国産化

を果たせるか

配達員に団交権
待遇改善につな

げたい

原発事故の賠償
被害に見合う基準

に
香港司法への介
入　普遍的価値
否定の象徴だ

かかりつけ医が
もっと機能する制

度を

同性婚の法制化
実現に向けた議

論加速を

露主導の「同盟」
侵略が空洞化に

拍車をかけた
かかりつけ医　制
度設計の後退許

されぬ

宇宙に人送る意
義と効果示せ

日本がW杯決勝T
へ　新しい景色見

せてほしい

藤井竜王初防衛
六冠への足がか

りになるか
江沢民氏死去

柔軟さと協調に学
ぶ時

自公の反撃力合
意　国民を守る歴

史的転換だ

市場を軽視した電
力大手の責任は

重い

被害救済法案
悪質な寄付を防
止する一歩に

敵基地与党合意
「必要最小限」と

言えぬ

ロシア戦争犯罪
市民生活標的に

するな
台湾の地方選

民主主義　対岸に
示した

Ｗ杯決勝Ｔへ　自
らを信じる素晴ら

しさ

同性婚の議論促
す地裁判決

サッカーＷ杯　世
界を驚かせた二

つの大金星

コロナ死者最多
高齢者への重点

対策を

敵基地攻撃能力
専守防衛の形骸

化憂う
首相の２％指示
防衛費の「真水」

大丈夫か

参院のあり方に踏
み込む選挙制度

論議を

救済法案の閣議
決定　実効性高め

る修正審議を

江沢民氏死去
「負の遺産」を習
氏が拡大した

同性婚訴訟判決
国会に法整備を

促した

高額献金規制
被害防止へ実効

性欠く
江沢民氏死去

強硬路線を今日
に敷いた

クールジャパンは
民に任せよ

台湾地方選で与
党敗北　民意の

バランス感覚映す

同性婚訴訟判決
憲法解釈の論争

になじむのか

杉田総務政務官
資質を疑う差別的

言動

江沢民氏死去
日中関係は「功罪

半ば」

ＩＣＣと日本　国境
なき「法の支配」を

原発の運転延長
案　国家の計が
弱腰では困る

習政権が狙う「江
沢民時代超え」の

難しさ

JAXAの研究「捏
造」　宇宙開発へ

の信頼損ねた

ウェブ受検不正
「替え玉」で就職し

て何になる

中国ゼロコロナ
デモは強権への

反動だ

五輪談合捜査
底なしの不正解

明せよ
原発建て替え　山
積する疑問に答

えよ

被害者救済法案
与野党で早期成

立を図れ

原発建て替えで
安全性高めよ

札幌五輪の計画
再修正　招致へ
の疑問募る一方

自衛隊の体制
組織改編は慎重

な検討が要る

月探査の新計画
協調深め人類に

恩恵を

同性婚判決　社
会の変化とらえね

ば
補正予算審議

国民の負託を忘
れたか

電動キックボード
混乱招かぬルー

ル整備を

「白紙」が示す中
国の人権意識に

注目すべきだ

防衛費2％の首相
指示　やはり「数
字ありき」だった

中国で抗議拡大
修正を迫られる
「ゼロコロナ」

防衛費２％指示
国民理解得られ

てない

防衛費２％指示
倍増ありき再考求

める
首相２％指示　防
衛費増　規模あり

きだ

中国のコロナ抗議
独裁体制の欠陥

は明白だ

ギグワーカー保護
の出発点に

子宮移植の実施
申請　リスク踏ま
え判断慎重に

企業年金　運用
の機会が放置さ

れている

原発６０年超運転
乱暴な変更認め

られぬ

ゼロコロナ抗議
政権批判の兆候

を見よ
献金規制新法

被害の現実　救え
るか

台湾与党の敗北
自由と民主を守り

続けよ

防衛費GDP比2%
は効果の徹底吟

味を

赤木さんの訴え棄
却　森友解明は
国会の責務だ

蔡英文与党大敗
中国は台湾の民

意を見誤るな

ＥＶ移行加速　日
本の巻き返し急務

だ

秋葉復興相疑惑
本人任せで解明

できぬ
中国とコロナ　市
民の苦境と向き合

え

７５歳以上医療保
険　「応能負担」
確実に推進を

就活テストの不正
防止急げ

秋葉復興相と首
相　「説明責任」
語るだけでは

経営者保証　起
業や事業承継を

妨げぬよう

ウェブ就職試験
替え玉防止対策

徹底を

マレーシア政権
中国傾斜を注視し

たい
脳死移植２５年
意思生かす態勢

充実を

ウェブテスト不正
「替え玉就活」は

許されぬ

NISAの制度拡充
だけで終わらせる

な

原発事故の賠償
基準　故郷奪わ
れた痛み反映を

南西諸島防衛
隙のない即応態

勢を整えよ

イラン核開発　国
際社会で孤立避

けよ

密漁・乱獲の防止
漁獲証明の対象

広げねば
台湾の地方選

民主主義　対岸に
示した

レーダー照射問
題　尹政権も反日

続けるのか

マレーシア新首相
に望む政情安定

「ファスト」と文化
作品の楽しみ方

考えたい

納骨堂の破綻
自治体は杜撰な
経営見逃すな

白滝で国宝誕生
先史時代解く高い

価値

調停委員の任命
外国籍排除する

非合理

ＡＳＥＡＮ　ミャン
マー問題で行動を

台湾で大敗の与
党民進党は真摯

な反省を

防衛力強化の増
税案　説明なく痛

み強いるのか

世界人口８０億人
極端な増減をい
かに抑えるか

大雪時の空港客
状況に応じた対策

必要
冬の節電要請

供給力の整備こ
そ急務だ

インボイスの環境
整備急げ

人権展での上映
中止　都には表現

活動守る責任

首里城の復元
琉球文化の継承

につなげたい

仮想通貨で破綻
顧客資産保護に

全力を
赤木さんの訴え
「森友」を終わら

せない

五輪談合捜査
悪弊との決別を宣

言せよ

FTX破綻が示した
無法状態の危うさ

談合疑惑で強制
捜査　底なしの五

輪利権解明を

五輪談合事件
巨大利権巡る不

正は底なしか

五輪談合疑惑
組織不正の徹底

解明を

元稲沢市議無期
「中国の法治」限

界露呈
秋葉復興相　本
人任せの説明は

限界

教団に質問権行
使　違法行為の
確認作業急げ

ウクライナの越冬
支援を急げ

コロナの国産飲み
薬　有効活用へ
知見集めたい

衆院予算委員会
疑念払拭し信頼
回復に努めよ

森友改ざん判決
真相究明にはほ

ど遠い

赤木さん裁判　改
ざんの真相閉ざ

すな
国会の議事録

削除より記録を原
則に

Ｗ杯ドイツ戦勝利
若い才能の快事

に学ぼう

四半期開示の任
意化には断固反

対する

最先端半導体の
新会社　国策超え
た明確な戦略を

巨大ＩＴ規制　是正
要求で取引の適

正化図れ

防衛有識者報告
装備増強　国会で

審議を

民間機撃墜事件
ロシアは責任を認

めよ

イスラエル　新政
権の極右色を憂う

国産コロナ薬　８
波克服へ効果的

使用を

五輪の闇はどこま
で深いのか

宇宙開発の国際
競争　「人類益」
守るルール必要

コロナの飲み薬
自宅療養の患者

にどう届ける

国産飲み薬承認
情報開示と説明

丁寧に

サイバー攻撃　対
策急ぎ医療守ら

ねば
旧文通費の見直
し　使途の公開を

義務付けよ

国産初の飲み薬
を第8波対策に生

かせ

参院1票の格差判
決　国会の怠慢に

相次ぐ警告

防衛有識者会議
総合力で安全保
障の向上図れ

コロナ対策予算
ずさんな支出目に

余る
オモテナシの失敗
月着陸への挑戦

支えたい

節度欠く補正予算
案への懸念

深刻化するいじめ
子ども守る体制見

直しを

「王将」社長射殺
事件の「闇」どこま

で迫れるか

ゼロゼロ融資　道
独自の再生支援

策を
教団への調査

透明性の確保は
十分か

勤労感謝の日
働く喜びをかみし

めよう

防衛力強化の負
担増は国民の理

解を得て

マスク氏のツイッ
ター　公共財の破

壊につながる

質問権の行使
深刻な被害を放

置できない

被害救済の新法
充実図り今国会

成立を

「欠格条項」違憲
障害者の権利に

心砕け
防衛力報告書

政治の場で徹底
議論を

防衛力強化の提
言　脅威対処型
へ転換妥当だ

起業が増える金
融の実現を

公的年金制度の
見直し　安心支え
る具体像が必要

「１０増１０減」成
立　選挙制度の

見直し含め議論を

次期米大統領選
視野広げて論戦

深めよ

防衛力強化提言
増税なら国民に信

問え
ＣＯＰ２７閉幕　危
機を直視し対策急

げ

ＣＯＰ２７閉幕　中
国は基金に応分

負担を

COP27の合意受
け実効ある気候

対策を

「辞任ドミノ」と首
相　政権運営能
力が疑われる

総務相辞任　人
事のミスをどう挽

回する

ＣＯＰ２７閉幕　脱
炭素の加速が急

務だ

ＣＯＰ２７閉幕
「分断」は避けら

れた
食料安全保障

地に足をつけた議
論を

９７歳の死亡事故
高齢運転者対策

は万全か

旧統一教会の実
態解明入念に

温暖化被害の支
援基金　脱炭素に
つなげなければ

ツイッター買収　Ｓ
ＮＳを運営する責

任は重い

次世代半導体
国主導で巻き返

せるか

寺田総務相辞任
遅きに失した首相

判断
総務相辞任　政
権運営の正念場

だ

ファスト映画判決
著作権侵害に強

い警鐘だ

辞任ドミノを脱し
政権の立て直し

急げ

離婚後の親権
子の幸せ最優先

の議論を

ＣＯＰ２７閉幕　基
金創設を結束の

第一歩に

寺田総務相更迭
「任命責任」軽さ

際立つ

災害時のＳＮＳ
「だいふくあまい」

が鍵

2022/12/11 教団と政治　解明
まだだ

2022/11/23
福岡市政に望む
都市戦略を磨く三

つの礎

補正予算案　問
題点多く審議尽く

せ

ＣＯＰ２７閉幕　支
援基金、実効性あ

る制度に

五輪入札談合
深まる闇、うみ出

し切れ

女川原発で防災
訓練　解消すべき
課題はなお多い

王将射殺事件で
起訴　動機や背
景、解明尽くせ

尊厳死と事前指
示書　自己決定で

きない人もいる

2022/11/22
閣僚辞任ドミノ
政治の劣化、首

相にも責任

COP27閉幕　基
金設立合意は前

進だ

寺田総務相更迭
政権不信、解消に

は程遠い

2022/11/21
衆院選10増10減
有権者本位の改

寺田総務相更迭
政治不信は断ち

「風流踊」無形遺
産に　民俗芸能

2022/11/26
物価高と企業　賃
金の目減り食い

止めよ

自殺の増加　孤
立防止、きめ細や

かに

森友文書訴訟
原告敗訴　真相
究明、司法の限

界示した

2022/11/28
性犯罪の処罰

社会全体に新た
な認識を

2022/11/25
防衛力の増強

政治の責任で議
論尽くせ

コロナ「第８波」
緩んだ意識、引き

締めを

ファスト映画、重
い代償　創作物の
権利浸透不十分

2022/11/27
ウーバー配達員
働き手の権利を

守れ

裁判員年齢引き
下げ　若年層参加

の環境整備を

週のはじめに考え
る　不思議の国の

一大政党

森友文書改ざん
訴訟判決　真相
解明なぜ阻むの

か

男らしさの束縛
弱音吐ける寛容

な社会に

2022/11/24
「国を守る」を考え
る　「国民第一」に

総合力を磨け

COPの限界　異常
気象に危機感強

めよ

防衛力強化の提
言　冷静で抑制的

な議論を

実りの秋に考える
命の糧　支え合え

る世に

教団へ質問権行
使　政治の思惑
排し厳正対処を

2022/11/30

2022/12/1
ロシアの攻撃　厳
冬前、許されぬ虐

殺行為

原発行動計画案
国民不在で進め

るのか

防衛費ＧＤＰ比
２％　使途と財

源、説明責任どこ
へ

後発地震注意情
報　住民理解へ
周知徹底が必要

政治資金の透明
化　信頼回復へ

改革進めよ

2022/11/29
原発事故の避難

故郷喪失に見合う
賠償を

2022/12/4
五輪談合事件

徹底検証に踏み
込め

ユネスコ遺産　地
域の宝風流踊を

次代に

電力カルテル　利
用者へのツケ、心

配だ

週のはじめに考え
る　ベルの鳴る日

を夢見て

ウクライナ越冬支
援　凍える大地、
命の危機を救え

過疎地域の振興
策　個性生かし着

実な発展を

2022/12/2
「同性婚」判決

国会の立法措置
は急務だ

同性婚訴訟で「違
憲状態」　権利保
障へ法整備急げ

同性婚訴訟判決
「違憲状態」解消

へ立法急げ

2022/12/3

「敵基地攻撃」合
意へ　専守防衛
の空洞化は許せ

ぬ

「反撃能力」の自
公合意　専守防

衛の形骸化を招く

仙台医療圏病院
再編　精神科の

特性踏まえ議論を

「敵基地攻撃能
力」の保有　専守
防衛、骨抜き許せ

ぬ

反撃能力の保有
国民的議論はこ

れからだ

2022/12/7
森保ジャパン　強
豪連破をたたえた

い

復興相の相次ぐ
疑惑　誠実に説明
責任果たしたか

法成立　むしろ議
論はこれからだ

「保育の質」を再
点検せよ

　
効性ある運用徹

底を
る　格差をなくす

処方箋は

　
への魅力発信が

鍵

2022/12/6
補正予算の膨張
禍根残した「規模

ありき」

無形文化遺産に
風流踊　地域の

宝、継承の弾みに

大船渡市長選の
論戦　「ポスト復

興」一定の活力に

2022/12/5
教団対策の新法
国会は被害者に

向き合え

静岡の保育士3人
逮捕　虐待の連
鎖なぜ起きた

自治体検討の交
通税　地域交通

守る妙策になるか

2022/12/10
「救済法」成立へ
問題はまだ終わっ

てない

国際賢人会議
核廃絶進める知

恵示せ

教団被害救済法
成立へ　政治との
接点は置き去りだ

2022/12/9
防衛費の増額

「中身」も示さずに
増税か

バイデン政権の
今後　ウクライナ

停戦、力注げ

コロナ２類相当見
直し　独自の分類
と対処法検討を

2022/12/8
電力カルテル　市
場改革がまだ足り

ない

広島県教委契約
「違法」　教育長

説明、納得できぬ

戦争の足音が聞
こえる　開戦の日

に考える

杉田政務官が発
言撤回　見えぬ反
省、資質欠如あら

わ



Ｗ杯開幕　問われ
る公共性と責任

寺田総務相を更
迭　危機感持ち政

策遂行せよ

メガバンクは金利
高生かす経営を

サッカーW杯が開
幕　「ドーハの歓

喜」を見たい

「第８波」の対策
自治体頼みで拡
大を防げるか

日ハム新球場へ
夢と感動の発信

空間に

日中首脳会談
対話の機運絶や

さずに
台湾とリトアニア
自由と民主主義

の連帯だ

セブンのそごう・
西武売却が残す

教訓は

旧統一教会の被
害救済　与野党

協力し新法成立を

高額寄付問題
被害救済へ法整

備を急ぎたい

後発地震情報
住民理解へ周知

徹底を
コロナ１０万人超
できる備えに万全

尽くせ

携帯周波数の公
正な配分を

衆院「10増10減」
成立　格差是正
への努力さらに

Ｗ杯開幕へ　最高
峰のサッカーを楽

しもう

Ｗ杯開幕へ　さら
なる高みを見たい

補正予算審議
国会の職責が問

われる

北のＩＣＢＭ発射
拡大抑止と反撃

力整えよ

企業は賃上げと
値上げの循環を

着実に

3年ぶり日中首脳
会談　関係安定
化への出発点に

日中首脳会談
重層的な対話で

衝突を防げ

北朝鮮ＩＣＢＭ　日
本の安全脅かす

暴挙

ラムサール２０年
そして干潟は守ら

れた
日中首脳会談

関係再構築の出
発点に

日中首脳会談
懸念にゼロ回答

は問題だ

脅威増す北朝鮮
のICBM

北朝鮮が再び
ICBM　緊張高め
る暴走許されぬ

北ＩＣＢＭ発射　日
米韓の連携強化

への挑戦だ

日中首脳会談
関係安定へ対話

加速を

北ＩＣＢＭ発射　挑
発の悪循環断た

ねば

ミャンマー　未来
なき孤立と決別を

ポーランド着弾
露の責任厳しく追

及せよ

日中ハイレベルの
相互訪問へ条件

整えよ

ウクライナ侵攻
G20首脳宣言

「戦争終結」が世

Ｇ２０首脳会議
国際協調構築の
足場に生かせ

ポーランド着弾
偶発衝突の危険

回避を

宗教２世の窮状
救済の手差し伸

べねば
一票の不平等

次の参院選へ是
正急げ

かかりつけ医　患
者に責任持つ制

度化を

米は民主主義の
盟主の自覚を

裁判所の記録保
存　組織的な管理

の仕組みを

月探査計画　宇
宙開発の新時代

が始まる

日鋼室蘭不正
地元への説明が

必要だ

コロナ第８波　高
齢者らを守るため

に

半導体新会社
国の主導で成算

あるか

トランプ氏の出馬
正々堂々と民主

政治競え

国際協調に光明
と難路示したG20

サミット

ウクライナ侵攻
ポーランドに着弾
露の暴挙が戦禍

を広げた

ポーランド被弾
露は一触即発の
危険直視せよ

核ごみ調査２年
根本から制度見

直しを

白熱ＭＶＰ争い
大リーグ変えた二

刀流

ミサイル着弾　今
こそ戦争を止める

時

Ｇ２０閉幕　対露
圧力をさらに強め

よ

月探査新時代へ
共通ルールを

トランプ氏の出馬
表明　独善政治
の復活なら困る

ＧＤＰマイナス　滞
留資金を成長に

生かしたい

参院１票の格差
国会の怠慢への

警鐘だ

参院選の不平等
格差なくす大改革

こそ
噴火予知連　持
続可能な体制整

えよ

米中首脳会談
「台湾」で平行線

は深刻だ

世界が憂えるミサ
イルのポーランド

着弾

緊張下の米中首
脳会談　大国の

責任を果たす時だ

米中首脳会談
対話継続が衝突

回避の道だ

米中首脳会談
重層的な対話の

促進を

米中首脳会談
対話続けて衝突

避けよ
米中首脳会談

世界に資する関
係築け

ＧＤＰマイナス　家
計悪化の加速に

警戒を

経済の逆風はね
返す賃上げを

コロナ第8波の対
策　必要な医療届

ける体制に

暗号資産　大手
業者の破綻が示

す危うさ

性犯罪処罰規定
「不同意」の議論

さらに

ＧＤＰマイナス　消
費の低迷は深刻

だ
自民党と教団　説
明責任　掛け声倒

れだ

日米韓首脳会談
北朝鮮抑止に決

意みせた

米中首脳は対話
続け世界の安定

に貢献を

3年ぶり日韓首脳
会談　地域に資す

る信頼関係を

日米韓首脳会談
北朝鮮抑止へ連

携を強化せよ

日韓首脳会談　こ
れを機に対話頻

繁に

東ティモール　ＡＳ
ＥＡＮに平和呼べ

日韓首脳会談
地域安定の連携

始動を

東京五輪汚職
再発防止を期す

法整備を

高層階向け地震
速報を生かせ

防衛力と科学技
術　研究の自律ゆ

がめないか

五輪贈収賄事件
理事の暴走をな
ぜ許したのか

質問権の行使
厳正で慎重な手

続きを

東京五輪汚職
検証なき招致の

危うさ
2022/11/14

コロナ第８波　発
熱外来の拡充が

急務だ

日韓は首脳会談
を正常化と安保の

テコに

ウクライナ侵攻
電力施設への攻

撃　市民「人質」に
する卑劣さ

サイバー攻撃　官
民連携で防護体

制を強めよ

中間決算で明暗
円安の恩恵　国

内還元を

原発の運転年数
延長が日本の未

来支える

東ティモールの
ASEAN加盟を歓

迎する

五輪汚職捜査に
区切り　利権構造
の検証が不可欠

国連委員会勧告
入管収容者の人
権守る制度に

介護保険見直し
家計への圧迫避

けたい
中国の経済　不

透明さぬぐう協調
を

葉梨法相を更迭
任命者の首相は

猛省せよ

葉梨法相が辞任
首相のお粗末な

危機対応

法相辞任　軽口を
たたくにも程があ

る

葉梨法相更迭
政権の緩みを露

呈した

葉梨法相辞任
政権担う能力ある

のか
葉梨法相辞任

首相の判断　信
頼揺らぐ

次世代半導体
過去の失敗を繰り

返すな

日本の東南アジ
ア外交　対等な
パートナーとして

企業決算好調
社員や取引先に

恩恵及ぶよう

新幹線札幌延伸
事業費膨張　説

明足りぬ

質問権を行使　実
態解明を迅速・適

正に
被害救済新法

首相が背負う重い
責任

被害者救済新法
実効性を確保し成

立急げ

日本の半導体は
今度こそ復活でき

るか

死刑巡る葉梨氏
の発言　法相の

適格性欠いている

憲法審査会　論
点を絞り込み議論

深めたい

五輪汚職法廷へ
利権構造根絶の

契機に

法相と総務相　閣
僚の適格性ある

のか
米中間選挙　民
主大国のゆがみ

正せ

法相の発言　あま
りにお粗末がすぎ

る

職責の自覚欠く法
相の辞任劇

ブラジルの次期政
権　自国第一脱し

国際協調を

コロナ対策費　過
大な予算の温床

にするな

寺田総務相　これ
で職責果たせる

か

裁判員制度　市
民が「お飾り」でな

く
コロナ対策事業

検証深め、教訓の
共有を

介護保険改革
給付と負担の均

衡を図れ

自衛隊の性暴力
問題　あしき組織

風土の一掃を

米中間選挙　議
会は国際的責務

を忘れるな

米中間選挙　国
際協調路線の堅

持を

米中間選挙　深ま
る民主主義の危

機
医療とネット　攻
撃への備えは十

分か

米中間選挙　「内
向き」政治を回避

せよ

中間選挙で民主
苦戦　「内向きの
米国」憂慮する

介護保険改革
負担増の議論は

避けられない

道内の感染最多
医療崩壊阻止が

急務だ

またも「指導死」
暴力、暴言では育

めぬ
日興社内処分　こ
れで刷新できるの

か

日興社長ら処分
信頼回復への道

は険しい

民主主義の先行
きに影落とす米中

間選挙

旧統一教会の調
査　迅速な実態解

明が必要だ

冬の節電　電力
需給の綱渡りに

備えたい

札幌五輪概要案
市の見通し甘さ否

めぬ

税金の無駄遣い
アベノミクスが元

凶だ
スポーツ不祥事
本来の姿を忘れ

るな

マスク氏とＳＮＳ
言論の自由はき

違えるな

自転車をもっと安
全な乗り物に

高リスクの「仕組
み債」　投資家保
護の原則徹底を

自転車に赤切符
正しい走り方の周

知が必要だ

ツイッター買収
透明性ある投稿

管理を

ツイッター買収
公共性を保てるの

か
ＣＯＰ２７開幕　世
界の結束が問わ

れる

自転車の悪質運
転　ルールの周知

を徹底せよ

リスキリングで労
働移動を着実に

進めよ

増える女性の自
殺　もっと寄り添う

支援策を

日韓関係　尹政
権は懸案の解決

策を示せ

国会召集の要求
憲法の趣旨守る

合意を

イスラエル政権
極右の暴走は止

めねば
寺田総務相　責
任逃れは許され

ぬ

独首相の中国訪
問　西側の結束を

乱す接近だ

税の使い方がず
さんすぎる

ミャンマー邦人拘
束　解放への外
交努力さらに

航空機の脱炭素
新燃料の国産化

で遅れ挽回を

コンサＪ１残留　攻
撃力に磨きかけた

い

香港の新長官
統制強化条例へ

の懸念
気象庁の速報

利用者視点で改
善図れ

病院サイバー攻
撃　国は早期復
旧を支援せよ

ドイツとの連携を
アジア安定に生か

せ

イスラエルに右派
政権　中東不安
定化を危惧する

Ｇ７外相会合　国
際秩序の回復へ

結束を保て

米軍の有害物質
汚染の実態調査

急務だ

窮地のロシア　核
の脅しは危険極

まる
子育て支援　腰を
据え、骨太な議論

を

札幌五輪とＪＯＣ
反省ないまま未来

語るな

不登校の子に学
びの保障を

「風流踊」が無形
遺産へ　地域文
化伝承への弾み

家裁の記録廃棄
後世に残す意識

を欠いていた

東証排出量取引
脱炭素へ実効性

向上を

性犯罪の規定
被害取りこぼさぬ

よう
海保予算で水増
し　法執行機関は

「軍」でない

税回避の減資を
誘う税制は見直し

を

きょうCOP27開幕
脱炭素の歩み止

めぬよう

弾薬の不足　継
戦能力の不安を

解消したい

原発６０年超運転
規制委の追従は

問題だ
ブラジル左派政権
中国の浸透に一

層警戒を

調剤委託の距離
制限やめよ

王将社長射殺事
件　動機と背景の

徹底解明を

コロナワクチン
乳幼児用の情報

提供を丁寧に

家裁記録廃棄
保存ルールの法

整備を
原発運転延長

規制委は独立性
を保て

世界津波の日
「注意報で避難」

を原則に

訪日観光の促進
は量と質の両立を

目指せ

閣僚の政治資金
問題　再び任命責

任が問われる

自民統治指針
首相は政権の足
元を固め直せ

北朝鮮ミサイル
米韓への対抗に

理ない

ｅスポーツ熱　広
がる裾野、可能性

南北の応酬　力
の対抗に歯止め

を

迫る米中間選挙
民主主義の動揺

を許すな

10万円では解決
せぬ育児支援

Jアラートの混乱
信頼性高める改

善が必要

独首相の訪中
安保上の警戒を
緩めては困る

ＣＯＰ６日開幕　逆
風乗り越える英知

を

ＣＯＰ２７開幕　東
西もなく南北もなく

ロシアの戦争　市
民の命「人質」許

さぬ

北ミサイルの暴挙
抑止には反撃力

が必要だ

Twitterの公共的
役割に十分配慮

を

挑発強める北朝
鮮　日米韓の連
携強化が急務

「北」の挑発激化
日米韓への脅威

高める暴挙だ

年金改革の議論
きめ細かな制度

設計を

介護保険見直し
負担能力を見極

めねば
炭素排出課金

実効性確保が肝
心だ

ＣＯＰ２７開幕へ
日本は原発稼働

で貢献を

イスラエルが担う
中東和平の責任

ツイッターを買収
「マスク流」で質保

てるか

米大幅利上げ　効
果確かめ慎重な

政策運営を

出世払い奨学金
給付型の拡充こ

そ必要

北朝鮮ミサイル
挑発の応酬を危

惧する

政治家の国葬
是非から議論が

必要だ

参院選「違憲」判
断　抜本解決へ
憲法改正急げ

FRBの真価問う物
価安定と景気の

難路

ウクライナ侵攻
「穀物輸出」の停
止　露はただちに

合意履行を

公的年金改革
厳しい現実から目

をそらすな

教団被害者救済
与党の本気度足

りない

文化の日に　あな
たの畑の耕し方

は

文化の日　やまと
うたの歴史誇りに

北朝鮮は軍事的
緊張を高めるな

旧文通費の透明
化　このまま棚上

げ許されぬ

郷土の踊り　ユネ
スコ登録を継承の

励みに

米の議長宅襲撃
民主主義の根幹

を壊す
ブラジル政治　国
民融和と協調外

交を

黒海「輸出」停止
露は飢餓で恫喝

するのか

介護保険の持続
へ負担増に向き

合おう

中東産油国と米
の対立　安定供
給へ対話こそ必

「北」核実験兆候
日米韓の協力で
抑止力高めよ

札幌五輪経費増
招致の前提が揺

らいだ

企業所得最高
賃上げの環境は

整った
東京都人権展

知事が招いた史
実誤認

野球１５０年　日
本が普及振興の

旗振れ

ロシアは穀物合
意に復帰せよ

拘禁刑の創設
更生促し再犯防ぐ

体制を

企業再生新法
変革期の事業転

換が進むよう

デジタル賃金　安
全性への不安拭

えぬ

ソウル雑踏事故
再発防ぐ安全対

策こそ
トマホーク導入

見切り発車は許さ
れぬ

原発の新増設
政府の全面支援

が必要だ

ブラジル左派政権
は責任ある内政

外交を

ソウルの雑踏事
故　悲劇防ぐ対策

の再点検を

穀物輸出の停止
食料危機招く露の

暴挙許すな

韓国繁華街事故
群衆の警備体制

点検を

年金制度改革
給付増へ知恵絞

りたい

2022/11/5
原発60年超運転
気になる規制委

の先走り

スペシャルオリン
ピックス　共生社
会につなげよう

労働者協同組合
法施行　新しい働
き方で地域再生を

2022/11/2
「再婚禁止」撤廃

時代に沿う民法の
整備を

米核戦略の新指
針　廃絶への歩

み止めるな

国民年金の制度
改革　負担増の

議論、真正面から

2022/11/1
教団被害救済法
案　今国会で必ず

臓器移植法施行
25年　提供増へ

自殺対策大綱
女性の暮らし包括

2022/11/8

2022/11/4
参院選違憲判決
「格差」是正へ猶

予はない

国民年金の納付
延長　議論の透
明化が必要だ

Ｊアラート　ミスや
訂正は信頼を損

なう

2022/11/3
西日本文化賞

自分が描く未来を
信じて

不登校最多２４万
人　手厚いフォ

ロー体制を

文化の日に考え
る　「古今伝授」が

教える力

参院１票の格差
「違憲」　抜本的
是正へ猶予はな

い

冬のコロナ警戒
油断なく対策の総

点検を

COP27開幕　国
際社会の再結束

図れ

精神的ＤＶ被害
保護対象に含め、

救済急げ

2022/11/7
気候変動会議

問われる分断下
での結束

サンフレ今季終了
誇れる成績、さら

に上を

三菱電機の検査
不正　企業価値を
損なう行為、排せ

日中首脳会談
関係再構築へ対

話重ねよ

日中首脳会談
対話チャンネル増

やせ

日中首脳が対面
会談　対話の流

れ、確かなものに

2022/11/18
介護保険見直し

負担分かち合える
議論を

W杯カタール大会
平和考えるきっか

けに

米中間選挙　共
和失速　扇動政
治への拒絶感顕

著

2022/11/6
春闘５％目標　物
価踏まえた賃上

げを

大津波への備え
「事前避難」をた

めらうな

旧統一教会の被
害救済　新法の
成立へ議論急げ

週のはじめに考え
る　逆戻りしては

ならぬ

ブルーカーボン生
態系　新たなＣＯ
２吸収源生かそう

2022/11/9
敵基地攻撃能力
既成事実化は許

されない

寺田総務相と政
治資金　これでは

職責果たせぬ

被災地巡るツアー
福島の活性化に

生かそう

葉梨法相、失言で
更迭　資質欠如、
任命責任は重い

2022/11/11
不登校の急増

事情に沿った学び
の場を

「10増10減」付帯
決議　抜本的改
革へ議論急げ

豪雨災害の備え
土石流の常襲地

域に学ぼう

五輪汚職の土壌
を正し招致を

2022/11/10
年金制度改革

困窮者の急増防
ぐ対策を

米中間選挙　国
際協調ほころび懸

念

若い女性の自殺
総合的な防止対

策を急げ

2022/11/16
米中首脳会談

対話を重ね世界
に安定を

米中首脳会談
衝突回避へ協議

重ねよ

日韓首脳会談
対話を重ね、信頼

再構築を

休み

2022/11/12
金融危機から25

年　改革の加速を

葉梨法相更迭
目を覆う岸田内閣

の緩み

葉梨法相更迭
決断遅れ、危機

感あるか

2022/11/15
米中間選挙　民

主主義の揺らぎに
懸念

日韓首脳会談
対話の重み、肝に

銘じよ

揺らぐ財政民主主
義　予備費の乱

用、見直すべきだ

2022/11/13
五輪汚職　真相
の究明を続けよ

東京五輪汚職
組織委の検証が

不可欠だ

初の質問権行使
透明性確保も忘

れずに

週のはじめに考え
る　東西の壁崩壊

の果てに

国会召集期限法
案　憲法無視の
先送り許すな

2022/11/17
次世代半導体

国産復活へ「最後
の好機」

宮島訪問税　自
然と文化、守る一

歩に

寺田総務相の資
金疑惑　所管大

臣、適格性に欠け
る

2022/11/19

2022/11/21 有権者本位の改
革追求を

政治不信は断ち
切れぬ

産に　民俗芸能、
伝承への弾みに

2022/11/20
被害救済法案

実効性に懸念ぬ
ぐえぬ

教団の被害対策
熟慮し実効性ある

立法を

旧統一教会の被
害救済法　与野
党で実効性高め

よ

週のはじめに考え
る　科学研究が枯

れる前に

旧統一教会の養
子縁組　制度の

趣旨、逸脱はない
のか



ソウルの惨事　知
見集め、再発防止

を

ソウルの雑踏事
故　人流の制御
へ事前準備を

園児のバス放置
防ぐ対策急げ

東証の排出量取
引　脱炭素へ信
頼性高めたい

韓国の雑踏事故
「群衆雪崩」のリ
スク再点検を

トマホーク導入
攻撃性強く危険を

招く

トマホーク導入
専守防衛の逸脱

を憂う
国会召集要求

期限設定で合意
めざせ

伊の新政権　露
の侵略認めぬ立

場貫け

米はウクライナ支
援を政争の具に

するな

「反撃能力」巡る
与党協議　国民
的議論を欠く危う

老朽マンション
建て替えや修繕を

促す制度に

不登校といじめ
ＳＯＳに迅速な察

知を

感染症法改正
医療の対応力高

めたい
日銀の政策　物
価の上振れに備

えを

性犯罪規定見直
し　実態踏まえ法

整備急務だ

ASEANはミャン
マー国軍へ圧力
強化をためらうな

音楽教室の著作
権料　親しむ機会

損なわぬよう

障害者スポーツ
東京パラの機運

を生かしたい

三菱電機の不正
根深い悪弊の根

絶急務

「君が代」強制
処分避け対話で

解決を

名画受難　歪んだ
エコテロを許すな

逆風のなか成長
投資続ける巨大

IT企業

膨張した経済対
策　暮らし第一と

言えるのか

デジタル給与　労
働者の不安払拭

が大前提だ

ロシアの核威嚇
報復招き極めて

危険だ
年金制度　負担
のありよう問い直

せ

雑踏事故の悲劇
繰り返すな

政治家の国葬
「そもそも必要か」

議論を

臓器移植法２５年
提供意思を生か

す仕組みに

教団被害者救済
踏み込んだ対応

が急務
経済対策決定

財政規律の喪失
を憂う

王将社長射殺
反社の凶行決し

て許すな

メガ銀は投資家本
位でネット証券生

かせ

性犯罪処罰の見
直し案　被害直視

した議論さらに

物価高経済対策
補助金頼みでは

克服できない

総合経済対策
規模ありきが目に

余る

テレビ塔重文に
復興の記憶、後

世へと
死刑当日告知

見過ごせぬ手続
きの闇

総合経済対策
実効性より規模を

優先か

重要鉱物の供給
網を万全に

急増する不登校
誰一人取り残さぬ

体制に

観光バス事故　未
熟な運転の悲劇

繰り返すな

鳥インフル発生
早期封じ込めが

大切だ

総合経済対策
賃上げの具体策

を欠く

年金制度改革
厳しい現実に向き

合え

電気・ガス料金
支援終了の基準

を明確に

巨額の痛み止め
を盛る経済対策

の危うさ

ウクライナ侵攻
露の核軍事演習
危険高める無謀

な威嚇だ

科学技術と安保
「産官学」の連携
へ知恵を絞れ

教団との確認書
政策への影響疑

念残る

精神保健法改正
強制入院への懸

念残る

コロナと子ども
学校外の力も結

集して

「音楽教室」訴訟
次代を育む妥当

な判断だ

進む温暖化に対
策の加速を

神宮外苑の再開
発　多様な声踏ま

え見直しを

不登校過去最多
自粛生活のストレ

スが影響か

接種の拡充　子ど
もの不安解消策

を

南海トラフ確率
根拠の説明が不

可欠だ
ＮＨＫスリム化　経
営委の改革も必

須だ

安倍氏追悼の演
説　品格ある国会

への契機に

年金改革は小手
先ではなく広い視

野で

日豪の安保共同
宣言　関係生かし

地域の安定を

三菱電機不正
悪弊根絶への覚
悟が問われる

著作権の管理
音楽文化広げる

視点を

英国政治の混乱
首相たらい回しの

限界
英伊の新政権

国際協調のとりで
守れ

イランの無人機
侵略者加担を即

刻やめよ

米半導体規制の
波及に備えを

きょうから読書週
間　見つけたい心

に響く一冊

秋の読書月間
心の糧になる１冊

との出会い

図書館の役割
自由を支える知の

拠点

反習派の一掃
独裁の足音が聞

こえる
性犯罪対策　確
実に罰する法整

備を

物価高見すえ労
組は賃上げで存

在感示せ

米国の新安保戦
略　対中露の核
抑止に全力を

旧統一教会の被
害救済　実効性あ
る仕組み直ちに

旧統一教会問題
調査の手続きを
丁寧に進めよ

旧統一教会調査
実効性と迅速さ重

要だ

安倍氏追悼演説
党派を超えて悼む

意義
日豪安保協力

地域の安定につ
なげよ

著作権の議論深
める契機に

山際再生相を更
迭　国政の停滞
は許されない

英新首相にスナク
氏　混乱収拾に指

導力発揮を

スナク新首相　英
国の安定をどう取

り戻すか

スナク英新首相
政治の信頼回復

が急務

地方線と交通税
「地域の足」地域

で守る
家裁記録廃棄

調査と保存基準
作りを

日豪新安保宣言
中国念頭に連携

深化図れ

山際氏更迭で政
策の遅滞は許さ

れない

コロナ患者の葬儀
指針　遺族に寄り

添う見直しを

経済再生相辞任
不誠実な対応が
不信を招いた

山際担当相辞任
首相の任命責任

は重い

三菱電機不正
生まれ変われる

のか
山際大臣辞任

首相の責任は重
大だ

両陛下沖縄ご訪
問　融和導くご活

動本格化を

英国の若き新首
相を待つ難題

山際担当相が辞
任　遅きに失した

首相の対応

日豪首脳会談
地域の安定へ協

力深化させよ

習氏３期目政権
極端な権力集中

心配だ

山際大臣が辞任
教団と政治、究明

続けよ
イランの騒乱　力
で不信は抑え込

めぬ

成長目標下回る
中国の経済無策

を憂える

習氏３期目政権
巨大な権力を何

に使うのか

神戸家裁廃棄
事件記録は国民

の財産
習氏３期目へ　制
約なき権力は危う

い

事件記録の廃棄
はなぜ起きた

高齢者の労災
安全に働ける職
場増やしたい

３期目の習政権
内外に緊張はら

む始動
在英公館での暴

行　傍若無人な中
国に呆れる

習氏3期目の「極
権」と理念先行が

心配だ

トラス英首相が辞
任へ　「大衆迎

合」に市場が警告

衆院１０増１０減
格差是正だけで

済ませるな

知床事故半年
再発防ぐ対策を

着実に

内密出産　母子を
支える指針徹底を

日豪は準同盟関
係の深化を

通園バスの安全
対策　置き去り防

ぐ運用徹底を

ＣＯ２排出量　取
引市場創設で削

減どこまで

トヨタ進出３０年
地域とともに新戦

略を
英首相辞任へ

政治の劣化　食い
止めよ

トラス英首相辞意
混乱収拾し日本と

連携を

円安と値上げを経
済の好循環への

転機に

円安止まらず150
円台　日本売りに

危機感足りぬ

英首相辞任へ
対露結束維持へ
混乱収拾急げ

止まらぬ円安　緩
和一辺倒では危う

い

鵜飼いの未来　広
く文化として継承

を
三菱電機不正

製造業全体で再
点検を

衆院１０増１０減
格差是正の歩み

止めるな

内密出産が映す
母子の苦境

教団側との「政策
協定」　自民は徹
底的に再調査を

ＳＮＳと自殺　悩
みを抱えた若者ど

う救うか

英首相辞任表明
混乱収め安定最

優先に

コロナ「第８波」
「同時流行」警戒

したい
首相答弁迷走

入念な検討が欠
かせぬ

「４州」に戒厳令
非道な強制退避

をやめよ

英国は政治の大
混乱止め信頼の

回復を

ロケット打ち上げ
失敗　原因究明し

信頼の回復を

１ドル＝１５０円台
過度に進む円安
は座視できぬ

旧統一教会論戦
泥縄答弁で不信

拭えぬ

デジタル賃金　働
く人守る仕組みこ

そ
自民党と教団

「政策協定」全員
調査を

神戸家裁の不祥
事　重大事件を闇

に葬るのか

プーチン氏の暴走
が心配だ

イラン女性とヘ
ジャブ　抗議封じ
る弾圧許されぬ

コロナ「第８波」
インフル流行にも

備え入念に

感染対策の法案
問題洗い出す審

議必要

１０増１０減成立
へ　抜本改革論

議を不断に
敵基地攻撃力

疑問と懸念　徹底
論議を

東工と医歯大統
合　因習打破し活

性化を図れ

環境と社会の視
点を経営に深く取

り込め

障害者の権利実
現　共生へ国連
勧告生かす時

マイナ保険証　丁
寧な説明で普及を

図りたい

安保３文書改定
慎重な議論が欠

かせぬ

生活保護費判決
「命のとりで」守ら

ねば
電気ガス代軽減
弊害大きい手法

やめよ

賃上げ５％要求
へ　労使で着実な

ベア確保を

三菱電機は再生
できるか

旧統一教会の国
会審議　本気度
疑われる首相答

イラン抗議デモ
暴力的な弾圧に
は限界がある

札幌五輪招致
市は立ち止まり再

考を

宗教法解釈変更
国会が政府を動

かした
旧統一教会　政

治のけじめはまだ
だ

旧統一教会の調
査　問題解決を長

引かせるな

コロナ・インフル同
時流行の備え万

全に

Jアラートの運用
国民の視点から

再点検を

与党安保協議
抑止効果高める

戦略を築け

同時流行対策
発熱者の受診を

確実に

円安と暮らし　物
価高の放置許さ

れぬ
原発政策転換

議論の幅が狭す
ぎる

ウイグルと人権理
欧米と結束し組織

改革を

日米基軸に重層
的な安保網を

脳死臓器移植25
年　理解広げる努

力をさらに

医療現場の事故
原因究明に消極

的すぎないか

日興行政処分　グ
ループの責任重

大だ

イランの騒乱　弾
圧は解決にならな

い
年内入試増加

試される大学の教
育力

拉致被害者帰国
進展なき２０年を

反省せよ

中国経済浮揚へ
市場重視に大胆

な転換を

旧統一教会の調
査　実態踏まえ厳

正な対処を

旧統一教会調査
政府一体の取り
組みが必要だ

旧統一教会調査
首相の本気度問

われる

参院選の不平等
格差の常態化を

許すな
教団被害対策

政権に実行力は
あるか

コロナ軽症者　支
援のあり方見直し

たい

社会問題の解決
をITの力で

中国党大会の習
演説　内向きの
「強国」に危うさ

ロケット失敗　原
因を究明して次回

に生かせ

道内の日米訓練
実力の誇示が目

に余る

旧統一教会調査
解散の当否、速

やかに
中国共産党　権
力集中の弊害直

視を

ガスライン攻撃
露依存を脱却す

る契機に

ジョブ型雇用の普
及は労働市場の

改革と一体で

コロナとインフル
同時流行の混乱

防がねば

習近平氏続投へ
台湾侵攻の危険

度が高まった

イプシロン失敗
宇宙開発の体制

検証を

児童虐待対策
切れ目ない支援

態勢を
大企業の減資

税の欠陥　早期に
見直せ

習氏３期目続投
へ　「強国路線」
は許されない

旧統一教会への
調査を確実に

ネット時代のNHK
公共放送の役割

再点検を

梅毒感染者最多
早期の検査と治

療が大切だ

営業秘密漏えい
情報管理の徹底

急務だ

「強軍」の習政権
「平和的発展」を

行動で
円安の加速　相

場安定へＧ７の結
束を

ODA改革で外交
力強化を

ドル高と世界経済
不況下の亀裂を

懸念する

園児バス放置死
悲劇の再発防止

に全力尽くせ

中国共産党大会
習氏へ権力集中

危うい
土地規制区域　な
ぜ尖閣を指定しな

いか

ドル高と世界経済
不況下の亀裂を

懸念する

新聞週間始まる
民主社会支える

礎として

国際機関職員
専門人材の育成

を戦略的に

新聞週間　真実
追求は不変の責

務
マイナ保険証　あ
まりに拙速、乱暴

だ

コロナとインフル
同時流行の対策

練り直せ

もっと使えるマイ
ナンバーカードに

東工・医科歯科大
の統合　若手育て
る研究環境こそ

米国家安保戦略
中露による秩序
の破壊を防げ

マイナ保険証　強
制では協力得ら

れぬ

政活費の公開度
名古屋また最下

位とは

ロケット開発　失
敗を糧に前へ

日興に行政処分
グループの責任を

明確に

イランの国際社会
復帰を促せ

キューバ危機から
60年　「核戦争の
恐怖」を教訓に

新聞週間　混迷
の時代に確かな

情報を

参院１票の格差
抜本改革を迫る

判決だ

マイナ保険証　強
引な義務化許さ

れぬ
対ロ非難決議　非
道を許さぬ国際意

思

鉄道開業１５０年
不断の改革で２０

０年目指せ

急減速の世界経
済で協調の不全

が心配だ

マイナ保険証に一
本化　国民不在
の強引な普及策

ロシア非難決議
暴挙許さぬ国際
世論の表れだ

宗教法人の活動
信者の被害救済

策必要

ドイツ燃料危機
脱原発継続へ知

恵絞れ
半旗掲揚通知

内心の自由　尊
重徹底を

マイナ保険証　丁
寧な説明で不安

払拭を

イプシロン失敗を
糧に技術磨け

日興・三井住友
FG処分　利益優

先の体質と決別を

ＮＨＫ受信料　値
下げ後も改革の

手緩めるな

土地利用規制法
恣意的運用への

懸念拭えぬ

召集期限法案
国会軽視を正す

好機に
研究力の低下

政策検証し裾野を
広く

クリミア橋「報復」
侵略者の暴走押

し止めよ

ソニー・ホンダは
車のソフトで革新

を

米中間選挙まで1
カ月　民主主義の

旗を守れるか

Ｊアラート　国民保
護に不備は許さ

れない

家事労働裁判
不条理な規定を

改めよ
金融所得課税

富裕層の優遇を
改めよ

イプシロン失敗
新たな挑戦の糧と

したい

肥料の輸入依存
を見直そう

原発の運転期間
延長　なし崩しの

変更は危うい

カンボジア　虐殺
の歴史を風化させ

るな

実質賃金減少
官も民も熱意が足

りぬ

2022/10/13
宿泊拒否の容認
感染者への差別

防げるか

カープ新監督始
動　新井さん、再

建頼んだぞ

細田氏の教団接
点説明　三権の

長、権威が地に落
ちる

鉄道開業から１５
０年　路線網守る

道筋考えたい

首相の旧統一教
会対応　被害救
済の気概が希薄

だ

2022/10/19
旧統一教会調査
被害防止へ実態

解明急げ

通園バス対策　安
全装置任せは危

うい

マイナ保険証　国
民の不安払拭が

先決だ

2022/10/18
感染症法改正

混乱の教訓見据
え熟議を

旧統一教会の調
査指示　献金強
要の実態解明を

宗教２世の生きづ
らさ　相談支援、

きめ細かな対応を

2022/10/17
虐待死と地域　篠
栗事件の教訓を

生かせ

安保3文書改定
決め方、これでい

いのか

首相の迷走　信じ
難い官邸の準備

不足

平和首長会議
核廃絶へ連帯強

めたい

2022/10/15

2022/10/23
平和首長会議

国境超え核廃絶
発信を

事務所費問題、
闇再び　「政治と
カネ」尽きぬ疑念

内密出産で指針
母子支える議論

は半ばだ

「少年Ａ」事件の
記録廃棄　原則

保存に切り替えよ

週のはじめに考え
る　かくも不可解

なロシア

2022/10/26
山際氏の辞任

首相の危機管理
力を疑う

山際大臣更迭
信頼回復容易で

はない

新聞週間　民主
主義守る「知る

力」

習総書記３期目
続投　権力集中、
平和への脅威だ

2022/10/14
防衛力の強化

政府は国会論議
避けるな

鉄道150年　存在
意義、見つめ直そ

う

コメ概算金引き上
げ　適正価格へ消

費拡大急ごう

フリーランス保護
新法　実効性の
確保が不可欠だ

2022/10/16
同時流行対策

不安や疑問が拭
えない

原発の運転延長
再エネ拡大に支

障ないか

マイナ保険証
「無理強い」許さ

れない

週のはじめに考え
る　静かに進む危

機がある

新たな漁港漁場
整備　海業の振
興で漁村を元気

に

2022/10/20
デジタル賃金解禁
へ　労働者保護
の仕組み万全に

1票の格差「違憲
状態」　参院の意

義から見直せ

九州から宇宙へ
「下町衛星」の挑

戦に期待

マイナ保険証
「義務化」より不安

解消だ

山際経済再生相
更迭　遅きに失し

た首相の決断

2022/10/25
習氏1強の中国
独善の大国路線

を憂える

原発の「原則40
年」撤廃　教訓の
骨抜き許されぬ

教団側が「推薦確
認書」　自民党は
徹底的な再調査

を

2022/10/24

習体制が３期目に
独裁暴発の懸念
が増した　台湾

併?の野心に備え
を急げ

習体制、異例の3
期目　世界との調

和図れるのか

拉致帰国20年
「特定失踪者」を

忘れるな

習近平氏3期目始
動　権力集中の

危うさ憂う

政府の原発推進
「後面」にこそ出る

べきだ

北方領土返還運
動　政府は責任
持って支援を

2022/10/22
平和首長会議

連帯強め核大国
を動かせ

円32年ぶり150円
台　生活守る対策

打ち出せ

英トラス政権崩壊
市場の反乱、教
訓は日本にも

2022/10/21

2022/10/29
光熱費の支援

対象を絞って効果
高めよ

総合経済対策
一時しのぎでは危

うい

総合経済対策２９
兆円超　「規模優
先」の決着を憂う

2022/10/28
英国に新首相　成
熟国家の信頼取

り戻せ

キューバ危機60
年　収拾のプロセ

スに学べ

資産所得倍増プ
ラン　家計は逼

迫、空論とならぬ
か

止まらぬ円安　金
融緩和策は限界

が近い

英首相にスナク氏
経済低迷どう立て

直す

音楽教室と著作
権料　演奏実態

から妥協点探ろう

2022/10/31
コロナ交付金　自
治体は事業検証

怠るな

ソウル雑踏事故
なぜ大惨事、検証

徹底を

カキ容器リサイク
ル　持続可能な漁

業へ実践を

2022/10/30
米の核戦略　軍
拡の連鎖に歯止

めを

少年記録廃棄
事件の教訓、保

存の制度を

イタリア新政権
国際協調の重み

自覚を

週のはじめに考え
る　プロクルステ

スの寝台

衆院１０増１０減
抜本改革へ議論

たゆみなく

2022/10/27

2022/11/1 案　今国会で必ず
成立させよ

25年　提供増へ
理解促進が鍵

女性の暮らし包括
支援を



Ｊアラート　検証し
改善点を探れ

原発運転延長へ
規制委の対応を

歓迎する

給付だけでない広
範な少子化対策

を急げ

水際対策緩和
往来の回復で経
済の活性化を

クリミア橋爆破　ロ
シアの報復筋違

いだ

障害者の権利
改善勧告を受け

止めよ

日興行政処分
親会社の責任も

重大だ

北方領土宣言　ウ
クライナと連携深

めよ

デジタル改革に当
事者意識を

観光促進策とコロ
ナ　欠かせぬ第8

波への備え

灯油価格高騰
家計圧迫の緩和

策必要

内閣支持率続落
国民の声を聞き

流すな
2022/10/11

家族の在留　「違
憲」の指摘に応え

よ

スポーツの日　本
来の意義取り戻し

たい

企業は敵対的買
収から逃げず価

値向上を

臨時国会召集の
野党案　立法府
軽視改める契機

自治体の再選挙
行政の空白を招
かぬ仕組みに

コロナ水際緩和
第８波見据えた備

えを

公文書隠匿疑惑
トランプ氏は真相

語れ

内密出産　残る課
題さらに議論を

土地規制法が施
行　積極活用こそ

が国民守る

経済危機の理論
と実践磨け　バー
ナンキ氏にノーベ

「パパ育休」スター
ト　企業や社会変

えなければ

戦没者の遺骨
鑑定強化で身元
特定急ぎたい

村上選手の偉業
２２歳の将来に夢

尽きぬ

規制委１０年　原
点を忘れるなかれ

ＢＡ・５ワクチン
丁寧な説明で理

解深めよ

観光業には旅行
割より経営改革の

支援を

防衛力整備の議
論　規模ありきに

ならぬよう

寒冷地の地震
冬の深夜に巨大

津波が来たら

原発運転延長
安全守る責任を

顧みよ
代表質問　国の

守りに関心ないの
か

原発活用は政策
の後押し必要

ポル・ポト派裁判
終結　残虐な歴史

を重い教訓に

不合理な校則　本
当に必要か生徒

と考えよう

五輪汚職拡大
運営体制の構造

検証を
ノーベル平和賞
圧政に抗する記

録の力

代表質問　国の
守りに関心ないの

か

消費を冷え込ませ
ない価格戦略を

探れ

内密出産で国指
針　実態に即した

改善さらに

ＯＰＥＣ減産　イン
フレを加速させて

は困る

ノーベル平和賞
専制に対抗する

意思だ

ノーベル平和賞
独裁と闘う勇気讃

える
日米の好記録

長い目での育成
の先に

国語世論調査
漢字を書く力伸ば

したい

平和賞を戦争を
止める力に

人権の旗手に平
和賞　独裁と闘う

勇気たたえた

ノーベル賞　基礎
研究の立て直し

が必要だ

細田氏の説明
議長の資質著しく

欠く

有機農業の拡大
オアシスにヒント

あり
原発運転延長

安全の骨抜き許さ
れぬ

安保理と北朝鮮
専制大国の擁護

を許すな

産業の新陳代謝
促す企業再生の

仕組みを

家事代行の労働
者　権利守る法改

正が急務だ

安保理緊急会合
北の暴走許す無

責任な中露

旧統一教会問題
地方議員も厳正

対応を

内密出産指針
法的な裏付けが

必要だ
教団被害相談

実像の解明につ
なげよ

４州「併合」　厳寒
の対露反攻を支

えよ

ロシア包囲網で結
束した欧州

代表質問の首相
答弁　「答える力」

を欠いている

通信網の融通
障害起きても緊急

通報可能に

ＮＩＳＡの拡充　投
資優遇策偏重は

疑問

防衛有識者会議
結論ありきで論じ

るな
「備えない」防災

日常との垣根をな
くす

めぐみさん５８歳
悲しい誕生日に終

わりを

産油国と消費国
は亀裂を回避し協

調を

旧統一教会と2世
問題　孤立防ぐ手

立ての検討を

かっぱ寿司事件
企業秘密を手土
産に転職とは

国会論戦始まる
信頼と共感には

程遠い

園児置き去り死
幾重にも策を講じ

たい
首相国会答弁　２
日前の言葉お忘

れか

入国制限の撤廃
訪日客拡大で景

気刺激を

中ロは安保理で
責務を果たせ

村上選手の56本
塁打　王さん超え

た22歳の快挙

代表質問　山積す
る課題の議論を

深めよ

内密出産に指針
母子守る法整備

必要だ

教団との関係　細
田氏は説明を尽く

せ
コロナ融資終了
銀行の真価が問

われる

村上が偉業　来
季はさらなる大記

録を

「まず規模ありき」
の経済対策を脱

却せよ

修正繰り返す山
際氏　もはや閣僚

不適任は明白

北ミサイル発射
「上空通過」の脅
威に対処急げ

最年少三冠王
「令和の四番」夢

は続く
北朝鮮ミサイル
脅威の暴走に歯

止めを

ミサイル列島越え
北の暴挙阻む態

勢をとれ

自衛隊は性被害
の防止徹底を

ミサイルの列島通
過　危機高める北

朝鮮の暴走

村上５６号本塁打
若き強打者の記
録に夢膨らむ

北ミサイル発射
日米韓連携で抑

止図れ
ノーベル賞　人類
の起源に光当て

た

ルビーロマン　「本
家」の知的財産を

守れ

日本通過した北
朝鮮ミサイルの備

えに万全を

首相の所信表明
演説　何を目指す

のか見えない

所信表明演説
経済再生へ具体
的な道筋示せ

首相所信表明
信頼回復の道筋

見えぬ

首相所信表明
信頼回復の覚悟

見えぬ
首相所信表明

信頼回復の決意
見えぬ

首相の所信表明
国難の危機感伝

わらない

「ガリバー地銀」の
責務は重い

スマホの1円販売
ゆがんだ競争か

ら脱却を

日銀短観悪化
積極投資と賃上
げは怠れない

津波対策の強化
住民守る計画作り

急務

習氏３期目へ　毛
時代への逆行を

懸念
安保文書改定

拙速では理解広
がらぬ

希望子供数の低
下　出産の選択
肢を狭めるな

世界経済の先行
き注視を

米中と太平洋島
しょ国　覇権争い
より協力模索を

防衛生産基盤
事業撤退の流れ

食い止めたい

国会きょう召集
国民生活支える

論戦を

ビートルズ映像
「情報公開」あっ

てこそ
経済対策指示

「総額」先行は不
適切だ

防衛力有識者会
議　「水増し」では

有事を招く

首相は強い指導
力で政策実行を

着実に

両陛下の地方訪
問再開　令和の
皇室像示す機会

日野自動車不正
重い処分を深刻
に受け止めよ

エア・ドゥ統合　相
乗効果に期待した

い

職務質問と差別
外国人標的は許

されぬ

露の併合宣言
世界秩序の破壊

を止めよ

食品価格の安定
へ国産穀物の振

興を

ウクライナ侵攻
東・南部4州「併

合」　国際法無視
した露の茶番

イタリア新政権
対露政策で欧米
との協調図れ

待機児童最少
保育の質向上に

力点を

かっぱ寿司　社長
逮捕に企業統治

疑う

高齢者医療の改
革を続けよ

教団巡る細田氏
の説明　立法府

の長として不誠実

高齢者医療　国
は負担増への理

解を求めよ

研究力の退潮
安定した環境欠

かせぬ
細田氏と教団　議
長の任に堪える

のか

電気代の負担軽
減　支援先絞り実

効性高めよ

嘘で固めた「併
合」と核の脅しは

許さない

値上げラッシュの
秋　暮らし守る政

策に知恵を

住民投票と併合
ロシアの領土強

奪を許すな

静岡大雨災害
「ぎりぎり台風」で

大被害
陸自の性加害

謝罪まで遅きに失
した

公明党の新体制
防衛力の充実へ

舵を切れ

英ポンド急落が鳴
らす警鐘

伊総選挙で右派
勝利　欧州結束
の乱れが心配だ

国語世論調査
手書きの大切さ再

確認したい

コロナ「第７波」
検証して対策に生

かせ
旧文通費　透明
化の宿題忘れる

な

安倍氏の国葬
真心込めて故人

を送れた

防衛力強化は財
源も正面から議論

せよ

女性医師活躍の
壁　差別生んだ旧

弊の解消を

在露領事の拘束
不当な措置に毅
然と対処せよ

日ロ安全操業　援
助金支出　説明

必要だ

イタリア新政権
国際協調維持を

求める

リカレント教育　社
会に根づかせよう

偽りの住民投票
世界は「茶番」の

全否定を

許されぬ経営幹
部の秘密漏洩

拡大する五輪汚
職　組織委の徹
底検証が急務

北ミサイル発射
戦術核の脅威は

放置できない

オスプレイ飛来
不安が多く容認で

きぬ

ロシア動員令　悲
劇を繰り返す深入

り
正常化50年機に
世界の中の日中

関係探れ

ポト派裁判終結
歴史的蛮行を語り

継げ
銀証ファイアウ

オール規制の緩
和が問われる

旅行割全国拡大
公平な支援が前

提だ
安倍氏「国葬」

分断深めた首相
の独断

露の日本領事拘
束　速やかに対抗

措置を取れ

東証の排出量取
引を実効性ある

市場に
五輪汚職拡大

組織委の責任を
デジタル給与　懸
念払拭し利便性

公平で公正な
NHK改革を

ガス需給対策　冬
場への備えを急

げ

国葬への批判踏
まえ丁寧な政権

運営を

リュウグウに液体
の水　海の起源
解明へ募る期待

全数把握見直し
軽症者への支援

も忘れずに

全数把握見直し
軽症者への支援

不可欠

カンボジア　悲劇
の裁きを重い糧に

日本に蓄電池産
業を残せるか

EVシフトと日本
車王国の地位守

る戦略を

児童虐待最多
兆候の見逃しをい

かに防ぐか

入管死亡で判決
人権軽視に賠償

当然だ
イグ・ノーベル　楽
しむ気持ちを育も

う

北の弾道ミサイル
日本は防衛力強

化を急げ

極右勝利のイタリ
アはEUと結束保

て

あす安倍氏「国
葬」　首相の浅慮

が不信広げた

公明党大会　後
進を育て与党の

責任果たせ

規制委発足１０年
原発審査の独立

性保て
第８波対策　検査
診療態勢を確か

に

大関陣の不振
番付の信用取り

戻す策を

実効性ある台風・
大雨情報を

各国首脳の国連
演説　世界の「三
極化」を危ぶむ

ＮＨＫの業務　ネッ
ト事業の拡大を危

惧する

ゴーカート事故
危険認識し抜本

対策を
旭川のいじめ調
査　もっと被害者

に寄り添え

企業は人権問題
への対応急げ

デジタル給与解禁
へ　働き手守る仕

組み万全に

北朝鮮の核政策
日米韓の抑止力
強化が急務だ

日韓首脳の協議
対話重ねて関係

改善を
北の「核使用法
令」　圧力強めて

暴走を止めよ

エネ供給と脱炭素
の両立は待ったな

し

日本の国連外交
機能強化への議

論主導を

日本のアニメ　世
界に誇る作品生

み続けたい

公明党代表続投
歯止め役の覚悟

あるか
西九州新幹線

開業を素直に喜
べない

安保理改革　侵
略許さぬ陣容をつ

くれ

インバウンド解禁
で成長力の底上

げを

24年ぶりドル売り
介入　円安のリス

クなお注視を

立民「次の内閣」
説得力ある政策

を示せるか

名古屋の再開発
歩きたくなる「栄」

再び
日銀政策会合

先行き指針の見
直しを

円買い介入　投機
への警戒を緩め

るな

カンボジア虐殺の
史実を風化させる

な

みとり後の遺族ケ
ア　指針を機に理

解深めたい

西九州新幹線
巨額投資の効果

が問われる

資産所得倍増
将来不安払拭が

先決だ
日韓首脳対話

「正常」に戻す第
一歩に

ＥＮＥＯＳ元会長
辞任理由の隠蔽

は問題だ

国連改革の進展
へ首相は中心的

役割を

日韓首脳が会談
腰据えて対話を進

めたい

為替市場介入
過度な円安阻止

への一歩だ

政府が為替介入
緩和政策の限界

直視を

日韓首脳懇談
直接対話さらに重

ねよ
ロシアの戦争　惨
禍深める強制動

員

露の核恫喝　破
滅の道をまだ歩む

のか

人命を尊重する
入管行政に

「第7波」と舞台芸
術　体力回復へ
柔軟な支援を

プーチン演説
「住民投票」で愚

行を重ねるな

首相の国連演説
改革への役割具

体的に

物価と金融政策
家計はもはや限

界だ
経団連の提言
脱炭素の責任

自覚せよ

急速な米利上げ
で高まる景気後

退の懸念

旭川中2自殺再調
査へ　いじめの影

響徹底解明を

首相国連演説
安保理の機能回

復に努めよ

ロシア支配地域
住民投票に正当

性ない

陸自のセクハラ
人の尊厳を守る

組織に

ロシアの4州「併
合」宣言　力によ
る支配　言語道断

週のはじめに考え
る　多くの風車を

回すには

原発賠償基準見
直し　実態に即し
早急に手続きを

内密出産に初の
指針　母子を守る

仕組み作れ

マイナカード普及
交付税を「人質」

にするな

2022/10/6
電気代の負担減
際限なき財政支

出は禁物

デジタル賃金解禁
方針　被害防止
策が不十分だ

政府の総合経済
対策　「規模あり
き」は通用しない

2022/10/8
国会と教団問題

議長と閣僚のけじ
め急げ

科学力さらに低下
政府は失策認め

改めよ

台風１９号豪雨か
ら３年　呼びかけ
で逃げ遅れ防ごう

2022/10/7
自衛隊の性被害
根絶へ組織の体

質改めよ

ウクライナ侵攻
露の「報復」攻撃
どれだけ蛮行重

ねるのか

福島県知事選あ
す告示　訴えの中
身じっくり判断を

苦境下の水産基
地　再生目指す試

み後押しを

休み

福島原発処理水
放出急がず理解

を広げよ

全国旅行支援
感染対策をしっか

りと
2022/10/10

山際大臣と教団
なぜ首相はかばう

のか

コロナ「開国」　イ
ンフル対応も抜か

るな

人権活動に平和
賞　露の蛮行を止

める力に

週のはじめに考え
る　青信号は「ト

ルコ石色」

コロナ入国規制解
除　感染対策の
弛緩は禁物だ

2022/10/9

2022/10/12
真実伝える市民
独裁との闘いに

「平和賞」

ウクライナ全土攻
撃　核使用どう食

い止める

障害者の権利
国連勧告てこに見

直しを

岸田政権１年
「聞く力」を忘れた

のか

地域おこし協力隊
起業後押し、課題

解決の力に

校則の見直し　子
どもと教員の対話

から

親露派の住民投
票　支配の正当

化許されぬ

2022/10/5
岸田政権1年

「説く力」が問われ
ている

北朝鮮ミサイル日
本通過　米韓と連
携、横暴止めよ

北ミサイル上空通
過　国際協調で圧

力強化図れ

北朝鮮ミサイル日
本通過　危険な挑
発止める結束を

2022/10/4
岸田政権1年

「説く力」が問われ
ている

首相の所信表明
岸田カラーなぜ出

さぬ

首相の所信表明
演説　「意見を聞
く」もはや空疎だ

2022/10/1
カネミ油症救済

立法10年でも続く
苦しみ

細田氏と旧統一
教会　これで議長

務まるのか

ロシアの領土併
合　民意偽装、孤
立深めるだけだ

ロシアが４州併合
宣言　国際法違
反で有効性ない

2022/10/2
ロシアの「併合」
許されぬ民意の

捏造だ

老々マンション
新たな政策が時

代の要請

日中国交50年
平和共存へ大局

見失うな

日中国交正常化
50年　友好の知
恵、絞る契機に

岩手津波死者７１
００人想定　すぐ

避難、犠牲ゼロへ
の鍵

日中国交正常化
５０年　対話重ね
信頼の再構築を

日中国交５０年
友好誓った原点

に立ち返れ

日中国交正常化
50年　新たな「共
存」築く努力を

日中国交５０年
関係を根本から
見直せ　経済・学
術界も安保の視

点を

日中国交正常化
５０年　平和を築く
重層的な対話を

2022/10/3

2022/9/30

民間の絆が支え
る日中　国交正常

化５０年

「再処理工場」延
期　核燃サイクル

の見直し必要

岸田政権発足１
年　国民置き去り

で支持率低下

安倍元首相国葬
弔意と評価、混同

するな

「安倍政治」検証
は続く　分断の国

葬を終えて

安倍元首相の国
葬強行　民意軽
視の政権を危ぶ

む

安倍晋三元首相
の国葬　大義欠き
分断を露呈した

2022/9/23
コロナ新段階　政
府の自画自賛に

危うさ

2022/9/25
マグサイサイ賞
失明防ぐ無償の

治療に光

加速する少子化
若い世代への支

援急務

速すぎて見えない
もの　週のはじめ

に考える

ＮＨＫ字幕問題
実効性ある対策

の徹底を

2022/9/26
国葬と安倍政治
功罪の検証はこ

れからだ

西九州新幹線開
業　地域発展につ

ながるか

24年ぶり、円買い
介入　小手先では

打開できぬ

2022/9/28
安倍元首相の「国
葬」　合意なき追
悼の重い教訓

安倍元首相国葬
功績たたえ多くの

人が悼んだ

民意割れた国葬
最後にしたい首相

の独断

2022/9/27

国葬の朝に　礼節
ある日本の姿を
示したい　論説委

員長　榊原智

為替介入の効果
円安の歯止めに

はならぬ

入管収容死に賠
償命令　人命軽

視の風土、改めよ

静かな追悼阻ん
だ独断　安倍元首

相きょう国葬

デジタル教科書の
導入　学習効果
見極め段階的に

規制委発足１０年
原発動かす審査
めざ 　国 政策

基準地価の上昇
オ 需給 は

国連の一般討論
演説　機能 全と

仙台市教委と半
旗掲揚　「場当た

2022/9/24

住民投票と編入
ロシアの茶番許さ

れない

マイナンバーカー
ド　筋違いの普及

策再考を

日中国交正常化
５０年　関係再構
築へ首脳会談急

げ

収容死、国に賠償
命令　再発防止、
法改正が不可欠

だ

元首相「国葬」を
前に　安倍政治の

検証こそ必要

土地規制法　恣
意的運用　懸念

拭えず

2022/9/29



教団・「国葬」　首
相はこれでいいの

か

日韓は首脳主導
で対話重ねよ

ウクライナ侵攻
親露派の「住民投
票」　強制編入の

口実許されぬ

基準地価回復
経済活動の正常
化で持続的に

旭川いじめ報告
被害者視点で再

調査を

内閣支持率急落
国民の声が聞こ

えぬか

入管内の死　命
預かる自覚はあ

るか

バイデン氏の発
言　台湾の防衛
へ有言実行を

国民動員と編入
はロシア自滅へ

の愚策だ

入管収容死に賠
償命令　命軽んじ
た対応への警告

新しいワクチン
迅速な供給と情
報提供を図れ

札幌圏地価上昇
バブルの実態見

極めを

ロシア虐殺再び
プーチン氏に重い

責任
国連総会　国際
協調の再生を図

れ

台風１４号　事前
放流の効用に学

ぼう

皇室の将来像考
える契機に

台風14号が列島
縦断　「最強」へ
の備えを怠らず

核融合戦略　期
待大きい次世代

エネルギー

コロナ入院給付
対象限定の説明

十分か

入管死賠償命令
人権不在への断

罪だ
原子力規制委

発足の理念を忘
れるな

太陽光パネル設
置　課題残す義務

化は拙速だ

地方に広がってき
た地価の回復傾

向

「ウィズコロナ」と
首相　リスクを語

らない無責任

食料の安全保障
輸入に頼っていて

は危うい

自衛隊の性被害
徹底調査し根絶

急務だ

男性の育児休業
取得しやすい働き

方に
公明代表８選　問
われる立党の原

点

首相が国連演説
へ　中露対処へ
の意思明確に

首相は政策実行
で信頼回復を

ウクライナ侵攻
広がる軍拡　人間
の安全保障も重

自治体窓口改革
デジタル活用は
「住民目線」で

コメ転作交付金
産地の提案に耳

傾けよ

ウクライナ侵攻
中国に和平を促

す責務

職務質問　許され
ぬ外国人差別

ウクライナの反攻
露は妄想捨て即

時撤退を

中国は党大会で
経済政策の大胆

な転換を

原子力規制委10
年　独立性の維
持が生命線だ

サイバー攻撃　弱
点克服へ対策に

本腰入れよ

ＮＨＫ字幕問題
局の体質問われ

ている
防衛費増額　「国
債頼み」は道を誤

る

敬老の日　高齢
者の笑顔輝く社会

に

新ワクチンの接種
意義を語れ

公明代表異例の8
期目　内向きでは

存在感示せぬ

敬老の日　若い世
代との交流深め

たい

生徒指導手引
子どもの自主性

大切に
中露首脳会談

危うい連携に警戒
強めよ

エネルギー危機
が広げる分断に

警戒を

日本の研究力低
下　人材育成へ

予算を手厚く

日米防衛相会談
戦略すり合わせ

同盟深化を
感染データの活

用　基盤整え効果
的な医療を

虐待から子ども守
る体制急げ

デジタル教科書
有効な活用法を

探りたい

太陽光パネル　義
務化は負担軽減

とセットで
小泉訪朝２０年

平壌宣言の原点
に戻れ

プーチン氏の苦境
映す中ロ関係の

綻び

日野自不正で是
正命令　一から出
直す覚悟あるか

中露首脳会談
「共闘」の演出に

綻びも見える

平壌宣言２０年
拉致問題動かす

戦略を

日朝宣言２０年
柔軟外交で交渉

再開を

デジタル給与　労
働者保護を最優

先に

量子コンピュー
ターの産業利用を

磨け

ウクライナ侵攻
習・プーチン会談
中国頼み強める

露の苦境

深刻な少子化　若
い世代への支援

を大胆に

中ロ首脳会談　侵
略擁護の不当な

結束

ひきこもり　特別
視せぬ地域社会

に

臨時国会　不信
断ち切る正念場

だ

社会保障制度
痛み伴う改革を逃

げるな

日本発の再生医
療を大切に育てよ

う

「小泉訪朝」２０年
拉致解決へ外交

努力尽くせ

旧統一教会問題
地方議員も実態

解明を

物価高対策　苦し
い家計救えるの

か
金融経済教育　ま
ずは知識の底上

げを

独のエネ政策　脱
原発の本格的見

直しを

日朝打開へ政府
の重い責務

結核患者の減少
抑え込みへ警戒

怠らぬように

ＩＰＥＦ　分断あお
らぬ枠組みに

広がる五輪汚職
利権の深い闇どこ

まで
陸自セクハラ　根
絶へウミを出し切

れ

村上が５５本塁打
歴史の扉を開い

てほしい

脱炭素への移行
に資金の好循環

確立を

政府の物価高対
策　「場当たり」繰

り返すのか

五輪贈収賄事件
闇は出版社の会

長にも及んだ

函館線存続協議
貨客とも枠組み構

築を

双葉町避難解除
国策の犠牲を忘

れるな
ＮＨＫ虚偽字幕

信頼回復　遠い道
のり

ＩＰＥＦ交渉入り
経済安保に資す

る連携を

利点大きい自宅
外の遠隔診療

札幌五輪の招致
活動　東京踏まえ

再考すべきだ

コロナ医療保険
支払い縮小には
丁寧な説明を

通園バス放置死
命を預かる責任

は重い

ＮＨＫ字幕問題
「半ば捏造」指摘

は重い
野生生物売買

生態系を保全す
るには

新ワクチン承認
接種控え防ぐ情

報発信を

住宅に太陽光発
電を広げるきっか

けに

エネルギーと気候
危機　揺るがぬ脱

炭素の重要性

蓄電池戦略　脱
炭素に欠かせぬ

重要分野だ

旭川いじめ報告
真相解明にはほ

ど遠い
官僚の不人気

視野広げ分析と
対策を

尖閣諸島の守り
台湾有事と切り離

せない

東南アジアと新た
な共存共栄探れ

待機児童が過去
最少　保育の質に

目を向けたい

男性の育児休業
企業の意識改革

をどう促すか

物価高対策　実
効性への疑問拭

えぬ

生徒指導　子ども
の権利踏まえて

沖縄知事の再選
国と協力して県政

運営を

「希望する子ども
数」の大幅減に危

機感を

玉城沖縄知事が
再選　国は「アメと

ムチ」脱却を

沖縄県知事再選
不毛な対立を国と

続けるのか

知事の国葬出席
道民への説明不

十分だ

水害と行政　河川
管理の総点検を

沖縄県知事選
県民の意思は明

らかだ

死亡ひき逃げ事
件　公訴時効撤
廃を検討せよ

尖閣諸島の防衛
強化を着実に

NHKの重大倫理
違反　公共放送
の資質問われる

踏切事故の防止
障害者も安全に
渡れる対策を

沖縄知事選　辺
野古拒否の民意

明白

辺野古「反対」
民意と誠実に向き

合え
2022/9/12

物価高対策　負
担軽減へ円滑な

実施を

IPEFは自由貿易
の補強をめざせ

皇位継承の国会
議論　先送りは政

治の無責任だ

ＩＰＥＦ会合　日米
主導で新経済圏

の構築を

札幌五輪招致
疑念残して前に進

めぬ
ビザなし交流破棄
露の揺さぶりに動

じまい

安保論議へ沖縄
の民意は重い

養母殺害容疑者
の自殺　不手際と
隠蔽の解明必要

尖閣国有化１０年
中国の実効支配
の試み許すな

米の中東政策
安定化への責任

自覚を
物価高対策　見
過ごせぬ独断と

迷走

英女王追悼　国
家国民への奉仕

貫いた

インフレ退治優先
で欧州は結束を

保て

自民の教団調査
結果　むしろ解明

はこれからだ

英女王死去　笑
顔で世界を魅了し

た７０年

旧統一教会調査
関係断絶へ決意

見えぬ

英女王死去　民
主政下の君主制

模索
自民党と教団　点
検で幕引き許され

ぬ

旧統一教会調査
自民はきっぱり手

を切れ

自民は調査尽くし
自浄能力を

エリザベス英女王
死去　現代の王
室モデル築いた

物価高対策　苦し
い家計の支援を

効果的に

英女王が死去
平和と安定に寄

与した

延びる健康寿命
仲間と楽しむ場が

大事
園児バス放置死
悲劇なぜ繰り返さ

れた

大阪の容疑者自
殺　大失態検証し

再発防止を

物価高対策がバ
ラマキになっては

困る

デジタル庁の1年
利用者本位の改

革推進を

安倍氏の国葬
追悼の場を静か

に迎えたい

「国葬」で論戦　首
相答弁は納得で

きぬ

故安倍氏「国葬」
実施形式の再考

求める
「国葬」国会質疑
首相の説明　納

得に遠く

国葬で閉会中審
査　安倍氏を堂々

と送りたい

激動期歩んだエリ
ザベス英女王を

悼む

首相の「国葬」国
会説明　疑念の

核心答えていない

福島の避難解除
被災地の将来像

をどう描くか

ネイパル不正　再
発防ぐ厳正な制

度に

旧統一教会調査
全容の解明には

程遠い
安保文書改定

開かれた議論欠
かせぬ

療養期間の短縮
医療体制充実と

セットだ

NISAの使い勝手
を高め普及を促

せ

英新首相にトラス
氏　欧州結束へ
の責任は重い

ＩＡＥＡ報告書　露
は直ちに原発から

撤退せよ

ＩＡＥＡ報告書　ザ
ポロジエ非武装化

を

国連報告と中国
批判にも耳を傾け

よ
企業人権指針

取り組み強める契
機に

五輪汚職事件　ア
スリートらに謝罪

せよ

言語道断のロシ
ア軍事演習

通園バスで置き去
り死　教訓なぜ生

かせなかった

園児バス放置死
命を預かる責任
感が薄すぎる

ビザなし破棄　ロ
シアの対応理不

尽だ

新型コロナ対策
現場の混乱招か

ぬよう
英国の新首相

対抗より協調の外
交を

園児置き去り死
命を預かる自覚な

いのか

日本の国力を損
ねる若者の「博

士」離れ

組織委元理事を
再逮捕　広がる
「五輪マネー」の

英新首相就任
民主陣営の結束

守る指導力を

広がる五輪汚職
利権の全容解明

が必要

トラス英新首相
「痛み」に寄り添え

るか

五輪汚職　札幌
招致どころでない

英首相にトラス氏
日本と協力し秩序

を守れ

五輪の再検証で
信頼の回復を

自衛隊の特別監
察　性暴力根絶
へ徹底調査を

五輪贈収賄事件
巨大利権の闇は

どこまで深い

トラス英新首相
欧州安定へ協調

路線を

園児置き去り死
「命預かる」意識

徹底を
自民党と教団　広
く深い関係　解明

せよ

ロシアの極東演
習　侵略の渦中に

言語道断だ

英国は経済再建
し民主主義国と連

携を

「国葬」の閉会中
審査　首相は疑
念解消できるか

感染症対策　十
分な病床を確保で

きるのか

「胆振東部」４年
長期の課題に目

配りを

アフガン情勢　人
道支援で命救い

たい
追加ワクチン　説
明尽くし混乱回避

を

ＮＨＫ再び過労死
長時間労働を放

置するな

原油減産の先に
残る不透明感

動き出したメタ
バース　未来見据
えルール議論を

中小企業支援
海外需要の取り
込みを目指せ

ウイグル報告書
弾圧認め改善す

べきだ

反対広がる国葬
法的根拠も説明も

なく
デジタル教科書
活用の効果、見

極めて

東京パラから１年
原点に返り行動

続けよう

医療への統治強
化は中小病院も

対象に

オミクロン株ワク
チン　混乱生まぬ

明確な説明を

タリバン政権　統
治の失敗が人道

危機深めた

デジタル教科書
長所生かす運用

が重要

ウトロ放火判決
差別生む社会へ

の警告
待機児童対策

「量」から「質」へ
転換を

サハリン継続出資
「脱ロシア」の早

期決断を

中国は国連ウイ
グル報告に向き

合え

京都ウトロ放火の
判決　ヘイトを許

さない社会に

待機児童減少
楽観視せず着実
に対策進めよ

 福島の避難解除
国の支援継続が

必要だ

防衛費要求最大
軍拡競争に陥り

かねぬ
国連人権報告書
ウイグル弾圧は

許されぬ

「膨張慣れ」を脱し
て歳出改革を進

めよ

110兆円の予算要
求　無節操な膨張

は許されぬ

防衛費概算要求
装備品の生産基

盤強化したい

原発運転延長
安全度外視は許

されぬ
立民の新体制

空理空論で国は
守れない

サハリン2継続で
安心できぬ

国連のウイグル
報告書　中国は
抑圧政策の撤廃

ミャンマー情勢
軍統治の既成事

実化を許すな

京都ウトロ放火
憎悪犯罪の土壌

根絶を
来年度予算　編
成の困難さ直視

せよ

首相のおわび　国
民の信用取り戻

すには

円安で資本と人
のインバウンド拡

大を

双葉町の避難解
除　再出発支える

力集めたい

ウイグル族弾圧
中国は国連報告

書に向き合え

防衛費概算要求
軍拡競争と一線を

画せ

首長の「反問権」
「仏」には魂を入

れたい
関東地震９９年

首都のあり方を見
直す

防衛力の抜本強
化　思い切った増

額へ説明を

野党は国家的課
題で対案示せ

首相の「資産所得
倍増」　格差是正
と併せて議論を

ＮＩＳＡ見直し　「貯
蓄から投資へ」の

後押しに

デジタル庁１年
組織立て直しが

急務だ

円安と物価高騰
賃上げで暮らしを

守れ
防衛概算要求

際限なき膨張へ
の懸念

新型コロナ対策
共存へ早急に全

体像示せ

鉄鋼業は環境技
術で世界をリード

せよ

過去最大の防衛
費要求　「何が必
要か」議論足りぬ

概算要求　緊急
時の財政運営を

転換せよ

膨らむ概算要求
財政規律放棄し

たのか

ゴルバチョフ氏
新時代の扉を開

いた

原子力規制委
再稼働に厳格審

査続けよ

自衛隊の性被害
根絶目指し徹底

調査を

成年後見制度見
直し　使い勝手の

改善急ぎたい

中ロ首脳会談　思
惑優先に走る危う

さ

民族共生の未来
へ　議論避けては

前進できぬ

旅館業法の見直
し　宿泊拒否の制
限緩和、慎重に

英国、新時代へ
内外で結束問わ

れる首相

教諭の暴言　教え
子へ慈愛、忘れる

な

「いまはむかし」の
物語　ドキュメンタ
リー映画監督・伊

勢真一さん

2022/9/17

日朝首脳会談２０
年　拉致問題膠

着を打開せよ　理
不尽への怒り共

有したい

「生徒指導提要」
改訂へ　校則の

見直しに生かした
い

2022/9/19
働く高齢者　能力
生かす安心の職

場を

原子力規制委10
年 　安全の「番
人」役割重い

違憲性を問い続
けて　安保法成立

７年

待機児童、過去
最少　質の向上
へ政策の転換を

2022/9/20

自民の教団接点
調査　安倍氏除
外、全容解明程

遠い

2022/9/9
バス園児死亡　命
を預かる自覚求

めたい

五輪汚職拡大
全容解明、手を緩

めるな

自衛隊内の性暴
力　特別監察、根

絶への一歩に

2022/9/15
物価高対策　暮ら
しへの支援は適

切か

BPO意見書　NHK
の放送倫理疑う

コロナ新ワクチン
接種　混乱回避
へ丁寧な説明を

原発の非武装化
ロシア軍は即時

撤退せよ
2022/9/14

物価高対策　場
当たり感が否めな

い

英女王死去　王
室の変革に身を

投じ

自民教団調査
安倍氏抜きでは

不十分だ

デジタル庁1年
改革の初心政府

で共有を

日朝平壌宣言20
年　粘り強く対話

の道探れ

2022/9/21
西九州新幹線

開業効果を広く持
続的に

コロナ新ワクチン
接種　不安解消に

説明尽くせ

拉致被害５人帰
国２０年　親子の
再会実現へ猶予

なし

2022/9/18

2022/9/16
日朝平壌宣言か
ら20年　激変踏ま
え戦略再構築を

平壌宣言20年
北朝鮮の暴走許

されない

2022/9/7

めざせ　国の政策
と整合性が必要

だ

2022/9/6
東京パラ1年　大
会の理念 社会に

定着を

英新首相にトラス
氏　核軍縮の責

任忘れるな

アフリカ開発支援
国内外に意義と

成果発信を

2022/9/4
新疆報告書　人
道危機の打開を

急げ

首相とコロナ　危
機意識が薄れて

ないか

野党の新体制
国民目線で政権

ただせ

週のはじめに考え
る　真の民意の在

りかとは

防衛費要求５．５
兆円　「反撃能

力」慎重な議論を

自民教団調査
議員任 決別

予算編成スタート
事項 求 精査

災害とデマ　ネット
社会 心構 が

ドル円一時１４０
円台　「日本売り」

放置するな

旧統一教会、被
害救済　政府の
対応が緩慢すぎ

る

オフィス需給には
懸念も

演説　機能不全と
分断、打開を

旗掲揚　「場当た
り」の理由、説明

を

国葬の費用　不
信高める小出しの

説明

「国葬」首相の国
会説明　疑問の
解消には程遠い

首相の「国葬」説
明　独断の後付
け、説得力欠く

2022/9/10
首相の国会説明

国葬に突き進める
環境か

旧統一教会、自
民党調査　これで
幕引き、許されぬ

2022/9/5
なぜ国葬か　国民
の疑問点は尽き

ない

国連ウイグル報
告書　中国は人
権侵害やめよ

においの健康被
害　「香害」抑制
へ周囲に配慮を

只見線、来月１日
再開　沿線地域

の魅力発信しよう

言論の覚悟を新
たに　桐生悠々を

偲んで

宮城・幻の漁港再
編　安定生産へ
環境の確保を

2022/9/8
教団と地方政界
首長や議員も関

係を断て

ザポロジエ原発
戦闘地域から切り

離せ

子どもの自殺予
防　夏休み明け、
ＳＯＳ見逃すな

2022/9/13

デジタル教科書
目的達成の道筋

見えぬ

沖縄知事選と国
復帰50年の不条

理解消を

沖縄知事再選
首相は民意受け

止めよ

沖縄知事に玉城
氏再選　辺野古

反対、民意に向き
合え

2022/9/11
園児のバス置き
去り死　幼い命な

ぜ守れぬのか

週のはじめに考え
る　「黙殺」という

導火線

ペットの同行避難
日頃の準備と交

流が大切

休み

2022/9/3
防災週間　秋の
台風に万全の備

えを

2022/9/22



テレビと地方　視
聴者視点で未来

描け

ゴルバチョフ死去
制限主権論の復

活許すな

人道危機が深ま
るアフガン

ウクライナ侵攻
原発施設への砲
撃　あまりに危険

な露軍占拠

防災の日　激甚
化する豪雨への

備えを

コロナ宣言延長
第７波の収束を確

実に

旧統一教会問題
安倍氏調査が不

可欠だ

ゴルバチョフ氏
対立克服の知恵

再生を

安倍元首相の国
葬　万全尽くし
堂々と実施を

デジタル改革を加
速する決意を新た

に

自民の旧統一教
会調査　解明には
程遠い首相指示

首相記者会見
政策遂行し着実

に成果出せ

留萌線廃止決定
地域衰退食い止

めねば
「国葬」・教団　信
頼回復　言葉だけ

では

防災の日　複合と
激甚化に備えよう

待機児童減は単
なる通過点だ

ゴルバチョフ氏死
去　冷戦終結の
価値考えたい

ゴルバチョフ氏
冷戦終結の功績

は色あせない

ゴルバチョフ氏
冷戦終結の功績

大きい
ウトロ放火判決

対話と交流を重ね
たい

ゲーム条例「合
憲」　依存防ぐ

ルールは当然だ

冷戦終結の立役
者の遺志を引き

継ごう

立憲民主の新執
行部　「対決か提

案か」ではなく

サハリン２　露の
不当な要求が懸

念される

電気代上限撤廃
北電の経営努力

が先だ

デジタル庁１年
暮らしの利便性第

一に
維新新体制　全

国政党化　危うい
足元

離婚後の親権
子の利益最優先

で検討を

防衛力強化は国
民の理解得て

災害弱者の避難
命守る地域の輪

広げたい

デジタル庁１年
着実に利便性を
向上させたい

米軍撤退１年　タ
リバンは人権尊重

を

同性事実婚判決
意識の変化を直

視せよ
立憲新執行部

野党の重責果た
せるか

債務の罠　中国
への警戒感共有

せよ

ESG開示の基準
づくりへ積極関与

を

萩生田・山際氏と
教団　この対応で

は疑念が募る

アフリカ会議　質
の高いインフラで

発展促せ

土地利用規制法
恣意的運用　不

安消えぬ

ＮＰＴ会議決裂
核軍縮　日本がけ

ん引を
核会議の決裂

保有国は独善自
戒せよ

ザポロジエ原発
世界を放射能で

汚す気か

生涯挑戦を続け
た稲盛氏

アフリカ開発会議
持続的成長支え

る協力を

部活の地域移行
学校の実情に合
わせて柔軟に

野党の新体制
行政監視で連携

模索を

国葬　予備費から
財政民主主義に

反する
予算の未消化

「規模ありき」点検
せよ

アニメ大全公開
百年の宝の蓄積

を未来へ

水際規制のさらな
る緩和で訪日促

進を

維新新代表に馬
場氏　与党の「補
完」から脱却を

有事の認定　カギ
を握る政府の迅

速な判断

ワクチン接種　供
給計画の提示迅

速に

ロヒンギャ難民
貧弱な教育が心

配だ

相次ぐ大雨　警戒
怠らず復旧支援を

日野自の販売停
止　会社の再建
はできるのか

アフリカと持続的
な関係築け

映画界の男女格
差　放置したまま

でいいのか

海外渡航移植
臓器売買疑惑の
実態洗い出せ

世界人口８０億人
飢餓と貧困撲滅

に力を

台湾緊張と日中
首脳同士の信頼

醸成を

ＮＰＴ会議　決裂さ
せた露を非難する

NPT体制を揺るが
すロシアを非難す

る

ＮＰＴ会議決裂
露の専横が核軍
縮遠のかせた

ＮＰＴ会議決裂　ロ
シアの責任は重

大だ
維新の新体制

憲法改正発議へ
汗を流せ

懸念強まる米民
主主義の行方

馬場維新代表
全国政党に脱皮

できるのか

要人警護見直し
失敗直視し体制

構築を
コロナと首相　そ
の場しのぎ　招く

不信

全企業に人権指
針　侵害排する行

動の加速を

インフレ抑制へ決
意示したFRB議長

説明なき「国葬」
これでは納得がで

きない

原発の再稼働
電力危機の克服

に不可欠だ

安倍氏の国葬
理解なき強行分

断招く

北陸３県の連携
広域観光の手本

示そう
アフリカ開発　危
機にこそ絆深めた

い

コロナと新学期
学校感染の再拡

大を阻め

ファッションもグ
リーンに

9歳の囲碁プロ棋
士　若い才能大事

に育てたい

デジタル教科書
利点生かす活用

法を探りたい

人口動態調査
分散型への転換

急務だ

日野自動車不正
失ったものは大き

い
クリミア国際会合
首相はなぜ「四

島」訴えぬ

自民は旧統一教
会との関係是正を

急げ

安倍氏銃撃の検
証結果　警護の
失態反省し教訓

原発新増設検討
福島事故の教訓

どこに

コロナ死者最多
制限緩和急ぎ過

ぎでは
安倍氏銃撃の検
証　新たな体制の

構築を急げ

米ガソリン車禁止
を好機に

コロナ感染把握見
直し　重症者取り

こぼさぬよう

弁護人立ち会い
道警の人権感覚

を疑う

原発への回帰
福島の教訓はど

こへ
中韓国交３０年
日本含めた連携

強化を

原発新増設の容
認　方針の大転
換を歓迎する

負担軽減を医療
の立て直しにつな

げよ

原発新増設へ方
針転換　福島の
反省を忘れたの

コロナ患者把握
負担軽減で医療
の充実を図れ

全数把握見直し
感染の実態隠れ

ないか

酷暑の甲子園
選手の安全を最

優先に
教団被害救済

政権の本気度を
問う

全数把握の見直
し　実効性ある
「定点観測」を

二度と凶行許さぬ
要人警護を

タリバン復権から
1年　人道危機の

放置許されぬ

中韓国交３０年
蜜月から緊張はら

んだ関係に

学術会議の見解
軍事隔てる原則

維持を

旧統一教会問題
実効性欠く政府の

対応
侵略戦争半年　ロ
軍撤退しか道は

ない

ロシアの侵略半
年　プーチン氏を

封じ込めよ

原発新増設は安
全重視で着実に

進めよ

安倍氏国葬と学
校　弔意を強要す

べきでない

露侵略から半年
国際社会の結束

を固め直す時

ウクライナ侵攻
流血をやめる理

性こそ

第７波再燃　「医
療崩壊」直視せよ

シェルターの整備
首相直轄で急ぎ

取り組め

スシロー問題を他
山の石に

仙台育英の甲子
園初V　「白河越
え」生んだ地域力

企業の人権指針
供給網の点検に

生かしたい

バス横転炎上　不
測の事態防ぐた

めに
東北勢の優勝

被災した地域とと
もに

沖縄県知事選
有事に備える政

策論争を

ロシアは即刻撤
兵し国際秩序を回

復せよ

首相コロナ感染
国政の遅滞招か

ない努力を

道内感染増続く
命と医療守る対策

必要

元徴用工問題
日韓連携で打開

策探れ
臨時国会要求

早期召集で責任
果たせ

ＴＩＣＡＤ８　中露の
浸透看過できない

信頼失った日野
自の不正続出

介護施設の事故
再発防止へ国が

責任を持て

日米経済安保
自由貿易堅持が

基本だ

杉田氏らの起用
差別発言は不問

なのか
英保守党の党首
選　ジョンソン路

線の継続を

国土計画は人口
減を直視し「集住」

めざせ

日韓関係と徴用
工問題　事態打

開へ双方が動く時

子どもの感染増
ワクチン接種をど

う進めるか

男性の育休取得
国はさらに支援充

実を

スリランカ　各国
協調して窮状救え

コロナ濃厚接触
隔離を見直して社

会回せ

男性の育休取得
をもっと

10増10減と自民
「次の国会で実

現」確約を

ＥＶ充電設備　普
及に向け多角的

に取り組め

日野自動車不正
企業風土刷新が

急務だ

かかりつけ医
もっと頼れる存在

に
国立競技場の活
用　スポーツ界は

知恵を絞れ

世界的な物価高
が試す民主主義

の真価

重要土地規制法
外資の取引を監
視する一歩に

参院改革　二院
制の意義問われ

る
尹政権の対日政
策　行動なしの改

善あり得ぬ

世界遺産の意義
見つめ直そう

シベリア抑留　ウ
クライナ侵略に通

じる悲劇

高齢者実車試験
事故減少につな

げたい
自律致死兵器

規制の具体化が
急務だ

ミャンマー問題　Ａ
ＳＥＡＮは介入強

めよ

疑惑の全容解明
を五輪再生につな

げよ

外国人技能実習
健全な制度へ改
革が不可避だ

日中高官協議
関係改善へ対話

重ねよ

自給家族　同じ田
んぼの米を食う

自民党と教団　こ
れでは不信は断

てぬ

尹政権の対日政
策　行動なしの改

善あり得ぬ

副業を無理なく身
近な制度に

近海の海底資源
事業化へ開発を

加速できるか

道産木材需要増
競争力高める体

制必要

コロナ全数把握
診断・治療こそ優

先を
杉田政務官　首
相は差別を許す

のか

習政権の台湾白
書　国際社会は
危機意識持て

GDP、コロナ前水
準に　格差是正に

力入れる時だ

救急搬送の難航
一刻を争う患者を

どう救うか

臨時国会要求
首相は逃げずに

論戦を

技能実習制度
「奴隷労働」は止

めねば
原発の危機　ロシ
アは即刻退去せ

よ

「佐渡」の遺産登
録　政府は不手
際を猛省せよ

自民党と旧統一
教会　個人に任せ

ず徹底調査を

デジタル人材　不
足したままでは競

争力失う

室蘭ＰＣＢ処理
安全確保と公開

不可欠

元理事ら逮捕　五
輪ビジネス　闇を

暴け

五輪汚職　腐敗
の祭典だったのか

五輪元理事の逮
捕　不正の構図
の解明を急げ

組織委元理事を
逮捕　「五輪マ

ネー」の闇解明を

五輪贈収賄逮捕
「平和の祭典」に

泥を塗るとは

五輪元理事逮捕
ゆがんだ構造の

解明を

旧統一教会と政
治　関係を断つ意

志見えぬ
尹大統領会見

日韓の行動で打
開を

タリバン復権１年
「テロの温床」は

許されぬ

杉田水脈氏を政
務官に　差別を認
める内閣なのか

スリランカ　「中国
の港」に懸念が膨

らむ

ザポロジエ原発
戦場にしてはなら

ない

相次ぐ原発攻撃
人類の危機を招く

暴挙

ＫＤＤＩ障害　教訓
生かし備えを急げ

中国の科学力
専制主義と切り離

せない

ＧＤＰプラス　リス
クを点検し内需支

えたい

景気回復基調
賃金底上げする

対策を

ウイグル報告書
中国は公開を封じ

るな
処理水の放出

説明と対話、尽く
さねば

ＧＤＰの回復　物
価高への警戒を

怠るな

米粉の普及　小
麦に代わる食材と

なれるか

技能実習見直し
人権守る視点欠

かせぬ

戦争遺跡の保存
記憶を「形」で残し

たい
タリバン１年　人
道危機を捨て置

けぬ

学校の半旗　弔
意を妨げる方が

問題だ

企業は変化への
適応力を高め成

長目指せ

戦後７７年　平和
を守る外交と自衛

力磨け

首相の追悼式辞
戦争の反省なぜ

触れぬ

入管死、検審へ
市民の目で洗い

直して
閣僚靖国参拝

首相の歴史観を
問う

ＮＨＫ党の反論
サラリーマンをな

めるな

IT化で公正な刑事
司法を

韓国大統領演説
対日改善の実行
力が問われる

食料自給率　目
標達成の道筋明

確に

岸田首相式辞
加害と反省なぜ

語らぬ
韓国は対日関係
改善へ大統領演

説生かせ

プラス基調に内需
の後押しを

法隆寺への支援
ネットの縁を未来

へ?

社会保障と税　次
の改革へ踏み出

す時期だ

鉄道政策の転換
ＪＲ３５年の総括

必要だ
原発の攻撃拠点
化　「核の盾」は

大惨事を招く

パワハラと労災
心の病を生まぬ
職場にしたい

不在者投票　外
部立会人の義務

化を

「生き抜く力」学び
たい　防災の日に

考える

台風１０号岩泉豪
雨６年　国動かし
た教訓胸に刻もう

2022/9/2 議員任せで決別
できるか

事項要求、精査
が必要だ

　
社会の心構えが

大切

2022/8/30
国会召集要求

首相は論戦から
逃げるな

アフリカと日本
支援の「質」、中

身問われる

ＮＰＴ再検討会議
決裂　核兵器へ
の危機感が足り

ぬ

過去最大の防衛
費要求　専守防

衛、捨て去るのか

「国葬」巡る政府
対応　国民不在、
本来の意義損なう

2022/8/31
安倍氏銃撃検証
警察の信頼回復

に全力を

2022/9/1
HTB売却　九州観
光のけん引続け

て

ゴルバチョフ氏死
去　核軍縮の功

績忘れまい

2022/8/24
ウクライナ侵攻

日本は支援に手
を尽くせ

ウクライナ侵攻半
年　和平へ世界

が結束せよ

ウクライナ侵攻半
年　長期化は犠
牲増やすだけだ

ウクライナ戦争半
年　侵略の常態
化は許されぬ

2022/8/25
コロナ実態把握

転換のリスクも見
据えよ

コロナ全数把握見
直し　自治体任せ

でいいのか

臨時国会召集要
求　早期開会で説

明責任果たせ

2022/8/27
原発の新増設

議論の形跡なき
方針転換

日野自動車不正
上意下達の体質

改めよ

立憲民主党　新
体制発足　論戦

力高め、政権と対
峙を

2022/8/29
NPT会議決裂　核
軍縮の停滞は許

されぬ

福山城400年　息
の長い歴史の発

信を

2022/8/28
安倍氏「国葬」

疑問は膨らむば
かりだ

コメ作付け目安達
成へ　転作助成

の効果、検証急げ

2022/8/26
原発政策の転換
依存の長期化は

許されない

安倍氏銃撃検証
前例踏襲の警護
が悲劇招いた

原発の新増設
議論の形跡なき

方針転換

原発政策の転換
唐突な表明に疑

問募る

原子力政策の転
換　立地地域、国
策不信は消えぬ

終わる夏休み　子
どものSOSに注意

を

ＮＰＴ再検討会議
の決裂　核廃絶

の道筋、立て直せ

週のはじめに考え
る　残留婦人、な

ぜ生まれた

離婚後の親権
子の利益優先の

制度設計を

NPT会議の決裂
「核の脅威」増大

を憂える

2022/8/22
電力システムの
改革　課題見渡
し、着実に前進を

サイバー攻撃　国
際連携で防衛の

強化を

岸田政権と旧統
一教会　関係断つ

気がないのか

半導体産業の基
盤強化　人材育

成で活力を取り込
め

2022/8/21
トランプ氏　許され
ぬ法治への攻撃

日野自動車不正
上に物言えぬ風

土改めよ

加速する物価高
賃上げ促す環境

整えよ

週のはじめに考え
る　半導体は平和

に通ず

双葉町の避難解
除　環境整備と懸

念払拭進めよ

’22平和考　難民
と日本　寄る辺な
き人守る社会に

2022/8/23
マイナカード　普
及方法が間違っ

ている

杉田水脈政務官
差別容認議員、な

ぜ起用

仙台育英、甲子
園優勝　東北球

界のさらなる飛躍
に

ウクライナ侵攻半
年　攻撃停止を改

めて求める

2022/8/19
火力発電の脱炭
素へ工程表を示

せ

組織委元理事の
逮捕　「五輪の

闇」全容の解明を

五輪組織委元理
事逮捕　利権の
構造、メス入れよ

五輪組織委汚職
腐敗生む構造を

解明せよ

2022/8/17
原発新増設へ明
確な方針打ち出

せ

’22平和考　アジ
ア安定と日本

「米中」に埋没せ
ぬ戦略を

最低賃金改定
地域間格差の解

消を急げ

外国人技能実習
人権重視し抜本

改革を

宮城ホヤのブラン
ド化　国内消費拡
大につなげたい

2022/8/20

’22平和考　ネット
世界の分断　つな
がる価値を守りた

い

おとり広告　氷山
の一角、厳正な対

応を

日中外交の岐路
50年節目に仕切

り直しを

広島土砂災害8年
命守る教訓引き

継ごう

2022/8/15
終戦の日　戦争で
は何も解決しない

NPT最終文書素
案　核保有国に

「行動」迫れ

国民を死なせない
よう　終戦の日に

考える

終戦から７７年
平和再構築へ外

交力発揮を

きょう終戦の日
平和守り抜く決意

新たに

終戦の日　侵略
許さぬ国際秩序

築き直せ

’22平和考　77回
目、終戦の日

「小さき人々」守る
世界に

終戦の日に　抑止
力高め平和を次
世代へ、首相と閣
僚は靖国参拝を

戦後７７年と世界
平和の合意点を

探る時だ

2022/8/18
今こそ省エネで
「攻めの投資」を

コロナ後遺症　生
活全体に必要な

支援を

タリバン復権1年
人権抑圧は放置

できぬ

小麦高騰と米粉
の商機　コメ減産
の流れを変えたい

2022/8/16

’22平和考　食料
安保と日本　リス
ク直視し政策点検

を

アフガンの再建
人道危機を悪化さ

せるな

終戦の日　不戦
の誓い、今こそ強

く

「縄文」世界遺産
１年　循環と再生
の価値に学ぼう

車内の熱中症対
策　密室空間の

危険性、再認識を
2022/8/14

核による脅し　非
保有国を守る保

証を

「戦後」を終わら
せてはならない

’22平和考　学び
の保障　民主主
義の土台より強く

過剰な行政計画
国と地方の関係

ゆがめる

空襲被害の救済
政治決断を急ぐ

べきだ

ピンポン球の弾む
先は　戦争と平和

を考える



節電ポイント　実
効性ある仕組み

に

日野自動車の不
正　トヨタも重い責

任を負う

農政の抜本見直
しで食料安全保

障を強めよ

人事院勧告　やり
がいある職場へ

改革急げ

大谷選手の偉業
二刀流を球史に

刻んだ
科学と研究　軍事
転用への警戒常

に

韓国の対中外交
誤ったシグナルを

送るな

認知症にやさしい
デザインを

佐渡金山再提出
世界遺産登録へ
万全の準備を

ＫＤＤＩ障害　他社
回線との連携急

務
大学生の就活

就業体験をどう生
かす

政治と旧統一教
会　疑惑の教団と

一線を画せ

サイバー防衛の
強化へ行動を速

やかに

大谷選手104年ぶ
り偉業　「野球の
神様」と肩並べた

仮想空間の拡大
活用の範囲を慎
重に判断せよ

クルド難民認定
幅広い保護への

転機に

太陽光義務化
脱炭素社会への

一歩に
日野自動車　もの
言えぬ体質改め

よ

男女の賃金格差
公表通し働く環境

整備を

永続性ある観光
地づくりを

日野自動車の不
正拡大　歴代経
営陣の責任は重

ウナギ資源保護
伝統の食が途絶

えないように

道議会の政活費
適正化へ重い腰

上げよ

線状降水帯予報
「空振り」恐るるな

かれ
米ロと宇宙　平和
利用の協力継続

を

大谷がまた偉業
後進に人の可能

性示した

技能実習は廃止
し特定技能に一

本化せよ

岸田改造内閣
政策目標を明確
にし結果出せ

岸田新体制　教
団との関係　清算

せよ

第２次改造内閣
一刻も早く国難に

対処を

市販薬で療養し
やすい環境を

旧統一教会問題
高額献金の実態
解明が急務だ

核廃絶と首相　核
禁条約は「入り

口」だ

プーチン海洋戦略
北方領土で無法

を許すな

改造内閣は改革
の具体化と実行を

急げ

政府の財政試算
成長頼みでは立

て直せぬ

国立大学の統合
「医工連携」で競
争力高めたい

空襲被害者救済
これ以上先送りで

きぬ

物価高倒産急増
的を絞った支援策

急げ

コロナ対策　分科
会開き議論尽くせ

新たなワクチン
混乱招かぬ丁寧

な説明を

国際競争力高め
る大学統合に

学力テストと格差
教師のスキル底

上げ急務

中国軍演習継続
台湾威圧の常態

化は許せぬ

コロナ強化宣言
実効性ある対策

必要だ

中国が演習継続
「火遊び」で済ま

ぬ危険

３日国会　許され
ぬ政治の怠慢

中国の軍事演習
国交記念行事を

中止せよ

1株から日本株を
買える制度に改

めよ

長崎の被爆者認
定　国は幅広い救

済を早急に

コロナ対策宣言
政府の「役割」が

見えにくい

コロナ対策　命を
守る仕組み早急

に

ドローン社会　「空
の産業革命」到来

旧統一教会　名
称変更の経緯

解明を

革新炉の開発計
画　国力浮上へ
の「工程表」だ

欧米との宇宙協
力を深めたい

日米経済版2プラ
ス2　自由貿易の

ルール尊重を

トルコ外交　露の
侵略停止をどう導

くか

全国学力テスト
思考力深める授

業必要

半旗掲揚の依頼
弔意の強制は厳

に慎め
2022/8/8

ＡＳＥＡＮと中国
台湾有事は地域

の脅威だ

中国とロシアは
ミャンマー国軍の
後ろ盾をやめよ

中国の軍事演習
台湾侵攻想定し
た危険な威嚇

ＥＥＺに着弾　中国
は威嚇慎み対話

を
海底トンネル了解
「処理水」解決の

第一歩に

持続可能な奨学
金制度に

河川の氾濫対策
想定超す豪雨に

どう対応する

乳価の期中改定
酪農経営の改善

は遠い

原爆の日　現実を
直視し平和の道を

品質不正を止め
るのは経営の責

任だ

原爆忌　重要性を
増す被爆地の役

割
中国ミサイル発射
異常な火遊びを

即やめよ

景気後退の懸念
映す原油市場

臨時国会閉会
政治の劣化を浮

き彫りにした
技能実習制度

積年の課題　見
直しの時

安倍元首相銃撃
テロ事件の肯定を

許すな

中国は台湾めぐ
る危険な威嚇をや

めよ

コロナで専門家提
言　国の対策立て

直しが急務

概算要求基準
予算の際限ない
膨張は避けよ

旧統一教会　政
界は関係絶つべ

きだ

テロ容疑者殺害
報復の連鎖を懸

念する
日米経済２＋２

自由貿易の形骸
化防げ

第７波と甲子園
柔軟な対応で出

場機会を

「核なき世界」へ
今こそ決意を

外国人の技能実
習制度　廃止し人
権守る仕組みに

携帯電話販売
違法な値引きは
見過ごせない

福島処理水放出
地元との約束背く

着工

取り調べ可視化
全事件対象に踏

み切れ
ペロシ氏訪台　軍
事的な緊迫、回避

を

米下院議長の訪
台　「民主主義」
の連帯示した

コロナ医療は特別
扱い減らし負担軽

く

米下院議長の台
湾訪問　緊張高め
る中国の対抗策

米下院議長訪台
中国は軍事的緊

張を高めるな

ペロシ氏訪台　緊
張高める行動回

避を

国葬と臨時国会
会期延ばし議論

尽くせ
起訴相当議決

検察は関電捜査
尽くせ

全数把握の見直
し　第７波克服へ

決断を急げ

女性の政治参加
の道をもっと

岸田首相のNPT
演説　核軍縮へさ

らなる行動を

日野自動車不正
「物を言えない社

風」が招いた

新幹線札幌延伸
工期見直しのめど

早く

台湾海峡緊迫化
米中とも自制が肝

要だ

最低賃金　引き上
げの歩み続けよ

最低賃金３１円上
げ　中小企業への

支援強めよ

米中は台湾めぐ
る危機管理の構

築急げ

臨時国会と「国
葬」　会期延長し

審議すべきだ

ＮＰＴ会議開幕
核軍縮の合意形
成へ道筋示せ

最賃引き上げ　目
標千円の早期達

成を

最低賃金上げ　物
価高への対応十

分か
旧統一教会　自
民は実態調べ決

別を

首相のＮＰＴ演説
核軍縮だけで国

民守れぬ

ロシアは食料回
廊に責任を

関電前会長ら「起
訴相当」　市民感
覚に沿う再捜査を

最低賃金アップ
物価高に対応した

のは当然だ

首相ＮＰＴ演説
核廃絶へ熱意問

われる

首相ＮＰＴ演説
核抑止依存を低

めねば
ネット中傷対策

事業者の本気度
を問う

概算要求基準
財源確保の議論

を深めよ

着実な最低賃金
上げへ労働市場

改革急げ

自民党と旧統一
教会　なぜ首相は

調査に動かぬ

米大幅利上げ　景
気の後退を回避

できるか

国会あす召集　課
題先送りせず議

論を

概算要求基準
予算膨張の歯止

め欠く
コロナの猛威　発
信見直し危機感

共に

全国学力テスト
科学の興味高め

る授業を

抑止力維持と核
軍縮の両立を

KDDI障害の教訓
被害抑える仕組

み官民で

自衛隊の処遇
有為な人材確保

に努めたい

市制施行１００年
分散型の地域振

興必要

旧統一教会　名
称変更の経緯解

明を
非財務情報　積
極開示で責任果

たせ

露のＩＳＳ離脱　制
裁解除の材料に

使うな

赤字ローカル線
実情踏まえた代
替策の検討を

概算要求基準
「制約なし」が目に

余る

冤罪の根絶へ
再審法の見直しを

急げ
概算要求基準

役割放棄も同然
だ

地方鉄道の将来
自治体の本気が

問われる

太陽の爆発現象
社会経済の混乱

をどう防ぐ

高齢者労災増加
職場の安全確保

が急務

化学肥料高騰
輸入依存脱却の

契機に
経済版２プラス２
国際連携促す基

盤とせよ

効果的で賢い予
算編成へ議論を

深めよ

概算要求基準と
防衛費　議論なき
「聖域化」を危ぶ

日米２プラス２　連
携を経済安全保

障の強化に

第７波急拡大　政
府の危機感見え

ない
ミャンマー国軍

中露は強権弾圧
あおるな

KDDI大規模障害
の教訓

鬼怒川氾濫で国
敗訴　河川管理
の再点検が急務

ＫＤＤＩ障害　業界
全体で再発防止

策を作れ

札幌五輪招致
市民の疑問解消

が先だ
米中首脳協議

緊張緩和へ対話
深めよ

バイデン米大統
領　台湾「関与」
の姿勢を貫け

変調の兆し見える
巨大IT企業の成

長力

米中首脳の電話
協議　緊張高めぬ

努力の継続を

米中首脳会談
台湾を巡る衝突を

回避せよ

津波被害想定
犠牲減らす対策

着実に

コロナ「第７波」
重症者救う医療

整えよ
ＩＲ投票否決　維
新は住民に向き

合え

ＢＡ・５対策宣言
感染抑制の効果

あるのか

日米で自由な経
済けん引を

サル痘　日本でも
確認　丁寧な情報

発信欠かせぬ

コロナ対策強化
高齢者への自粛
要請は適切か

米中首脳会談
台湾海峡の危機

回避を

消える街の書店
「走る本屋さん」の

挑戦
被災地の支援

民間の力　生かす
ために

第７波とスポーツ
ルール整備で公

平性保て

米中は対話の継
続で緊張緩和の

努力を

コロナ発熱外来の
逼迫　対策を怠っ

た責任は重い

学術会議見解
対立収拾し研究
開発促進せよ

五輪疑惑で捜査
利権の構図徹底

解明を

３期目狙う習氏
側近重用政治が

不安だ
全国学力調査

授業の改善　促す
支援を

脱炭素実行会議
原発再稼働で危

機脱せよ

ベンチャーへの逆
風に備えよ

ローカル線の見
直し　知恵絞り地

域の足模索を

全国学力テスト
科学的探究の力

をどう育てる

世界経済減速へ
同時不況に警戒

必要だ

東京五輪汚職
利権の構造を解

明せよ
生態系の保全

未来への責任を
果たす

桜島でレベル５
大噴火への警戒

を強めよ

物価と景気でジレ
ンマ深まるFRB

組織委元理事へ
の捜査　「五輪と
カネ」徹底解明を

ガス消費の削減
欧州の努力を参

考にしたい

学校に半旗要請
教育の中立性侵

す疑い

ミャンマー国軍
傍若無人の死刑

執行
臨時国会　首相
は「国葬」の説明

を

秋葉原事件の死
刑　惨劇を繰り返

さぬために

ミャンマー民主派
の死刑執行は許

せぬ

ミャンマーで政治
犯処刑　一線越え
た暴挙非難する

ミャンマー軍　人
命軽視を象徴す

る死刑執行

ミャンマー圧政
民主派処刑認め

られぬ

旧統一教会　政
治への関与究明

せよ
常総水害判決

河川管理に重い
警鐘

元理事宅強制捜
査　五輪取り巻く

悪弊を断て

危機後25年、今も
くすぶる新興国リ

スク

五輪疑惑で捜索
巨額マネー巡る
不正の解明を

サル痘初確認
検査と治療体制

早急に

穀物輸出で合意
ロシアは誠実に履

行を

ミャンマー　国軍
の罪こそ直視せよ

サル痘初確認
偏見を排し早期の

発見を

五輪巡る疑惑の
徹底解明を

サル痘初確認
検査と治療の体
制確立を急げ

穀物輸出合意　ロ
シアは順守の徹

底を

サル痘国内でも
警戒怠らず拡大を

防げ
食料輸出合意　ロ
シアは約束の履

行を

安倍元首相の国
葬　野党の反対
は理解できぬ

存廃の岐路に立
つローカル鉄道の

未来

日銀の物価見通
し2．3％　暮らし
への打撃抑えね

オデーサ港攻撃
露は合意を踏み

にじるのか

防衛白書　力の
みの対抗は危うい

拘禁刑の新設
社会復帰を促す

ために

４回目接種　必要
な人々に確実に

オデッサ攻撃　露
は穀物輸出の合

意守れ

サル痘にコロナの
教訓生かせ

岸田政権の防衛
白書　優先すべき

課題を明確に

医療者の不足
負担軽減で業務
の逼迫を防げ

旧統一教会　活
動と被害実態解

明を

防衛白書　予算
倍増の説得力欠く

2022/7/25

中韓勢の参入が
問うEV化への覚

悟

ウクライナ侵攻
食料輸出で合意
危機打開へ即時

に履行を

穀物輸出の再開
合意を食料危機
回避の一歩に

乳幼児の放置
親の自覚促す支

援必要

火山災害の備え
改めて点検を

物価高騰下の最
低賃金　国に引き
上げ支える責任

欧州中銀利上げ
燃料高の影響を

克服できるか

日銀の金融政策
国民の理解得る

努力を
夏の自由研究

楽しんで挑戦しよ
う

米中首脳会談
習氏利する対応

を避けよ

欧州はスタグフ
レーション回避へ

全力を

安倍氏「国葬」を
決定　なぜ国会説

明しないのか

防衛白書　中露
の軍事連携を警

戒せよ

「国葬」閣議決定
弔意の強制になら

ぬか

大学発ベンチャー
ものづくり聖地に

新風

2022/8/13

’22平和考　グ
ローバル経済　危
機招く分断に歯止

めを

荒ぶる夏空　天候
急変に最大の注

意を

部活動の地域移
行　現場の声踏ま

え柔軟に

犠牲はいつも無
辜の民　戦争と平

和を考える

教委への半旗掲
揚依頼　「情緒」
が問題なのでは

ない

2022/8/11
内閣改造と旧統
一教会　これでは
決別ができない

改造内閣に望む
岸田カラー示し結

果残せ

岸田改造内閣
問われるのは実

行力だ

疑念を払拭できる
のか　岸田改造

内閣が発足

内閣改造　旧統
一教会、根深さあ

らわに

第２次岸田改造
内閣　安定優先で

危機感見えぬ

2022/8/12
日本の人道支援
外国人から選ば

れる国へ

関電旧経営陣「起
訴相当」　真相解
明へ捜査尽くせ

実家でのお盆休
み　災害への備
え、充実させよう

2022/8/9
長崎原爆の日　ヒ
バクシャの願い

今こそ

コロナ「第7波」拡
大　今できる対策

進めよう

概算要求基準と
防衛費　規律なき
膨張を危惧する

2022/8/7
中国軍事演習

無責任な威嚇を
やめよ

台湾情勢と日本
偶発的衝突避け

る外交を

台湾海峡の緊張
米中に自制を強く

求める

岸田首相と8・6
廃絶の決意、必ず

実行を

週のはじめに考え
る　謝ろう　誤った

のなら

相次ぐ豪雨災害
命守る備え万全を

期したい

休み

2022/8/6
広島原爆の日

核依存見直す行
動を示せ

ヒロシマ77年　「核
使うな」発信強め

ねば

記憶と記録が抑
止力　原爆忌に考

える

広島原爆の日
被爆国の決意、
今こそ世界へ

原爆投下から７７
年　核軍拡やめ廃

絶への道を

’22平和考　77回
目「原爆の日」

重みを増す被爆
国の使命

被爆７７年の危機
広島・長崎の「忘

却」を許さぬ

2022/8/5
概算要求基準

歳出膨張の歯止
めどこに

ペロシ議長台湾
訪問　米中は緊
張緩和を急げ

旧統一教会と政
治　政界自ら全容

を解明せよ

2022/8/3
ミャンマー軍政
許されぬ死刑執

行の暴挙

NPT会議の首相
演説　核なき世
界、行動で導け

最低賃金３１円引
き上げ　地域間格
差の是正を急げ

2022/8/1
Web3を経済成長

につなげよう

’22平和考　NPT
の責任　核の脅

威が高まる今こそ

エシカル消費の意
義　みんなで考え

行動に移そう

防衛白書　冷静に
議論尽くしたい

NPT会議　核軍縮
の体制を立て直

せ

2022/7/30
コロナと知事会

国は現場の苦闘
直視せよ

旧統一教会と政
治　関わり徹底的

に解明を

核拡散防止条約
と日本　廃絶訴え
てこそ存在感発揮

2022/7/31
ＮＰＴ会議　核軍
縮の原点に戻れ

NPT会議　核軍縮
の体制を立て直

せ

文科省元局長に
有罪　公僕の使
命感、忘れるな

週のはじめに考え
る　ある「キャン

プ」の教訓

税収２年連続最
高　消費税依存、

死角はないか

国葬の当否　臨
時国会を議論の

機会に

穀物輸出再開へ
ロシアは合意履

行せよ

組織委元理事強
制捜査　「商業五
輪」検証が不可欠

だ

2022/8/4
進まぬ参院改革
独自性発揮へ論

議深めよ

最低賃金引き上
げ　中小企業支援

欠かせぬ

関電の風力発電
撤回　環境価値

の軽視、反発招い
た

2022/8/2
「ウィズコロナ」

拙速な対策転換
は避けよ

ミャンマー民主派
処刑　弾圧を即時

に停止せよ

臨時国会あす召
集　「国葬」の異
論、置き去りか

地方鉄道の危機
国の積極関与が

不可欠だ

京アニ事件初公
判未定　やり場の
な 怒り ま

休み

五輪元理事、家
宅捜索　徹底的に

事実解明せよ

岩手政界の変動
見えた「小沢後」

攻防の軸に

2022/7/26
コロナ第7波　人
の接触減らす対

策探れ

参院の女性最多
平等へ与野党は

行動を

「再審法」改正
国会の見識が問

われている

2022/7/27
自民党と旧統一
教会　関係の清
算を強く求める

「15歳」に厳罰　再
犯と更生議論深

めたい

2022/7/29

高校生への政治
教育　主体的活

動、見守る寛容さ
を

週のはじめに考え
る　「悲劇の民」救

うために

「処理水」放出案
認可　責任取れる

判断なのか

地方デジタル化
住民が共感する

具体像を

2022/7/23
動かない日銀　副
作用にもっと目を

サル痘国内初確
認　特性踏まえ対

策万全に

処理水放出計画
「認可」　東電は

地元に誠意尽くせ

2022/7/28

広島サミットまで
300日　核廃絶に

2022/7/24
世界インフレ　予
断排し先行き注視

を

東京五輪から１年
遺産を正しく評価
したい　スポーツ
界は当事者意識

を

2022/8/10
旧統一教会と自
民　調査を尽くし

関係を断て

長崎原爆の日
非核の誓い、より

力強く

安倍氏警護、中
間報告　身内の
みの検証では不

十分



防衛白書　外交
含む戦略につな

げ

感染最多を更新
病床の確保に全

力尽くせ

曲がり角に来たサ
ブスク動画

新規感染が過去
最多　重症者を守

る医療体制に

寺社への支援
ネットが開く新た

な可能性

道内コロナ急増
第７波の抑制に全

力を

四日市勝訴５０年
公害の歴史に学

ぶとき
旧統一教会　政

治との関わり解明
を

緊急承認見送り
コロナ薬の確保に

万全を

中ロ連携の深化
に危機感示した防

衛白書

安倍氏への銃撃
事件　旧統一教
会の問題解明を

政見放送　品位を
欠く内容が目に

余った

留萌線段階廃止
鉄道網縮小に危

機感を

子供とスポーツ
「勝利至上」から

解放を
帰還困難区域

再生の歩みを支
えよ

バイデン氏の歴
訪　中東安保へ
努力を続けよ

広く国民の理解を
得る国葬に

同性婚の法制化
多様性ある社会

のために

薬の承認見送り
感染抑止へ政府
が具体策示せ

ロシア軍事作戦
南部制圧の野心

捨てよ

女性の当選最多
多様性反映する

契機に
水産資源管理

漁獲規制の具体
化急げ

「節ガス」を要請
へ　官民連携で危

機に備えよ

何のための薬の
「緊急承認制度」

なのか

羽生選手の競技
引退　プロでの飛

躍が楽しみだ

中東情勢　安定に
は米国の関与が

必要だ

中国経済急減速
柔軟な政策運営

必要だ

日韓外相が会談
関係改善へ共に

行動を
理系を増やせ？

失敗の轍　踏まぬ
ために

藤井棋聖が３連
覇　８冠の獲得へ

挑み続けて

日銀は予断なく物
価点検を

世界経済の悪化
とG20　長引く分
断が傷を広げる

元文科局長有罪
行政を担う自覚が

欠けていた

ネットでの賭博
野放しにせず対

策急げ

ロシア強制連行
人道犯罪直ちに

やめよ
安倍氏を悼む

「国葬」に疑問と
懸念

羽生選手の引退
新たな理想像が

楽しみに

「1円スマホ」が映
す携帯競争のゆ

がみ

韓国外相の来日
信頼関係結び直

す契機に

「節ガス」要請　露
のＬＮＧ供給停止

に備えを

日韓外相会談
関係改善へ対話

加速を

安倍氏「国葬」
国民の分断を懸

念する
朴外相の来日

対話加速し事態
打開を

韓国外相来日
問題解決の具体

策みせよ

都市ガスの需給
逼迫に備えを

バイデン氏の中
東政策　再構築に
向け関与継続を

認知症行方不明
早期発見の工夫

が命を守る

マイナカード　交
付税連動は筋違

いだ

米国と中東　人権
外交の後退では

サハリン２　資源
の脱ロシア進めよ

南シナ海裁定６年
比政権と対中連

携進めよ

日韓関係正常化
へ尹政権の決断

後押しを

障害者の情報バ
リアー　なくす努
力を社会全体で

巨大ＩＴの寡占　弊
害への警戒をクラ

ウドでも

首都圏へ送電線
再エネ拡充する

機会に
御嶽山判決　安
全確保への警鐘

だ

国枝の偉業達成
世界に誇れる第

一人者だ

「流域治水」を着
実に進めよ

国立劇場建て替
え　古典ファン広

げる工夫を

学生の就業体験
仕事の厳しさも知

る機会に

性風俗支援除外
働く人の生存権保

障を
節税保険処分　い
たちごっこ終止符

を

海の日　本来の
「守る」意識高め

よ

G20の分断で増す
世界経済失速へ

の懸念

都市対抗野球開
幕　「伝来150年」

の歴史を胸に

中国経済失速
「ゼロコロナ」の代

償は大きい
米の中東外交

和平見据えた関
与こそ

京アニ事件３年
迅速手続きで再

発を防げ

個人情報持ち歩
かぬ役所に

アマゾン配達員の
労組　働き方の変

化に対策急務

投票率の低迷
政治への関心を

どう高めるか
国枝の偉業達成
世界に誇れる第

一人者だ

米国は中東とエネ
ルギー市場安定
に役割を果たせ

参院で女性当選
35人　改善の流
れ加速させたい

障害者雇用　制
度改正を就労機

会の確保に

札幌市長選　五
輪含め将来像議

論を
日本共産党100年
国民は「革命」を

否定した

増えた税収のバラ
マキは禁物

車いすテニス国枝
選手　偉業を支え

た不屈の精神

映画文化の振興
才能育む小規模

館を守りたい

国の税収最高
再分配の強化が

急務だ
共産結党１００年
次世代へ党開く変

革を

首相が原発方針
東日本の逼迫解

消されぬ

変化に即応し企
業価値高める取

締役会を

安倍元首相の「国
葬」　国民の思い

尊重する形に

安倍氏国葬に　内
外の悼む声を踏

まえた判断

安倍氏「国葬」
幅広い理解得ら

れるか

静大と浜医大　混
迷する統合・再編

英首相退陣へ
問われた政治の

信頼感
コロナ第７波　経
験生かし対策講

ぜよ

新型コロナ対策
第７波抑制へ検

査徹底を

夏の自然を安全
に楽しもう

御嶽山噴火の教
訓　防災体制の
強化が急務だ

コロナ感染対策
個人任せではなく

政府主導で

「情報１」必修化
教育の格差防ぐ

対策を

止まらぬ円安　金
融緩和の限界は

近い
参院のあり方

「再考の府」機能
強化を

熱海の土石流１
年　住民守る盛り

土規制急げ

中国は経済浮揚
へ政策の抜本見

直しを

スリランカの政権
崩壊　途上国の
窮状救う協調を

東電１３兆円判決
現実離れした賠

償額に驚く

観光船安全強化
対策徹底し信頼

回復を

コロナ「第７波」
医療逼迫を避け、

命守る
東電株主訴訟

断罪された無責
任経営

新型コロナ対策
第７波抑制へ検

査徹底を

男女賃金差開示
で職場変えよ

東電元役員に賠
償命令　安全意

識欠如を糾弾した

中国外交　「多極
化」戦略は矛盾が

目立つ

旅行支援の延期
拙速な政策が混

乱招く

東電株主訴訟
甘い津波対策へ

の叱責
スリランカ　一族
支配の果ての混

乱

安倍元首相　心
込めた国葬で送り

たい

コロナ「第７波」対
策は冷静かつ柔

軟に

一時保護への司
法関与　虐待から
子供守る運用を

農水産物輸出
「攻め」への転換
で成長産業に

東電株主訴訟
原発事業者に重

い警鐘

御嶽山噴火判決
人災ではなかった

のか
女性当選最多

「均等」へ　さらに
努力を

１３兆円超の賠償
またもや司法の大

迷走だ

経済危機極まった
スリランカ

英首相が辞任表
明　政治空白の
影響最小限に

低迷する野党　説
得力のある政策

が不可欠だ

コロナ第７波　危
機感持ち感染抑

止を

いじめ被害　園児
にも起こり得る

マイナンバー　地
方交付税ゆがめ

るな

安倍氏の警護
大失態の検証を

徹底せよ

原発事故の巨額
賠償が問う経営

責任

敗北した立憲民
主　「提案型」の
深化欠かせぬ

安倍元首相銃撃
国際的な視点が

欠けている

機能不全のＧ２０
対ロシアの分断

解消を

英首相辞意表明
不誠実な指導者

の末路
ビル火災対策　避
難の充実が急が

れる

スリランカ危機
中国頼みの失政

見逃せぬ

経済安定へ日米
連携深めよ

コロナの感染者急
増　第7波への対

策が急務だ

ＢＲＩＣＳ　中国主
導の拡大は無理

がある

要人の警護体制
徹底検証し再発を

防げ

首相の政権運営
優先順位を間違

えるな
低迷する立憲　敗
北総括し足腰強

化を

２歳児熱中症死
悲劇を繰り返さぬ

ために

食料危機の深刻
化阻止へ国際対

応急げ

安倍氏への銃撃
事件　全容解明と

警備の検証を

岸田内閣再始動
難題の先送りは

許されない

岸田首相会見
改憲より暮らし支

援を

中部の激戦区
改憲優先とは言

えない
安倍氏の警備

「失態」検証し説
明せよ

また立民が敗北
空想的平和主義

を捨てよ

投票率向上へ対
策の深化を

参院選大勝の自
民　「言論の府」
立て直す責任

英首相辞任へ
新政権も米欧日
の結束へ動け

道選挙区の議席
課題解決への重

い職責

投票率５０％台
民主主義の危機

は続く
米中の偶発的な
衝突回避は極め

て重要だ

凶行許した警察
の責任は重い

世界が安倍氏追
悼　期待に応える

日本外交を

安倍元首相死去
国家的な損失をど

う回復する

きょう投開票　民
主主義守る行動

必要
言論と暴力　死守
すべき自由とは何

か

Ｇ２０外相会合
曖昧な対露認識
では機能せぬ

英首相が辞意
混乱収拾し信頼

回復を

民主主義の破壊
許さぬ

テロに屈しないた
めにも投票に行こ

う

参院選　格差の
是正　所得再分

配の強化を

絶対に許されぬ
民主主義への凶

行
参院選　科学の

振興　言葉だけで
なく実践を

コロナ拡大と政府
行動モデルを明

確に語れ

’22参院選　迫る
投票日　未来選

ぶ機会生かしたい

憲法改正　現実を
踏まえて議論深

めよ

帯広藤丸閉店へ
地盤沈下食い止

めたい

コロナ感染急増
対策緩めず警戒

続けて
参院選　社会保
障改革　「負担」
の合意形成急げ

「徴用工」問題
韓国内で解決を

完結せよ

新型出生前診断
の拡大　適切な情
報提供が前提だ

コロナ再拡大　感
染対策の基本に

立ち返ろう

２０２２参院選　エ
ネルギー政策　原
発に頼らぬ道追

ＮＡＴＯ拡大へ　新
たな不安定生む

懸念
ウクライナ支援
長期化を視野に

結束を

中露艦の尖閣徘
徊　威嚇はねつけ

る防衛力を

デジタル政策の重
要性で見識を問う

’22参院選　ネット
と民主主義　双方
向の利点生かさ

サハリン２　「接
収」の脅しに強く

抗議する

分配と成長　賃上
げへ強く後押しを

２０２２参院選

民主主義の現在
危機を脱する「票

の力」
参院選　コロナ対
策　低調な論戦を

憂う

埼玉ＬＧＢＴ条例
再考し逆差別の

懸念拭え

温暖化対策阻む
米最高裁判決

新型出生前診断
の拡大　適切な情
報提供が前提だ

海外ＩＴ企業　法令
軽視の姿勢は見

過ごせぬ

研究論文の不正
学術界は再発防

止急げ

米国の中絶規制
女性の権利を侵

すな
米で相次ぐ銃乱

射　抜本規制で悲
劇断ち切れ

子育ての希望が
かなう社会へ道筋

を語れ

’22参院選　社会
保障のあり方　給
付と負担の全体

安全保障政策
抑止力向上へ具

体論を語れ

ルガンスク制圧
不当な支配認め

られぬ

木材自給率
ショックをチャンス

に
参院選と憲法

「平和守る９条改
正」論を

ミャンマー軍政の
既成事実化を許

すな

新型コロナの後遺
症　実態把握し理

解深めたい

日大の新体制
経営の透明化で
信頼の回復を

２０２２参院選　１
次産業政策　食
料安保の展望必

東京五輪の総括
負の側面こそ伝え

ねば
ＫＤＤＩ障害　回線
守る責任再認識

を

ＫＤＤＩ通信障害
再発防止が最大

の責務だ

「貯蓄から投資
へ」を促す具体策

示せ

’22参院選　進む
人口減少　「大変
だ」では、どうする

日銀短観悪化
資源高の克服へ
投資が重要だ

ＫＤＤＩの障害　社
会の基盤担う自

覚を

憲法巡る論議
「改憲ありき」の乱

暴さ
熱海の土石流

「失敗」繰り返さぬ
ため

サハリン２「接収」
ロシアの暴挙に動

じるな

盛り土災害防ぐ対
策が急務だ

KDDIの大規模障
害　混乱深めた甘

い危機想定

熱海土石流１年
責任を明確にして

再発防げ

２０２２参院選　少
子化対策　産む安

心どう保障する

ＫＤＤＩ障害　人命
担う自覚に欠けた

科学を元気に　現
状打破へ若手の

挑戦

拉致と参院選　解
決への意思を熱く

競え

社会の混乱招い
たKDDIの大規模

障害

脱炭素促す排出
量取引　企業の
本気度が問われ

ＫＤＤＩ障害　通信
インフラの混乱に

猛省を

政治とカネ　腐敗
正す改革が急務

だ

町長襲撃本訴訟
図書館の自由は

どこへ
参院選　賃上げ
公約に実効性あ

るか

Ｇ７「気候クラブ」
仲良し会ではあり

得ない

サハリン2移管は
容認できぬ

新しい大学奨学
金　安心して使え

る仕組みに

病院と介護施設
面会の制限をどう

緩和するか

疲弊する地方　分
権進める政策論

議を

男女の賃金開示
格差解消への第

一歩に

　
ない怒り、いつま

で

2022/7/21
韓国外相の来日
関係改善の第一

歩とせよ

韓国外相の来日
懸案解決へ対話

加速を

宮城の堤防決壊
県管理河川の整

備、検証を

2022/7/22
虐待の一時保護
司法審査のルー

ル丁寧に

離婚後の共同親
権　制度設計、子

を最優先に

安倍元首相「国
葬」　性急な決

断、「聞く力」どこ
へ

民主主義の重み
かみしめ政治を前

に

’22参院選　きょう
投票日　民主社
会守り抜く行動を

西日本豪雨４年
体験の風化、防ぐ

ために

【公約と財源】ばら
まき合戦に終止

符を

参院選きょう投票
暴力許さぬ意思

示そう

週のはじめに考え
る　民主主義を守

る選挙に

2022/7/11
参院選与党圧勝
難題解決の好機

を生かせ

与党大勝　安定
基盤で懸案の解

決に挑め

’22参院選　自公
が改選過半数

国民の不安ぬぐう
政治を

大規模通信障害
災害対応に不安

が尽きぬ

デジタル化と地方
創生　見えぬ未

来、具体的な道筋
を

2022/7/9

安倍氏の死去
卑劣なテロを糾弾
する　計り知れぬ

大きな損失だ

安倍元首相撃た
れ死去　民主主

義の破壊許さない

安倍元首相銃撃
卑劣な凶行に怒り
禁じ得ない…要人
警護の体制不備

は重大だ

安倍元首相銃撃
民主政治の根幹

揺るがす

2022/7/5

2022/7/7
女性支援策　多
様化する課題に

対応を

'22参院選／地方
政策　一極集中
是正、忘れるな

’２２参院選　多発
する災害　防災の
在り方示す論戦を

KDDI障害　使命
の重さを再認識せ

よ

ＫＤＤＩ通信障害
教訓なぜ生かさ

れない

米で銃規制法成
立　悲劇の連鎖、
断ち切る一歩に

2022/7/6

参院選　エネル
ギー政策　脱炭

素・脱原発の道を
着実に

九州と豪雨災害
「7月初め」の教訓

は今も

英政権は円滑な
移行で責任を

コロナ再拡大
「第7波」入り全力

で防げ

東京五輪・パラ報
告書　負の遺産も

自画自賛か

'22参院選／コロ
ナ対策　反省踏ま

え「備え」競え

参院選　女性当
選最多　「均等」

へ取り組み強化を

冷戦時代に逆戻
りか　ＮＡＴＯ新戦

略

安倍元首相の「国
葬」　決定の理
由、説明足りぬ

金鷲旗・玉竜旗
3年ぶりの開催に

胸躍る

2022/7/15
東電と原発事故
責任不明では再

発防げぬ

コロナ「第７波」
政府は明確な方

針示せ

2022/7/8

元首相警護の失
態　多角的に徹底

検証せよ

参院選で自民大
勝　国民の不安、
解消する政治を

参院選与党大勝
国民の声によく耳

傾けよ

2022/7/4
「文通費」見直し
うやむやでは許さ

れない

’２２参院選　処理
水放出計画　論
戦避けずに主張

すべきだ

2022/7/10

安倍元首相撃た
れ死亡　暴力へ

の怒り自由守る力
に

安倍元首相銃撃
され死亡　言論封
殺する卑劣なテロ

安倍元首相の警
護体制　隙だら

け、警察の大失態
だ

感染第７波とワク
チン　追加接種の
取り組み不十分

2022/7/13

2022/7/23
　

作用にもっと目を
配れ

300日　核廃絶に
つなぐ成果を

オール沖縄候補
勝利　基地の島、
危機感は切実だ

自民単独改選過
半数　生活不安
の解消策急げ

暮らしの安定最優
先に　参院選で与

党過半数

2022/7/12
野党に望む　政権
監視力を磨き出

直せ

「凶弾」の検証
銃器対策の死角

を埋めよ

野党敗北　政権と
の対峙、役割重い

2022/7/19

御嶽山噴火判決
予測の精度着実

に高めよ

税収過去最高
喜んでいい状況な

のか

羽生選手、第一
線退く　感動と勇
気をありがとう

対ロ経済制裁　結
束強め、包囲網緩

めるな

2022/7/20

東電旧経営陣に
賠償命令　原発
事故の甚大さ指

摘

１３兆円賠償命令
原子力安全、重い

経営者責任

2022/7/16
安倍氏の国葬

首相は国民に説
明尽くせ

参院選で与党勝
利　首相は憲法

改正の実現を　効
果見極め物価高

に対処せよ

自公勝利後の政
治　民主主義　実

践が問われる

参院選きょう投票
この１票こそ平和

つなぐ力

参院選投票日
自由を守る、選択

の時

2022/7/17
観光船事故　反
省踏まえ安全徹

底を

コロナと九州　「第
7波」乗り切れるの

か

御嶽山噴火判決
防災体制の強化

怠るな

週のはじめに考え
る　テインセイン

の「善政」

副業・兼業の促進
柔軟な働き方実

現の一助に

2022/7/14
サハリン2問題

LNGの安定供給
を守れ

2022/7/18
女性議員の増加
「均等」遠く、さら

に前進を

就職氷河期世代
の支援　取り残さ

ぬよう本腰を

海の日に考える
「ハンター」は守り

人

映画界の「性加
害」　悲しむ人、出

してはならない

北海道開発の未
来　新たな価値の

創造目指し

安倍元首相銃撃
死　政治家へのテ

ロ、許せぬ

言論は暴力に屈
しない　安倍元首

相銃撃



持続的な所得向
上の環境づくりで

競え

真価問われる岸
田外交　東アジア
の安定築く責任

エネルギー政策
電力供給を増や
す具体策競え

サハリン２接収　Ｌ
ＮＧ調達多様化急

げ

古い作品を再利
用しやすく

日大の林新理事
長　古い体質を変

えられるか

遭難の増加　手
頃な山でも油断は

禁物だ

熱海土石流１年
行政の不作為責

任重い
香港返還２５年

自由を奪った「中
国化」

医師会新体制
国民の信頼回復

に努めよ

「自由都市」香港
の早すぎる消滅を

憂える

’22参院選　電力
供給と脱炭素　原
発に頼らぬ両立

香港返還２５年
中国の信用を損
ねる約束違反

香港返還２５年
中国の弾圧は約

束違反

小さなラジオ局
災害時の命綱支

えたい
日韓首脳外交

打開探る実質対
話こそ

香港返還２５年
自由の破壊は許

されない

はやぶさの技術
世界に広めよ

NATOの体制強化
露の暴挙が団結

を促した

株主総会　長期
的な成長促す論

議の場に

電力需給が逼迫
省エネ策の発信

丁寧に

熱海土石流１年
「人災」を防ぐ戒

めに
コロナ医療態勢

「顔見える関係」を
築く

対中ロで決意示し
たNATOの新戦略

日韓首脳の対面
関係を立て直す

出発点に

ＮＡＴＯ拡大へ　露
が招いた安保体

制の転換

ＮＡＴＯ新戦略　衝
突避ける外交が

重要

女性の人権　性
差別の国を変えよ

う
ＮＡＴＯと日本

「安定」に資する
連携を

資源高での景況
悪化に警戒を

大阪ビル火災の
報告書　命を守る
取り組みが急務

日米韓首脳会談
関係再構築し抑
止力高めたい

道内で大雨災害
異常気象に気を

抜けぬ

香港返還２５年
歴史の改ざん懸

念する

参院選　家族と制
度　「昭和」脱する

ために

参院選と年金　不
安解消の具体的

道筋を

企業と株主は総
会後も一段と深い

対話を

ウクライナ侵攻
戦闘長期化と支

援　対露結束を維
持すべきだ

アフガン地震　タ
リバンは国民の命

を守れ

憲法論議　順守
の徹底こそ急務だ

２０２２参院選

核禁条約宣言
「核なき世界」の

一歩に

Ｇ７首脳会議　秩
序維持へ重責自

覚を

Ｇ７サミット閉幕
対露圧力を世界

に広げよ

日韓首脳は不信
のトゲを抜け

香港返還から25
年　信頼を失わせ

た約束違反

日本医師会　患
者のために行動

する組織に

社会保障　財源
含めた改革議論
を　２０２２参院選

世界食料危機
黒海での輸送妨

げるな
電力供給不安

情報発信の工夫
さらに

日興の相場操縦
経営陣の刷新は

不可避だ

G7は指導力発揮
し対ロ結束を固め

直せ

’22参院選　憲法
改正　ムードに流

されぬ議論を

Ｇ７サミット　世界
経済の安定へ役

割果たせ

Ｇ７首脳声明　対
ロ制裁へ結束強

化を

教員免許　自らの
学び促す制度に

食料危機　苦境
の途上国に支援

を

参院選と少子化
対症療法で終わ

らせるな

フィリピン新大統
領は父の失敗教

訓に

日興の不正調査
報告　抜本的な体

質改善が急務

尼崎の情報紛失
危機意識が著しく

欠けている

教育政策　現場を
直視しているか

少子化対策　持
続的な社会へ急

務だ

参院選　憲法　数
集めでなく熟議を

梅雨明け猛暑
「命を守る」意識で

対策を

社会保障への不
安を解消する改

革案を

’22参院選　女性
候補は33％　男
性優位の解消ま

参院選挙制度
抜本改革の先送

りは無責任だ

逮捕歴削除命令
表現の自由との

調和を

猛暑と節電　熱中
症対策を最優先

で
生活保護判決

自民党の責任も
重大だ

Ｇ７サミット　対露
結束確認の場と

せよ

東芝は持続可能
な再建を探れ

記録的な猛暑　熱
中症の防止を最

優先に

熱中症予防　急な
猛暑到来に万全

の警戒を

２０２２参院選　新
型コロナ対策　次
への備え議論深

生活保護判決
「物価偽装」への

戒めだ
米の中絶問題

社会の分断悪化
を憂う

コロナ対策検証し
医療改革の中身

競え

出産費用の支援
経済的不安をどう

解消するか

２０２２参院選
ジェンダー平等

実現へ国会の責

能登の群発地震
なおも続く覚悟と

備え
日興調査報告

経営責任を明確
にせよ

米中絶判決で深
まる分断懸念

節電ポイント　協
力を促す実効性

が重要だ

東京五輪の総括
負の遺産もっと検

証を

平和守るために
防衛力偏重は打

開策か
ＥＵとウクライナ
加盟に向け結束

の強化を

エネルギー危機
克服へ原発の役

割問え

米の利上げ加速
と日本　円安と不
況連鎖に警戒を

ウクライナ　「欧州
の一員」へ踏み出

した
東京五輪の報告
書　猛省し経験を

引き継ごう

国民に信頼される
日本医師会に

東京五輪の最終
報告　国民の感
覚とずれている

新たな担保制度
銀行の「目利き
力」が問われる

コンビニ判決　「対
等」へ改善続けよ

世界食料危機
「プーチン飢饉」

許されぬ

核兵器の使用許
さず廃絶の理念

追求を

核禁条約会議
理想と現実の溝を

どう埋める

核禁条約会議
廃絶への具体的

行動を

大相撲フル観客
コロナ「寄り切り」

たい
核禁会議閉幕

廃絶へ対話求め
る重み

サル痘の流行
警戒怠らず準備を

整えよ

市場をゆがめた
SMBC日興

感染症のデータ
迅速な収集体制

を確立せよ

２０２２参院選　低
投票率の懸念

若年層の関心高

原発への回帰
前のめりは許され

ない
五輪の報告書

「財産」の名に値
しない

参院選とコロナ禍
経済との両立へ

対策競え

スタートアップ育
成はスピード上げ

有言実行を

沖縄慰霊の日
戦禍繰り返さぬ誓

い再び

食料危機対策
国連が事態打開

を主導せよ

２０２２参院選　物
価高と円安　家計
支援する具体策

大崎事件　再審
認めぬ絶望が今

も
参院選　外交・安
保　力のみでない

戦略を

沖縄慰霊の日
再び「戦禍」被ら

ぬ決意を

個人情報削除の
議論深めよう

厳罰化された侮
辱罪　言論の萎
縮招かぬ運用を

慰霊の日　沖縄
の繁栄へ重荷を

減じたい

再審の重い扉　救
済意義尊重すべ

きだ

続く物価高　問わ
れるアベノミクス

沖縄慰霊の日
礎に刻まれた名を

思う

参院選始まる
「良識の府」担う

自覚持て

広がる脅威の抑
止に何が必要か

議論を

参院選公示　政
見を見極め誤りな

き選択を

沖縄慰霊の日
痛みの現実直視

したい
中国の空母　緊
張高める軍拡や

めよ

「食べログ」判決
透明性が信頼に

つながる

成果問われる異
色の三井住友・

SBI提携

拘禁刑の創設
効果的な対策で
再犯防ぎたい

参院選論戦始動
道内の課題に処

方箋を
物価高と低成長
の克服へ見取り

図示せ

自動車の供給網
混乱に対策を

こども家庭庁
「器」だけでは不

十分だ

能登で強い地震
今できる対策は今

やろう

核禁止条約の初
会合　岸田首相
は参加の決断を

コロナの後遺症
地域の診療所も
治療に貢献を

ＷＴＯ閣僚会議
分断修復し立て

直しを

元稲沢市議二審
中国は速やかな

結論を
ＷＴＯ閣僚会合
棚上げの課題忘

れるな

太陽光発電義務
化　都知事は構
想の白紙化を

令和臨調が発足
課題先送りを絶つ

契機に

新たな観光支援
需要喚起を地方
経済の再生に

コロナと学校　安
全と日常両立した

い

令和臨調発足
党派超え論じる契

機に
ウクライナ支援

今こそＧ７の結束
を図れ

グローバル化の
変質に向き合う知

恵を

衆院の区割り変
更　早期成立させ

周知徹底を

カンボジア情勢
民主化の後退は

看過できない

「１０増１０減」勧
告　不断の改革

が欠かせぬ

若者と選挙　投票
に行かなきゃ損だ

令和臨調発足
憲法改正含め骨

太提言を

警戒すべき中国
新空母「福建」

日本が非常任理
事国に　秩序再構
築に貢献する時

高齢者の活躍
挑戦する気持ち
保ち続けたい

改正児童福祉法
虐待の一時保護

的確に

核禁条約初会議
日本不参加でい

いのか
「ロシア化」政策

領土も人も掠め取
るのか

デジタル化を核に
医療の再構築を

急げ

原発避難者訴訟
巨大津波は想定

外と認定した

核禁会議不参加
被爆国の責務放

棄した
侮辱罪の厳罰化
反対の理由が分

からない

慎重さが必要な
侮辱罪の運用

男女の賃金格差
情報開示をテコに

是正図れ

札幌ドーム　安定
経営への課題山

積
最高裁の損賠判
断　国の原発責
任はなお重い

円安の利点を生
かせる日本経済

に

日米金融政策
違いが招く円安進

行に警戒を

原発避難者訴訟
国の責任をなぜ

問わぬ

原発避難者訴訟
納得しがたい判断

だ
有事の病床確保
実効性高める制

度設計を

見せかけESGに
厳しく臨め

衆院選新区割り
格差是正へ不可

欠な改革だ

円安と日銀　政策
の硬直化が過ぎ

る

日銀の金融政策
生活の実感反映

したか
１０増１０減勧告

たゆみなく格差是
正を

衆院区割り案　勧
告に従い法改正

を急げ

与野党は新区割
りを確実に成立さ

せよ

こども家庭庁発足
へ　理念を実現で

きる体制に

食品ロス　社会全
体で削減を進めよ

う

感染症の司令塔
まず対策の徹底

検証を

衆院区割り案　抜
本改革が避けら

れぬ
コロナ司令塔

「徹底検証」欠い
たまま

犬猫のチップ　飼
い主の覚悟問い

直そう

原発事故で国が
果たす使命

吉川赳議員の離
党　自民の責任
逃れ許されぬ

選挙と公務員　政
治的中立の重み

を自覚せよ

こども家庭庁　縦
割り解消は中途

半端

明治用水漏水
「なぜ」解明が再

発防ぐ

感染対策の司令
塔　機動力整え有

事に備えよ

FRBは物価と景気
の安定へ道を探

れ

ウクライナ侵攻
占領地のロシア

化　既成事実にし
てはならぬ

コロナ検証会議
新組織で縦割りを

排せるのか

新型コロナ対策
第三者委で検証

続けよ

線状降水帯予測
避難行動に空振

りはない

実行力のある感
染症危機管理庁

に

通常国会が閉会
ますます議場が

かすんだ

通常国会閉会
難題を掘り下げた

とは言えぬ

通常国会閉会
立法府の責務問

わねば
資産所得倍増

格差是正の原点
に戻れ

１ドル＝１３５円台
円安に動じぬ経

済構造を

こども家庭庁で実
効性ある政策進

めよ

アジアの安定と日
本　危機回避へ
独自の外交を

ＮＨＫ受信料　大
幅値下げへ努力

を尽くせ

侮辱罪厳罰化
言論封じへの悪

用防げ

マダニ感染症　過
去最多の拡散、

警戒を

大雨と防災　自然
の力をどう生かす

日本の安保理入
り　「北朝鮮」で中

露論破せよ

黒海の安全航行
へ知恵絞れ

アスリートの年齢
制限　心身の成
長に配慮が必要

ＰＫＯ法３０年　献
身的な活動が信

頼高めた

住宅の省エネ　脱
炭素へ着実に推

進を

旧文通費の使
途、公開先送り看

過できぬ
米中の会談　衝
突防ぐ対話の深

化を

アジア安保会議
威嚇強める中国

に警戒を

諸懸案への選択
肢を各党は参議
院選挙で示せ

アジアの安全保
障　衝突避ける対

話を米中で

プーチン発言　領
土拡大の野心が

露呈した

日米韓安保協力
緊張緩和へ外交

努力を

小惑星の砂　ひと
粒から広がる

「夢」

2022/7/2

核禁会議の成果
廃絶目指す確か

な一歩に

'22参院選／憲法
改正ありきの姿勢

疑問

’２２参院選　物価
高対策　低所得
者への支援が急

務だ

2022/6/26

核禁止会議の政
治宣言　高み目
指す協力の契機

に

週のはじめに考え
る　「参院議員」を

選びたい

子ども政策　「家
庭庁」の議論も尽

くせ

'22参院選／政治
とカネ　不信まだ

拭えていない

’２２参院選　消費
税の行方　対立

軸、埋没させぬ議
論を

’22参院選　外
交・安全保障　冷
静かつ現実的な

論戦を

エネルギー論戦
安定供給の具体
策示せ　節電では
危機を乗り切れぬ

’２２参院選　コロ
ナ対策　検証不十
分、弱者救済も後

手

’２２参院選　自殺
者高止まり　孤

独・孤立への対策
徹底を

G7サミット閉幕
対露制裁、一枚

岩崩すな

’２２参院選　憲法
改正　世論から必
要性を見極めよ

2022/6/28

2022/6/29

ウィーン宣言　核
廃絶へ日本も行

動を

２０２２参院選　外
交・安全保障　専
守防衛に反せぬ

議論を

2022/6/30

参院選　教育政
策　現場の疲弊に

目を

週のはじめに考え
る　インクルーシ

ブな明日

核禁止条約の成
果　前進へ政府
はもっと行動を

23日「慰霊の日」
沖縄地上戦の悲

惨に学べ

憲法改正　議論
深めねば国政を

誤る

2022/6/25
物価高対策　生
活不安の解消に

道筋を

'22参院選／賃上
げ　持続的な成長

力、論じよ

2022/7/1

’２２参院選　子ど
も政策　権利を重
視した政策論争を

参院選と物価高
対症療法で不安
拭えるか　財源な
き消費減税は無

責任だ

2022/6/27

沖縄慰霊の日
惨禍の記憶、共

有しよう

2022/6/22

2022/6/23

2022/6/24

’２２参院選　被災
地復興　伴走型
支援の普及目指

そう

新型コロナ対策
もっと論じるべき

争点だ

'22参院選／年金
論戦に本気度見

えない

’２２参院選　原子
力規制　設置法１
０年、理念再認識

を

参院選　経済・財
政　地に足つけた

議論を

「じぶん争点」の
すすめ　参院選

きょう公示

参院選きょう公示
平和の尊さ希求

する場に

2022/7/3
東京五輪報告書
これでは検証が

不十分だ

'22参院選／防衛
力　平和国家の

姿を論じよ

核禁条約初の会
議　逆風つき、廃

絶の道開け

2022/6/16

拉致問題の打開
日本主導で被害

国の結束を

週のはじめに考え
る　何を守る「安

全保障」か

衆院１０増１０減
勧告　実現の上で
抜本改革に移れ

７年ぶりの節電要
請　無理せず、工
夫で乗り切ろう

2022/6/18
原発事故で国を

免責　「想定外」に
逃げ込む理不尽

原発事故の最高
裁判決　国の免

罪符にはならない

福島事故、国の
責任否定　原子
力安全、後退招く

判決だ

原発最高裁判決
復興と安全は国

の責務だ

参院選の各党公
約　実効性ある政

策を競え

2022/6/15
PKO法30年　日本
らしい貢献探る時

NATO新戦略　世
界の分断避ける

結束を

'22参院選／財政
健全化　先送りせ

ず議論深めよ

2022/6/20

核禁条約会議開
幕へ　危機超えて
軍縮・廃絶の再起

を

核禁会議と日本
政府は核廃絶へ

連帯せよ

コロナ給付詐欺
許し難い公務員

の裏切り

原発避難者、最
高裁判決　国の
責任なぜ認めな

い

参院選きょう公示
日本の針路が問

われる

'22参院選／物価
高対策　暮らし支

える政策語れ

’22参院選　物価
高と暮らし　安心
支える分配の道

筋を

参院選公示、1票
の力で政治に

「喝」を

2022/6/21
難局に針路を示
す参議院選挙の

論戦を

公取委の検査　ノ
リの全量出荷を見

直せ

コロナ検証報告書
踏み込み不足否

めない

旧文通費の使途
公開　結論先送り
は国会の怠慢だ

通常国会閉幕
行政監視の強化

が急務だ

小さな骨が訴える
こと　沖縄慰霊の

日に

’２２参院選　コメ
と食料安保　水田
農業再生へ具体

策を

日本とＮＡＴＯ　平
和へ地球規模の
協力を　首相は防
衛強化の約束果

たせ

【防衛力整備】
財源示し外交戦

略も語れ

衆院区割り見直し
勧告実現は政治

の責任

国会閉幕、参院
選へ　言論の府
再生の道は遠く

低調な国会論戦
参院選では選択

肢を語れ

通常国会閉幕
野党のふがいなさ

憂う

長崎性暴力判決
被害の深刻さを理

解せよ

国会　党首討論
行わず　言論の府

の体たらく象徴

自賠責保険値上
げ　借りた金 国

入管施設の女性
死亡　真相究明こ

電力不足、安定
供給のビジョン示

せ

'22参院選／原発
政策　3・11の教

訓忘れまい

日米韓と中国　緊
張緩和へ対話の

2022/6/19
日銀政策会合

円安の影響急ぎ
検証を

自民党の参院選
公約　生活不安に

応えていない

2022/6/14

国会閉会、参院
選へ　非常時を乗

り切る政策を

’２２参院選　防衛
費大幅増額　抑

止力の姿、冷静な
議論を

大崎事件が問う
再審制度の見直

しを急げ

2022/6/17
コロナ検証報告
課題をさらに掘り

下げよ

参院選きょう公示
暮らしと安全守る

論戦を

参院選きょう公示
暮らしと安全守る

論戦を

22参院選　きょう
公示　民主主義
問い直す機会に

参院選公示　日
本と世界を守る論
戦を　物価高対策
の実効性を明確

に

参院選きょう公示
政治の土台定め

る重い選択



拘禁刑の創設
社会復帰の後押

しに

医療の規制改革
患者の利便性向

上させよ

値上げ機にデフレ
経営脱却を

供給網巡る人権
侵害　働き手守る

意識と行動を

虐待児童の保護
悲劇を繰り返さな

い制度に

島根原発再稼働
避難計画　国の

調整必要

急激な円安　暮ら
しが壊れかねない

2022/6/13
岸田ビジョン　対
中抑止の具体策

実行を

日中正常化50年
に欠かせぬ本音

の対話

ウクライナ侵攻
東部で戦闘激化

外交を諦めてはな

アジア安保会議
質の高い協力で
連帯を広げよ

脱炭素新戦略
企業の投資促す

制度を
マイナ保険証　医
療の質と効率性

高めよ

住宅の脱炭素進
める第一歩に

党首討論の見送
り　国のあり方語

れないのか

日露漁業協定
一方的な停止は

認められない

園児置き去り　実
態の把握を急ぎ

たい
サル痘流行　「ワ
ンヘルス」認識深

め

ＳＮＳトラブル　消
費者教育の徹底

を図れ

米中は不測の衝
突回避へ対話を

継続せよ

「文通費」公開見
送りへ　やる気の
なさが明らかだ

非常任理事国に
国際秩序の再構
築へ重い役割

安保理の拒否権
説明責任が求め

られる

訪日観光再開
感染抑止両立し

てこそ
太陽光義務化

都は手本になる
制度を

財政健全化　目
標の是非を明確

に示せ

リニア実現へ今度
こそ合意を

性暴力で長崎市
に責任　問題直視
せず被害広げた

日韓世論調査
危機意識の共有

を生かしたい

りゅうぐうの砂　生
命の起源探求に

期待

トキ放鳥候補地
「古里」能登の大

空舞え
進む少子化　かけ
声倒れに終止符

を

持続化給付金詐
欺　不正防ぐデジ

タル化急げ

名ばかりのインバ
ウンド開国では困

る

福島の帰還困難
区域　息長い支援

が国の責務だ

出生数８１万人
少子化対策の課

題を洗い直せ

内閣不信任否決
物価高への懸念

消えぬ

森林環境税　実
効性高める工夫

を
議長不信任案

覆い隠せぬ資質
の欠如

不信任決議を否
決　細田氏は恥を

知り猛省を

不正許さない給付
の仕組みを

立憲民主党の公
約　「分配」のビ
ジョンを明確に

リュウグウの石
生命の起源に迫

る足がかりに

安全操業停止　ロ
シアの声明一方

的だ

「桜」相次ぐ疑惑
安倍氏の説明が

必要だ
電力供給不安

需要の山　抑える
工夫を

７年ぶり節電要請
課題先送りはもう

限界だ

「物価高での減
速」懸念が増す世

界経済

男女の賃金格差
開示　義務化を解

消への契機に

スポーツ賭博　弊
害を顧みない危

険な構想だ

細田衆院議長
資質を疑う言動と

疑惑

入管施設で死亡
民事、刑事で真相

解明を
部活動の改革

現場の戸惑いに
応えよ

露が漁業協定中
断　意趣返しに毅

然と対処を

サル痘拡大に備
えを怠るな

「値上げ許容度」
発言　問われる日

銀の物価認識

燃料費の負担
物流業者への押

しつけを防げ

訪日観光再開
感染防止優先で

慎重に

骨太方針　財政
再建の灯が消え

た
骨太の方針　防
衛費の膨張が心

配だ

池田小事件２１年
教訓の放置は許

されない

デジタル規制改革
は地方まで浸透

促せ

規律なき骨太方
針　首相の姿が
かすむ一方だ

骨太の方針　財
政運営の先行き

が見えない

骨太方針　積極
財政偏重は危うい

防衛費２％方針
「倍増ありき」の危

うさ
核禁条約会議

被爆国政府が不
在とは

骨太方針と防衛
費　早期に「２％

以上」達成を

信頼関係壊す漁
業協定の停止

住宅の太陽光発
電義務　都民から
理解得る努力を

中国の感染対策
「ゼロ」に固執し続

ける危うさ

給付金詐欺　公
僕の許せぬ制度

悪用

日銀総裁発言
「民の竈」が見え

ぬのか
日大新理事長

開かれた姿勢で
改革を

韓国船「竹島」調
査　対抗措置を講

じるときだ

成長も財政も骨太
さを欠く岸田プラ

ン

再浮上した「桜」
疑惑　安倍氏の
説明が不可欠だ

給付金詐欺　公
務員の知識悪用

は許し難い

ウクライナ戦闘
拡大回避のため

停戦を

国税職員の逮捕
腐敗の根を断た

ねば
旧文通費の使途
公開先送りは許さ

れぬ

ロシア選手の除
外　競技団体は
結束と圧力を

持続可能な部活
へ制度設計を

小惑星の石に生
命の源　はやぶさ
2が運んだ発見

北ミサイル連射
迎撃だけで対処で

きるのか

地域と脱炭素　先
進的な実践広げ

たい

北ミサイル連射
軍事力の対決は

避けよ
脱炭素の国債

償還財源も同時
検討を

北の弾道ミサイル
異例の連射に警

戒強めよ

上海封鎖解除で
も経済に残る甚大

な影響

島根原発が再稼
働へ　避難計画
は現実的なのか

規制改革答申　コ
ロナ禍の経験を

生かしたい

拘禁刑創設　再
犯防ぐ有効な制

度に

ヤングケアラー
孤立を防ぐ見守り

こそ
犯罪被害支援

「あす」引き寄せる
ため

国民皆歯科健診
治療も予防への

目配りを

環境に優しい農業
を目指そう

米中間選挙の予
備選　「トランプ」

超えた論戦を

高齢者と運転　安
全な移動を支える

社会に

企業の情報開示
見直し通じ経営改

善を

長崎性暴力判決
泣き寝入りなくさ

ねば
新理事長に林さ

ん　日大を一刀両
断できるか

新経済枠組みで
インド太平洋に安

定を

人間環境宣言か
ら50年　深まる危
機に行動する時

「ロシア化」政策
ウクライナの主権

損なう暴挙

ウイグル弾圧　制
約ない国連の調

査を
バイデン米大統

領　余計な一言は
感心しない

能力重視の新卒
採用を進めよ

加速する少子化
政策の抜本的な

見直しを

知床観光船事故
原因突き止め責

任を明らかに

化学肥料高騰
激変緩和措置欠

かせぬ
天安門事件　「５・
３５」を知ってほし

い

三菱電機は組織
刷新へ厳しい統

治改革を

説明しない細田氏
議長の資質問わ

れている

ＯＰＥＣプラス　更
なる増産で原油

価格抑えよ

防衛装備の提供
厳格な歯止めが

必要だ

副業の「公務員」
民間の新風任せ

でなく
出生数８１万人
国力低下を阻む

道筋示せ

産油国と粘り強く
連携探れ

視覚障害者の踏
切事故　再発防
止へ国の対策急

新しい資本主義
方向性が一層不

明確になった

ＩＯＣ札幌視察　疑
問に答える機会

逃す

細田氏の言動
議長としての資質

疑う
「桜」前夜祭　今
国会で説明欠か

せぬ

神戸児童殺傷２５
年　元少年は「更

生」したのか

コロナ拡大する北
朝鮮　まず国際支

援受け入れを

原発再稼働　電
源確保を着実に

進めたい

「四島返還」回帰
日ロ交渉の検証

不可欠

三幸製菓の火災
従業員の安全守

らねば

島根原発　国も住
民避難に責任を

島根原発に同意
早期再稼働へ手

を尽くせ

防衛予算の増額
冷静さ欠く議論は

危うい

中国と南太平洋
島嶼国を軍事拠

点とするな

大学ファンド　学
問の自由侵さない

か

新しい資本主義
「分配」は掛け声

倒れか

北電と泊原発　自
ら招いた差し止め

太平洋島嶼国
中国の軍事拠点

化を阻め

原発再稼働は地
元同意に真摯に

応えよ

泊原発の運転差
し止め　安全軽視
を糾弾した判決

連合決起集会
働く人の生活改善

が基本だ

新しい資本主義
公約の分配政策

どこへ

泊原発差し止め
万が一に備えなく

ては
中国と南太平洋
覇権争いの圧力

控えよ

泊原発の差し止
め　科学的論理欠

いた判決だ

雇調金の延長より
労働移動を

マイナ保険証の
迷走　国民の視
点を欠いている

サル痘と肝炎　情
報収集と水際対

策を怠るな

農業白書　食料
供給安定に道筋

を

マイナ保険証　強
引な普及慎むべ

きだ
国会最終盤　参
院選へ判断材料

示せ

新しい資本主義
看板倒れにならぬ

政策に

成長と安定を将来
世代へ着実に届

けよ

首相の新しい資
本主義　アベノミ
クスに逆戻りだ

ウイグル族弾圧
国連視察は幕引

きにならぬ

コロナ対策緩和
状況に応じた慎重

さを
新しい資本主義
分配重視の理念

消えた

気象記念日　「水
害に備える日」と

せよ

危うい中国の南太
平洋進出

子どものマスク
顔が見える日常

へ工夫を

犯罪被害者　事
件後の生活を支

える制度に

補正予算成立　そ
の予備費、適切で

すか
ウイグル弾圧　真
の調査で実態解

明を

重信房子氏の出
所　彼女はヒロイ

ンではない

医療人材生かす
幅広いタスクシェ

アを

ウイグルの人権
問題　大国の信
頼損なう弾圧だ

観光ランキング
日本の潜在力を
示した世界一

ワクチン４回目
着実に接種を進

めたい

首都直下地震
想像を巡らせ備え

たい
新潟知事再選

原発の独自検証
尽くせ

ウイグル内部文
書　国連は本格
的調査をせよ

嘆かわしい対北
制裁案否決

10兆円大学ファン
ド　研究の多様性

守る運営を

ファスト映画　無
断編集は違法だ

と心得よ

米の銃乱射事件
悲劇繰り返さぬ対

策を

防災の国民会議
「わがタイムライ

ン」を
ＡＶ対策新法　被
害救済に生かした

い

セクハラ疑惑　議
長は身の処し方

考えよ

賃金格差の開示
を女性の力生か

す契機に

広島でG7サミット
核軍縮の機運高

める場に

需給逼迫注意報
早めの節電を促

す仕組みに

道と札幌市　住民
目線で連携強化

を

精神科の拘束
患者の立場で見

直しを
技能実習制度

政治の責任で見
直せ

止まらぬ米乱射
銃規制強化をた

めらうな

南海トラフの事前
情報周知を

線状降水帯の予
報　命守るために

有効活用を

社会保障会議
負担増も具体的

に論じたい

ロシア人差別　人
権侵害は許され

ない

米国の銃犯罪　な
ぜ規制に踏み出

さぬ
首都直下地震　１
都３県は歩調合

わせよ

公的資金の重み
を地域再生につな

げよ

米国の小学校乱
射事件　いつまで
悲劇が続くのか

世界の食料危機
輸出阻む港湾封

鎖を解除せよ

食料危機深刻化
ロシアは封鎖の

解除を
かかりつけ医　機
能発揮できる制度

化を

経営監視の課題
残す私大改革

処理水の放出計
画了承　説明尽く
す姿勢見えない

北制裁に拒否権
国連を無力化す
る中露の横暴

社会保障改革
財源明示が議論

の前提
豪州の新政権

温暖化対策に本
腰を

中露が拒否権行
使　北を焚き付け

平和乱すな

ウクライナ危機で
重み増す気候適

応策

衆院予算委と首
相　議論を阻む予

備費の乱用

首都直下地震
新たな課題にどう

向き合うか

終盤国会　参院
選の争点明確化

を

グリーンボンド
資金の調達だけ

でなく
細田氏の言動

衆院議長の資質
欠く

訪日観光客の解
禁　コロナと共存

し回復図れ

保険証の改革は
患者目線で

訪日客の受け入
れ再開　感染状

況を注視し慎重に

阿武町の誤入金
ネットカジノの放

置は問題だ

ＪＲ社長交代　鉄
道網の将来像示

す時

新経済枠組み　ブ
ロック化は避けね

ば

銃社会の米国
人命を守る民主

主義を

ＷＨＯの台湾排除
感染対策に空白

域作るな

G7並みのインバ
ウンド受け入れを

早く

ウクライナ侵攻
食料危機の深刻
化　途上国救う手

立て早急に

衆院予算委員会
難局に対処する
具体論を語れ

吉川元議員有罪
国民の前で自ら

説明を

中国脅威論拡大
覇権主義的行動

改めよ

首都直下地震　も
う一度備えを見直

す

国民審査判断
憲法のあり方考え

る機に

世界の混迷映す
ダボス会議

首都直下地震の
想定　新たな課題

直視し備えを

吉川元農相有罪
職責への自覚な

き行為断じた

再エネ出力制御
送電網の独立急

ぎたい

名古屋市が敗訴
表現の自由、公

の場でも
在外国民審査

国会の怠慢直ち
に正せ

北のＩＣＢＭ発射
世界に弓引くのを

やめよ

食料安保の議論
急ぎ輸入頼みの

是正を

北朝鮮と中露の
「挑発」　緊張高
める行動を危ぶ

北ミサイル発射
反撃能力の具体
的構築を急げ

北朝鮮ミサイル
さらなる緊張あお

るな

最高裁国民審査
「市民の司法」の

ために
北朝鮮ミサイル
各国が挑発の歯

止めを

謎の４３００万円
金の流れに疑念

を残すな

国の怠慢戒めた
最高裁判決

国民審査巡る違
憲判決　在外投
票の実現を早急

在外国民審査
早急な制度改善
求めた最高裁

最高裁国民審査
在外投票の立法

急務だ

北ミサイル発射
日米韓協力で対

話促せ
日米豪印会合

包摂の秩序が目
標だ

拉致と米大統領
日米の結束で決

断を迫れ

首都直下地震の
被害はさらに減ら

せる

初の孤独・孤立調
査　実効性ある政

策が急務だ

日米豪印会談
重層的な協力担う

日本の役割

運航会社に処分
国の監督責任も

重大だ

日米豪印会合
緊張を高めぬ枠

組みに
学生の経済支援
必要な人に届く制

度に

クアッド首脳会合
「対中抑止」を一

歩進めた

日米韓の警告無
視した北朝鮮

米主導の経済連
携　中国排除だけ

では動かぬ

水際対策緩和
往来の回復へ着

実に取り組め

日米豪印会合
連携強めアジア

安定を

安保法制判決
戦争の危険考え

たのか

元農相有罪判決
説明責任尽くさぬ

政権党

在外国民審査違
憲判決　民主主

義の権利、認識を

国民審査制限に
「違憲」　制度改
善、国会は責任

果たせ

改正公益通報法
施行　告発守る本

気度足りぬ

2022/5/28

女性支援新法
官民連携し自立

の後押しを

2022/5/25
物価2％上昇　好
循環へ政府の対

策急げ

新経済圏ＩＰＥＦ発
足　対中国へ、利

点問われる

ＩＰＥＦ始動　危うい
中国排除の目的

化

ワクチン接種後の
不調　対応と解明
に政府は努力を

予備費の乱用
財政民主主義

骨抜きに

民事裁判のＩＴ化
安心して使える制

度に

2022/6/4

吉川元農相に有
罪　政官業の癒

着断ち切れ

首都直下地震、
被害想定　木密リ
スク、防災力で補

おう

侮辱罪の厳罰化
消えぬ懸念、審議

を尽くせ

線状降水帯の予
報　命守る行動に

生かそう

週のはじめに考え
る　金が天下を回

らぬわけ

2022/6/12
アジア安保会議
力の支配許さぬ

連携を

あおり運転判決
犯罪と認識し根絶

目指せ

給付金詐欺　制
度設計の甘さ検

証を

週のはじめに考え
る　不都合な歴史

封印する国

ため池の水難事
故防止　公助、共
助、自助で命守ろ

う

2022/6/10
骨太方針　財政
規律の緩みは危

うい

日米豪印の連携
地域の秩序安定

へ貢献を

少子化の厳しい
現実に目を背ける

な

2022/6/1
補正予算成立、
審議の空洞化が

目に余る

骨太方針　岸田カ
ラーどこ行った

歳費法改正また
先送り　自浄能力

のなさ表れた
2022/6/11

2022/6/9

細田氏の言動
衆院議長にふさ

わしいか

「骨太の方針」閣
議決定　緩みきっ
た財政規律に懸

念

歯科健診の義務
化　フレイル対策

に生かそう

2022/5/26

2022/5/29

核禁条約会議不
参加へ　廃絶へ
日本の決意示せ

週のはじめに考え
る　未来閉ざされ

たロシア

青森の津波被害
想定　寒冷地特
有の対策が急務

だ

侵攻と食料危機
ロシアは海上封

鎖を解け

新しい資本主義
分配重視なぜ色

あせた

災害への備え　そ
の時の自分を想

像する

「勤労者皆保険」
提唱　負担の形、
示すことが先決だ

新しい資本主義
実行案　「果実の
再配分」はどこへ

泊原発差し止め
判決　北電の安
全軽視を断じた

2022/5/27
【特派員オンライ
ン】銃所持増えれ
ば事件防げる？

新しい資本主義
分配重視はどこ

へ消えた

2022/6/6
博物館法改正

運営支えつつ質
の向上を

不妊の保険適用
拡大　対象外にも

目配りせよ

2022/6/7

福島・葛尾の避難
解除　住民の不
安解消を第一に

男女賃金差公表
政府は是正へ本

気出せ

拒否権の説明
安保理改革を促

す一歩に

ペーパーティー
チャー　学校が力
を借りる仕組みを

細田衆院議長の
言動　「三権の
長」の資質欠く

2022/6/2

訪日客受け入れ
再開　新たな観光

戦略の構築を

2022/6/5

休み

島根原発２号機
「同意」　安全の
課題なお山積み

再開４年目の商
業捕鯨　協業化
進め採算性向上

を

2022/6/3
普賢岳災害31年
よそ事でない富士

山噴火

げ　借りた金、国
がまず返せ

死亡　真相究明こ
そ改革の前提だ

巨大ＩＴ規制　スマ
ホ寡占　弊害減ら

せ

訪日観光の再開
前のめりに危うさ

ないか

外国人材の受け
入れ　人権軽視

の制度、改正急ご
う

日銀総裁発言
国民感覚とずれ

過ぎだ

出生数、最少更
新　アフターコロ
ナ、挽回の好機

2022/6/8
少子化の加速

危機克服へ対策
立て直せ

2022/5/30
議員定数見直し
住民参加で最適

解を探れ

2022/5/31
梅雨への備え

「命」を守る行動
につなげ

訪日観光の再開
感染対策との両

立図れ

　
張緩和へ対話の

継続を
2022/6/14

女性支援新法
実態踏まえ対策

強化を

赤字ローカル線
の存廃　維持の

方策、官民で探り
たい

泊原発差し止め
不十分な津波対

策に警鐘

泊原発差し止め
事業者の資質問

う判決

泊原発運転差し
止め　安全対策軽

視への警鐘だ



米の拡大抑止
核戦争のリスク直

視を

地域の安定へ日
米は豪印との連

携深めよ

日米首脳会談
安保強化は９条

枠内で
日米首脳会談

対中　力に傾斜の
危うさ

私権制限の議論
促す時短判決

日米首脳会談
中国とは対話も重

ねよ

米韓首脳会談
視野広げ　連携再

起動を

侵略国ロシア
「北方の脅威」に

も備えよ

ウクライナ侵攻
防衛装備品の提
供　なし崩しにな

らぬ議論を

豪政権交代へ
対中政策堅持で
地域安定保て

「借金」１千兆円
野放図な歳出見

直しを

年金制度の改正
シニアの就労後

押しを

地域の脱炭素
足元からの挑戦

育もう

クリーンエネ戦略
原発新増設から

逃げるな

文楽座命名150年
時代超え魅力引

き継ごう

知床事故１か月
杜撰な運航なぜ
防げなかった

薬の緊急承認
安全性確認より慎

重に

敵基地攻撃能力
他国防衛にも使う

のか
米韓首脳会談

北非核化へ攻勢
に転じよ

EVシフトへ柔軟な
生産体制の工夫

を

世界的な木材価
格高騰　持続的
林業を探る契機

米韓首脳会談
盤石な抑止体制
の構築を急げ

福島の避難解除
国に地域を支える

責務
子供とスポーツ
体動かす環境大

人が守れ

中国抑止へ重責
担う豪新政権

バイデン氏の日
韓歴訪　対北朝
鮮で連携再構築

名前の読み仮名
戸籍記載を円滑

に進めたい

大企業の好決算
国内設備や人に

投資を
社会保障改革

問われる覚悟と実
行力

ミャンマーの混迷
危険への歩み見

過ごすな

米韓同盟と連携し
3カ国体制を盤石

に

マイナス成長と物
価高　回復は暮ら

し支えてこそ

マスクと接種　混
乱が心配されるあ

いまいさ

コロナ対策　緩和
は体制強化が前

提

キャビア初出荷
可能性追った過

疎の村
研究者の雇用

安定した職が成
果生む

全世代型社会保
障　画餅とせず具

体的工程を

給付充実だけの
議論は困る

不祥事相次ぐ維
新議員　ガバナン
スの不全が問題

処理水放出了承
安全性周知へ情
報発信強めよ

新たな教員研修
技量向上へ内容

充実を

新電力の苦境
再エネ主流への

分岐点

日中外相協議
大局的な対話の

拡大を

全世代型社会保
障　画餅とせず具

体的工程を

賃上げ伴う物価
上昇の好循環を

総力で

ウクライナ侵攻
NATO北方拡大
露の対抗措置は

許されぬ

品薄続く後発薬
安定供給は国と
業界の責務だ

ＧＤＰマイナス　消
費後押しする政策

を

コロナ検証会議
人選と期限に疑

問残る

北朝鮮と感染　国
際支援受け人命

救え

処理水の海洋放
出　妖怪「風評」

の根を絶とう

記事表示の対価
は欧州参考に

米国のアジア外
交　緊張招かぬ
抑止と対話を

文化財の盗難
管理の甘さを突か

れている

丘珠滑走路延長
具体性ある構想

が必要

新電力の苦境
再エネ主流への

分岐点
自民と国民民主
連立か否か　態

度明確に

ＮＡＴＯ北方拡大
露大統領の戦略

的敗北だ

日本企業は人的
資本の質向上に

創意を

熱海土石流の報
告書　行政は失
敗の責任自覚を

北欧の加盟申請
露が自らＮＡＴＯ

拡大呼んだ

マリウポリ制圧
戦争の泥沼化が

心配だ

北コロナ急拡大
軍事挑発してる場

合か
難民の受け入れ
「人権」「公正」の

実現を

ＧＤＰ年率１％減
消費を支え物価

高克服を

国は「脱マスク」へ
ルール示せ

足踏みするデジタ
ル庁　司令塔強
化は政治主導で

ＧＤＰマイナス　不
安の軽減で貯蓄

を消費に

福島処理水放出
技術過信を繰り返

すな

ＧＤＰマイナス　消
費刺激へ減税も

探れ
建設統計不正

事態の深刻さ　直
視せよ

北コロナ感染拡大
まず軍事挑発停

止が先だ

経済活動再開の
明確な見取り図を

示せ

時短命令に違法
判決　行政に慎重

な適用求めた

脱炭素戦略　巨
額の投資をどう引

き出すか

時短命令「違法」
行政の行き過ぎ

に戒め

コロナ対中提言
なぜ聞く耳持たぬ

のか
コロナ検証会議

期限ありきのおか
しさ

原発審査の提言
首相が再稼働を

主導せよ

メガ銀はリスク管
理万全に

香港長官に警察
出身者　加速する
中国化を危ぶむ

盛り土の規制　土
石流災害を防ぐ

対策急げ

建設統計不正
徹底検証し再発

防止を

ＡＶ被害新法　若
年層救済を優先し

て
欧州の安保　結

束と対話の両輪こ
そ

上場企業はお金
の使い方が問わ

れている

観光船の安全対
策　国は規制の
問題点検証を

米ＡＳＥＡＮ　イン
ド太平洋安定へ

協調せよ

ＮＡＴＯ拡大へ　ロ
シアの侵略の帰

結だ

ＮＡＴＯ申請へ　北
欧の危機感の表

れだ
企業の好決算

株主以外にも還
元を

線状降水帯予測
は使いやすく

比大統領にマルコ
ス氏　地域安定は
「脱・強権」から

公的資金申請
中小企業支える
地銀の強化に

津波からの避難
住民守る施設の

整備を

企業収益好調
賃上げにつなげて

こそ

ゲノム情報　差別
防ぐルール作りを

深まる日ＥＵ安保
欧州へ海自派遣

の検討を

ロシアが迫った北
欧2国のNATO加

盟

年金受給年齢
生涯現役社会を

どう構築する

暴力団の排除
潜在化にも対処

が必要
新産業政策　失
敗の歴史繰り返

すな

免許更新制の廃
止　教員の資質
向上策明確に

中国経済失速の
影響注視を

伝統芸能　次代
の担い手を確保し

たい

秋元札幌市政
住民と向き合う努

力を
コロナ対策は丁寧
に検証し改革へ

道筋を
テレワーク定着へ

知恵絞ろう
空自官製談合　Ｏ
Ｂ介した癒着また

か

薬の緊急承認制
度　国産開発の
遅れ挽回せよ

経済安全保障法
の成立　乱用防
止へ国会が監視

日ＥＵ首脳協議
国際秩序を守る

決意示した

経済安保法成立
過剰介入の懸念

拭えぬ

焼津カツオ窃盗
「公器」の意識が

欠如
観光船事故　国
の対応も検証課

題だ

部活指導の暴力
外部の目が届く仕

組みを

政府のコロナ検証
お手盛りでは意味

がない

企業決算改善
経済の好循環を

呼ぶ起点に

部活の地域移行
安心できる環境整

備を

侮辱罪の厳罰化
言論封殺の危惧

を持つ
経済安保法　懸
念残した国会審

議

沈没事故と国交
省　再発防止に全

力を挙げよ

企業は親子上場
の弊害防止に力

を尽くせ

比次期大統領
地域の安定へ連

携働きかけよ

旅客船の安全策
人命最優先で再

構築を

ＪＲ議員パス　廃
止含めて見直し急

げ
博物館の将来

課題山積、解消を
急げ

新型コロナ対策
屋外ではマスクを

外そう

原油禁輸は代替
調達を万全に

再生エネ拡大　地
元住民の不安払

拭が必要だ

比の新大統領
強権路線の継承

危うい

新型コロナ対策
知見生かして効

果的に

フィリピン　強権を
引き継ぐ危うさ

経済安保法成立
効果的運用で備

え強化を

首相はインバウン
ド再開へ指導力

示せ

米が金融引き締
め加速　市場の混
乱招かぬように

経済安保法成立
官民の連携で産
業と技術守れ

ロシア石油禁輸
暮らしの痛み最小

限に

知床観光船事故
不適格業者一掃

せねば
原発事故賠償

実態踏まえ基準
見直せ

マルコス比大統領
対中融和路線で

良いのか

海の安全守る
ルールづくりを

部活動指導者の
暴力　教育どころ

か人権侵害だ

医学部入試差別
女性活躍へ職場
改革が急務だ

日鋼室蘭の不正
積年のうみ徹底

除去を

韓国新政権発足
日韓改善へ首脳

会談を
韓国新大統領

「自由」守護し、前
進を

こども家庭庁　躊
躇なく踏み込む覚

悟を

企業の活力そが
ずに経済安保の

強化を

点字毎日が創刊
100年　「共生社
会」実現目指して

韓国新政権発足
日米との連携で
抑止力向上を

プーチン氏演説
侵略は正当化で

きない

比の新大統領　マ
ルコス氏は政策

語れ
地質に親しむ　大
地に関心　変わる

風景

韓国新大統領
対日改善策を明

確に示せ

比新政権と安保
連携を深めよ

韓国新政権と日
本　関係修復し難

局に対処を

ＥＶ競争激化　日
本の出遅れどう挽

回するか

韓国に尹大統領
対日改善待ったな

しだ

ロシアと欧米　破
局回避へ意思疎

通を
プーチン演説　許
されぬ侵略の正

当化

プーチン氏の演説
侵略正当化は容

認できぬ

岸田首相は「貯蓄
から投資へ」の肉

づけを

水田転作交付金
厳格化の影響は

大きい

香港行政長官選
「一国二制度」の

終えん
大学ファンド　疑
問の解消はるか

遠く

ロシア産石油禁
輸　日米欧で包囲

網を強めよ

尹氏は世界視野
で日韓を語れ

ＩＲ計画申請　国
は根本から見直し

を

ロシア石油禁輸
暮らしへの影響抑

えて
2022/5/9

「キシダに投資を」
看板だけに終わら

せるな

追悼と和解の日
に泥塗ったプーチ

ン演説

外国人労働者
特定技能３年の
検証を丁寧に

香港行政長官選
非民主的な中国

介入だ
デジタル監交代
「推進力」の低下

を避けよ

警察出身者率い
る香港を憂う

幼児の転落事故
ベランダや窓を点

検したい

訪問ケア　安心し
て働ける環境を

「桜」費用補填
安倍氏の口から

説明を

首相の６カ国訪問
対露圧力にアジア

の声を

「健康特区」から
改革都市の連携

広げよう

岸田首相のアジ
ア外交　地域安定
に主導的役割を

首相欧州歴訪
対露圧力の国際

協調を強めよ

米が大幅利上げ
自国偏重でない

判断を

ワンストップ　市民
目線の行政、さら

に
日欧首脳外交

多角的な連携築く
時だ

香港行政長官選
中国の茶番劇は

認めない

分断の修復を試
す米中間選挙

国民民主と与党
の協議　国会軽

視を助長している

中小企業の債務
倒産の急増防ぐ
丁寧な支援を

知床の沈没事故
国側の対応も問

われる

マクロン大統領
早期停戦へ指導

力を
日米同盟強化で
未曽有の危機に

備えよ

米大幅利上げ　世
界経済のリスク点

検怠れぬ

衆院「１０増１０
減」　履行が立法

府の責務だ

恐れる病はコロナ
だけでない

ロシア人差別　侵
略批判の的は国

家指導者だ

生理の貧困　社
会全体で取り組み

を
ケアを担う子　早
期把握と支援強

化を

米インフレ抑制と
世界経済の安定

両立を

北ミサイル発射
核戦力強化は深

刻な脅威だ
特殊詐欺再燃

対抗力高め被害
を防ぐ

エンタメの仕事環
境を健全に

こどもの日　不安
のサインを見逃さ

ぬよう

原発テロ対策　視
野を広げて徹底を

食品ロスの削減
事業者の努力も

不可欠だ

子どもがのびのび
育つ国になれる

のか

露の侵略長期化
誤りを認めない

プーチン氏

夕張破綻１５年
将来像の提示が

必要だ

2022/5/19
党首討論　国会
活性化の初心に

返れ

2022/5/23
国際秩序を支える
日米首脳の責務

中国ゼロコロナ
行き過ぎた政策を

見直せ

勤労者皆保険
問われる負担の

在り方

北欧２国ＮＡＴＯへ
緊張緩和の手段

も探れ

コロナ検証に１ヵ
月　長期の苦闘、
甘く見てないか

部活の地域移行
まずは受け皿を

整えたい

ＧＤＰマイナス　小
手先の対応だけ

では

2022/5/22
赤字鉄道路線

「地域の足」維持
に知恵を

フィリピン大統領
強権排して地域

の安定を

近づく参院選　目
指す社会像、競い

合え

週のはじめに考え
る　社会動かす

「筋力」育む

衆院１０増１０減
実現へ　地方の
声聴き不断の改

革を

韓国新政権始動
日韓再構築へ首

脳会談が礎

2022/5/21
コロナ対策転換
混乱回避へ丁寧

な説明を

コロナ対策の検証
「違法」判決、一

石投じた

ＮＡＴＯの北方拡
大　軍事強化の

連鎖を招くな

2022/5/20

公益通報の法改
正　健全な事業活

動に生かそう

2022/5/17

コロナ対策の強化
司令塔への権限
集中を　病床確保
は強制力伴う措

置で

加害者の家族
公的な支援態勢

の検討を

知床観光船事故
の教訓　国の

チェック甘過ぎた

本紙創刊１３０周
年　新たな時代、

地域と歩む

魔法の言葉を唱
えると　こどもの

日に考える

2022/5/6
孤独・孤立対策
いびつな社会の

変革こそ

子どもと政策　大
人目線だけでは

困る

トルストイを読み
直す　戦争と平和

を考える

複数人乗り自転
車　安全運転に細

心の注意を

戦争と子どもたち
憎悪と分断、禍根

とならぬか

こどもの日に　だ
れしもが幸福な未

来を

「こどもの日」と平
和　大切さ共に考

える機会に

こどもの日　ひとり
ひとりが宝もの

希望を持ち続ける
人に

ＥＵ大統領の広島
訪問　核廃絶の
決意広げよう

水田活用交付金
見直し　転作の支
え、揺るがす変更

だ

沖縄の重み再確
認する復帰50年

に

2022/5/18
企業の好決算

経済の底上げに
つなげよ

2022/5/8
侮辱罪厳罰化

慎重な審議を求
める

ハラスメント　政治
家が率先してなく

せ

ため池の老朽化
改修急ぎ豪雨に

備えよ

週のはじめに考え
る　何が「帝国」へ

誘うのか

０次の備えを考え
る　防災グッズを

持ち歩こう

2022/5/7

2022/5/4
IR計画審査へ　長
崎 大阪ともに疑

デジタル構想と地
方制度　一極集

「平和国家」は色
あせず　憲法施行

男女賃金情報公
表へ　格差是正

膨張するサイバー
空間　民主主義

こどもの日　意見
を表明できる社会

に
2022/5/5

日本の難民受け
入れ　「鎖国」政
策を改める時だ

露の入国禁止
孤立深める愚か

な策だ　首相は追
加制裁をリードせ

よ

沖縄復帰５０年
「基地なき平和」

が基本だ

コロナ検証会議
現場の苦闘に目

を向けよ

広がる地域留学
高校生の生き抜く

力育もう

ロシアの戦勝記
念日　身勝手な主

張許されぬ

プーチン氏演説
侵略正当化、非
道続けるのか

ロシア戦勝式典
プーチン氏の虚言

は通用せぬ

時短命令「違法」
判決　安易な私権

制限許されぬ

2022/5/10

ツイッター買収
自由と公共性の

両立図れ

大学ファンド　学
問の自由、守れる

のか

コロナ対策の転換
期　心身のケアに

も気配りを

戦時下のスポー
ツ・芸術　国家超
えた価値守りたい

「拘禁刑」新設へ
再犯防止に効果

的な処遇を

中学部活の地域
移行　受け皿や人
材確保を柔軟に

外国籍住民の人
権　放置できない

「憲法の空白」

日本の対ロ戦略
アジアで協調国を

増やせ

孤独・孤立対策／
実態踏まえ支援

拡充を

世界のエネル
ギー不安　脱炭素
の歩み止めぬよう

園芸の大規模団
地構想　農家所
得の向上図る機

会に

2022/5/16
経済安保法成立
恣意的運用の懸

念拭えず

香港の新行政長
官　中国は押し付

け改めよ

「うちなー世」はま
だか　沖縄復帰５

０年に

2022/5/14

2022/5/12

韓国に新政権　日
韓関係を改善す

る好機

経済安保法成立
慎重運用が求め

られる

宮城の津波浸水
想定　命と生活守
るための警告だ

2022/5/11
プーチン氏演説
侵略を正当化す

る詭弁だ

尹大統領就任
日韓関係改善の

契機に

2022/5/13

ウクライナ侵攻
プーチン氏の演説
蛮行の正当化は

できない

小学生ケアラー
早期に見つけ出し

支援を

沖縄復帰50年
「本土並み」実現

せねば

週のはじめに考え
る　基地存続に無

念の涙雨

沖縄日本復帰５０
年　「痛み」への
感度取り戻そう

休み

沖縄復帰５０年
自立と安定の未

来を築きたい

2022/5/24

日米首脳会談
同盟で台湾防衛

に当たれ　日本は
ＩＰＥＦに積極関与

を

日米首脳会談
防衛力強化を見

極めたい

広島サミット決定
核なき世界、議論

の場に

コロナ下の「脱マ
スク」　過渡期の
混乱回避策、不

可欠

日米首脳会談
平和と安定へ外

交努力を

日米首脳会談
揺るがぬ同盟で
国際秩序守れ

岸田・バイデン会
談　日本が外交
力を示す時だ

侮辱罪の厳罰化
法案　懸念拭え
ず、検討し直せ

沖縄復帰から50
年　続く不条理を

放置できぬ

沖縄復帰５０年
協調と発展の道を
進め　県は抑止力
の大切さ認識を

沖縄復帰５０年
いったい日本とは

何なのか
2022/5/15

沖縄復帰50年
「祖国」は期待に

応えたか

コロナと暮らしの
安心　誰も取り残

さない社会に



戦争と子ども　寄
り添い　耳を傾け

て

ソロモン諸島　中
国の軍事進出許

されぬ

スマホOS寡占に
対処を

カジノ誘致　収益
に頼る地域振興

は適切か

学術会議問題
任命拒否の早期

解決を
デジタル規制改革
のスピードを上げ

米欧とASEANつ
なぐ責務

支局襲撃３５年
暗黒の時代に戻

さない

改正外来生物法
生態系再生への

好循環を

人権守り危機に
備える憲法論議を

深めよ

巨大ＩＴ寡占　規制
強化への論議が

急がれる

孤独・孤立調査
若年層にも対策

が急務
旭川のいじめ　認
定拒んだ経緯検

証を

文大統領の妄言
関係悪化は貴方

のせいだ

実車試験を事故
減に生かそう

コロナと高齢者
自粛生活でも体
力維持したい

独・孤立調査　若
年層にも対策が

急務
日独首脳会談

対中露で連携強
化を図れ

リフィル処方の一
律拒否を認めるな

首相アジア歴訪
国際秩序を守る
連携深めたい

ツイッター買収
公共性踏まえた

経営を
４回目の接種　６
０歳未満への説

明丁寧に

就業体験を採用
改革の一歩に

鉄道の赤字路線
経営努力だけで
維持できるか

スマート農業　産
官学の連携広げ

たい

武器の提供　なし
崩し拡大を危ぶむ

小学生大会の廃
止　まず大人が意

識の変革を

日独首脳会談
対露圧力強化へ

Ｇ７牽引せよ

寿都議事録開示
独断専行の弊害

あらわ

日銀と円安　影響
の見極め、細心に

ツイッター買収
言論の自由は責

任を伴う

悪質クレーム　理
不尽な要求は許

されない

国連トップ仲介
停戦への説得粘

り強く
観光船事故　安
全軽視が生んだ

悲劇

コロナ下のＧＷ
検査とワクチンの

徹底を

世界秩序の安定
へ日独の責任は

重い

観光船の社長会
見　安全意識の
欠落明らかに

知床観光船事故
誤った出航判断
が惨事招いた

物価高と日銀
２％目標から脱却

急げ

カジノ計画　この
まま走る気なのか

観光船事故原因
前兆の見逃しが

許し難い

量子技術で存在
感示す戦略を

大阪、長崎がIR申
請　突き進んでは

禍根を残す

中国と南太平洋
軍事拠点化を防
ぐ手立て急げ

知床の運航会社
危機意識甘く責任

重大

物価高対策　負
担分かち合う戦略

を

資源高・円安には
腰を据えた対応を

ウクライナ侵攻
国連トップの訪露
停戦に向け更なる

関与を

ツイッター買収
有害情報の自由

化は許されぬ

講和条約７０年
対米偏重でない

協調を

ツイッター買収
自由と公共性保

てるか

ウクライナ支援
外交の再起動も

必要だ

自らの首絞めるガ
ス供給停止

ワクチンの4回目
接種　対象限定
の説明を丁寧に

電動自転車　安
全第一で使いこな

したい

占領地住民投票
ロシアに正当性は

ない

中国と南太平洋
新たな火種とせぬ

よう
韓国新政権　首
相訪韓で関係改

善を

原油高対策　価
格介入はもはや

限界だ

金額ありきではな
い防衛力強化の

議論を

政府の物価高対
策　選挙目当てが

過ぎないか

安保戦略提言
実効性ある反撃
能力を整えよ

緊急物価高対策
暮らしの不安拭え

ない

桜を見る会　安倍
氏にも政治責任

が
アサリ産地偽装
流通の透明性高

めよ

露副首相の暴言
駐日大使追放で

抗議示せ

日韓改善へトップ
が示す決意

日露サケ・マス交
渉妥結　漁業守る
取り組み継続を

経済対策決定
燃料価格の抑制
は限界に近い

統一選あと１年
自治の形　今から

議論を

総合緊急対策
暮らし守る熱意足

りぬ
フランス大統領

国内外の分断修
復を

マクロン氏再選
対露制裁で指導

力発揮を

ツイッターの公共
性と社会的責任を

問う

知床の観光船事
故　惨事招いた責

任は重大だ

マクロン氏再選
欧州の安定へ重

責を果たせ

マクロン氏再選
欧州の結束へ指

導力を

知床観光船事故
安全確認を徹底

せねば

学術と政治　ある
べき関係作り直せ

不動産の相続訴
訟　過度な節税策

への警鐘だ

整合性に欠ける
物価高対策

マクロン仏大統領
再選　欧州安定に

役割果たす時

政府の巨額基金
増やすなら点検
強化が必要だ

学生の就業体験
学業優先が前提

になる

韓国代表団来日
関係改善の好機

生かせ

観光船遭難　尊い
命なぜ失われた

知床観光船事故
業者は安全第一

の確認を

マクロン氏は分断
埋め欧州の結束

固めよ

参院の選挙制度
改革　今度も間に

合わなかった

知床観光船遭難
不明者の捜索に

全力を挙げよ

知床観光の海難
捜索と原因究明

全力で

パワハラ防止　経
営者の決意問わ

れる
世界経済減速

ショックの偏りを
防げ

露侵略と途上国
苦境にも結束し対

処せよ

事故究明と連休
の安全徹底を

広がる遺伝情報
の利用　差別生ま
ぬルールが必要

参院石川補選
自民党は勝利に

気を緩めるな

学生の就業体験
学業優先が前提

になる

ネット閲覧履歴
利用者保護が最

優先だ
日韓合意発言

懸案解決への一
歩とせよ

労働者救う解雇
の金銭解決の制

度化急げ

電動キックスケー
ター　安全守る新

制度の運用を

デジタル教科書
紙を補助する活
用法が有効だ

サケ・マス交渉
漁業権益守る努

力必要

補正予算編成
選挙の思惑が露

骨すぎる

成年後見制度を
もっと身近に

ウクライナ侵攻
日本のロシア人
国籍理由の差別

許されぬ

業績開示見直し
投資家に必要な
情報の精査を

「攻撃能力」提言
専守防衛を逸脱

するな

予備費の乱用
立法府の自己否

定だ

自民の安保提言
「反撃能力」は当

たり前だ

値上げを機に付
加価値重視の経

営を

自民の「反撃能
力」案　専守防衛
と整合するのか

プーチン発言　作
戦中止なら救出

へ道を開け

近づく大型連休
コロナ警戒を怠ら

ずに

自民の安保提言
軍事大国化は許

されぬ
反撃能力提言

危うい本質は変わ
らず

円安の加速　政
府・日銀の責任は

重い

公平で透明な相
続課税制度に

京大保管の琉球
遺骨　返還への
道筋探るべきだ

コロナワクチン
若者の３回目接

種が課題だ

マリウポリ攻防
市民の安全確保

急務だ

大事故の遺族会
コロナと高齢化で

苦闘

党首討論　原点に
返り早期開催を

Ｇ２０財務相会議
なぜ退席しなかっ

たのか

「マリウポリ解放」
を主張するなら撤

兵を

韓国代表団の来
日　関係修復が
互いの利益だ

Ｇ２０財務相会議
機能不全の責任

は露にある

ビザなし３０年　草
の根の信頼保ち

たい

国際卓越研究大
学問への介入が

心配だ

誤認起訴　真相と
責任を明らかに

池袋事故３年　高
齢者運転対策の

充実を

4回目接種は効果
を吟味せよ

ウクライナ侵攻
分断深まるG20
苦境の途上国救

量子技術戦略
実用化に向けて
巻き返し図れ

Ｇ２０財務相会合
経済悪化回避へ

結束を

旭川中２凍死　い
じめ認定遅きに失

す
香港行政長官

「警察都市化」を
憂う

ウクライナ避難民
入管制度の改革

が必要だ

G20の亀裂を協調
の停滞につなげる

な

旭川の中2いじめ
認定　黙殺の経
緯と責任糾明を

避難民支援　人
道危機に迅速な

対処進めよ

ロ軍の攻撃激化
「東部解放」正当

性ない

今夏の参院選
野党は選択肢を

明確に
「こども」法案　実
効性高める論戦

を

旭川の中２凍死
いじめ放置許さぬ

政策を

南太平洋で高ま
る中国の脅威

中国のコロナ対策
「ゼロ」にこだわる

危うさ

自治会の将来
住民が入りたいと

思う組織に

新ワクチン承認
長期的視点で活

用策を

円安危険水域に
生活への打撃避

けねば

国連改革と日本
国際合意築く調整

役に

第４のワクチン
安定供給体制に

万全期せ

侵攻が招く世界経
済の下振れに結

束示せ

ウクライナ侵攻
露の東部攻撃激
化　さらなる暴挙

を非難する

北欧の脱「中立」
露がＮＡＴＯへの

傾斜招いた

新電力の経営難
安定供給と競争

両立を

中国ゼロコロナ
住民の忍耐も限

界だ

税制のゆがみ　時
代に沿った見直し

を

韓国訪日団　関
係改善望むなら

行動で

吉野家発言は対
岸の火事か

ツイッターに買収
提案　問われる
SNSの公共性

福島県の汚染土
最終処分への道

筋どう示すか

公立夜間中開校
学ぶ権利支える

拠点に

戦争とヘイト　ロシ
ア人差別許され

ぬ
議員の資産公開
透明性高める改

革を

四半期開示　経
営改革へ見直し

続けよ

短信一本化でも
四半期開示の量

と質保て

20年ぶりの円安
弊害直視した対

応が急務

香港の行政長官
住民ではなく中国

が選んだ

米国の核政策
緊張高めず軍縮

の道を

緊急事態条項
改憲ありきでない

のか
日米貿易協定

「看板倒れ」にあ
きれる

安保理の拒否権
無力脱却へ弛ま

ぬ行動を

リスキリングを成
長戦略に

犯罪被害者の支
援　拡充する手立

て探りたい

佐々木朗希快投
じっくり育てた「令

和の怪物」

鳥インフル発生
拡大防ぐ対策を

万全に

威嚇するロシア
自分の首を絞め

るだけ
上海の混乱　人

道を重視した対応
を

私大のガバナンス
チェック機能増す

改革を

中国経済を覆う
「ゼロコロナ」とい

う重荷

自民の議員任期
延長論　透ける
「政府の権限強

印の対露外交
大国の責任を果

たすべきだ

北電泊停止１０年
原発担える組織

なのか

新型コロナ対策
検証を重ね次に

備える
ガソリン補助　価
格介入拡充は疑

問だ

科学技術週間
研究開発を支える

社会に

北朝鮮は「核」を
もてあそぶな

ウクライナ侵攻
文化財の危機

人類の宝失われ

新興企業の支援
円滑に資金が流
れる有効策を

日本のＥＶ戦略
総力挙げて巻き

返しを

ＩＰＣＣ報告書　地
球全体の安全保

障だ
コロナ禍と孤独

多様なつながり再
評価を

企業は株主と従
業員の利益両立

を目指せ

参院選に臨む野
党　政権へのスタ

ンス明確に

２０年ぶりの円安
急激な変動への

警戒を怠るな

五輪招致調査
不信の声にも耳

傾けよ
米の人権報告書
ウイグル弾圧阻

止へ動け

博物館はもっと情
報発信を

外国ルーツの子
ども　日本語習得

支える制度を

線状降水帯予報
早めの住民避難

につなげたい

緊急事態条項
冷静な議論が欠

かせぬ
文通費日割り　使
途公開も必ず実

現を

北欧２国の転換
「ＮＡＴＯ加盟」は

当然だ

送電網を整備し再
生エネを最大限

生かせ

ウクライナ侵攻
非人道的兵器

廃絶からの逆行

南シナ海警備　沿
岸国の能力向上

を支援せよ

旭川中２いじめ
命なぜ救えなかっ

たか

アサリ激減　「適
度な栄養」で再生

を
ロシアの侵略　人
間の尊厳認めぬ

蛮行

来冬も電力逼迫
安定供給へ原発

活用せよ

ヤングケアラーに
支援の手を

佐々木投手の快
挙　「大切に育て

る」広めたい

旭川の中２凍死
いじめの認定はな

ぜ遅れたか

迫る第７波　高リ
スク者対策強化を

ウクライナ侵攻
印は「仲介」に動

けぬか

第７波への対応
政治の力が試さ

れる

日露サケマス交
渉　権益確保へ
毅然と対処を

新興国経済の復
調へ危機の連鎖

を防げ

ウクライナ侵攻
北欧の脱中立化
露の蛮行が招い

た転換点

欧州のＩＴ規制　健
全な競争促す先

例となるか

ロ軍東部で攻勢
作戦中止し即時

停戦を

敵基地攻撃能力
専守防衛の意義

は重い

2022/4/18
赤字ローカル線
JRと地域で将来

像描け

サイバー警察局
発足　実効性ある

国際連携を

「生理の貧困」問
題　幅広い視点の

取り組み必要

2022/4/15
熊本地震6年　次
なる「脅威」に備え

た

「第７波」への備え
先手で医療の逼

迫防げ

オンライン国会
課題山積、丁寧な

合意 成を

2022/4/16
産地偽装対策

熊本方式で流通
を透明に

小学生ケアラー
周りの大人が気

付こう

経済安保法案成
立へ　広い政府裁
量、運用は慎重に

2022/4/17
福島宮城地震

「連続被災」の傷
深く

IPCC報告書　温
暖化対策に猶予

はない

日大の再発防止
策　口先だけでは

許されぬ

週のはじめに考え
る　「バズーカ」の

音はやまず

全柔連、小学生
大会廃止　勝利

至上主義、見直す
契機に

2022/4/19
北欧の脱「中立」
転換を迫るロシア

の暴挙

緊迫する朝鮮半
島情勢　日韓の
連携強化、不可

欠

戦争犯罪の捜査
非道の立証へ証

拠集め急げ

知床観光船事故
惨事なぜ防げな

かった

岩手の津波浸水
想定　命守る対策

強化の契機に

2022/4/21
新電力の撤退

混乱防ぎ安定供
給を保て

来年のＧ７サミット
広島開催へ機運

高めよう

止まらぬ「悪い円
安」　中小と家計
への対応急げ

2022/4/20
公立夜間中学

学び直す場を九
州全域に

ウクライナ避難民
支援　「鎖国」政
策、国は改めよ

薬害Ｃ型肝炎被
害救済　時間との
闘い、早期審議を

2022/4/22
線状降水帯　早
期予報で適切な

避難を

低所得世帯への
支援　参院選対
策が目に余る

穀物不足懸念強
まる　自給率向
上、世界への責

務だ

2022/4/23
国連安保理改革
拒否権の乱用に

歯止めを

年金引き下げ　抜
本的見直し議論

せよ

修学支援の拡充
子育て世代の
ニーズ直視を

海岸防災林の整
備　持続的管理、
次世代と連携を

2022/4/28
物価高対策　予
備費の膨張に歯

止めを

物価高緊急対策
一時しのぎ、度が

過ぎる

インターン情報の
活用　極端な「青
田買い」回避を

主権回復７０年
占領の呪縛を解く
ときだ　ウクライナ
の悲劇から学べ

2022/5/1

難民鎖国の返上
今こそ入管行政

の改革を

マクロン大統領再
選　極右勢力の

伸長に懸念

参院選公示まで２
カ月　緊張感なき

政治の打破を

水俣病確認66年
国は解決への「岐

路」探れ

「カジノ」２地域が
申請　前提崩れ
立ち止まる時

戦争と平和を考え
る　「法の支配」を

諦めない

孤独・孤立の実態
調査　実効性ある

施策に生かせ

2022/4/24
復帰50年決議

沖縄に有言実行
で応えよ

サンフレ３０周年
集客へ魅力向上

図ろう

週のはじめに考え
る　部屋の中にゾ

ウがいる

住宅の省エネ法
案　性能の底上げ

が機運高める

プーチン大統領
歴史的な過ち直

視せよ

2022/4/25
懲役・禁錮一本化
再犯防止へ議論

を深めよ

2022/4/26

緊急事態条項
憲法の改正まで

必要か

良心のバトンをつ
なぐ　憲法記念日

に考える

平和憲法と安全
保障　「同盟の恐
怖」克服する力に

きょう憲法記念日
平和の理念今こ

そ大切に

憲法施行７５年
激動期に対応す
る改正論議を

危機下の憲法記
念日　平和主義
の議論深めたい

憲法施行75年
改正し国民守る態
勢築け　「９条」こ
そ一丁目一番地

だ

揺らぐ世界秩序と
憲法　今こそ平和

主義を礎に

2022/4/27

2022/4/30

2022/4/29

４回目接種　混乱
避け丁寧な発信

を

転換期の日本外
交　安保政策は
重層的視点で

コロナ禍の連休
警戒を緩めず過

ごしたい

自民党の安全保
障提言　危機に便

乗、許されない

経済対策、また現
金給付　急場しの
ぎより抜本改革を

知床観光船遭難
「安全最優先」を

徹底せよ

諫早湾閉め切り２
５年　有明海再
生、国の責務だ

女たちが聞く軍靴
の音　戦争と平和

を考える

男性の育児休業
取得が当たり前

の社会に

ウクライナ侵攻と
世界　「暗黒時

代」招かぬために

安定供給へエネ
戦略を長期で描

け

「反撃能力」提言
専守防衛を逸脱し

ないか

大型連休スタート
安心と安全、確保

しつつ

あの原点に時を
戻そう　講和条約
発効から７０年

2022/5/2
労組と非正規　待
遇改善へ連帯を

強めよ

円安一時１３０円
台　日本経済へ

の不信認だ

戦争と平和を考え
る　朝鮮半島の火

種は今も

運転技能検査の
導入　事故抑止に
向け円滑導入を

岐路のグローバ
ル経済　分断広げ
ぬ仕組み新たに

2022/5/3
憲法施行75年

広く、深く論じなけ
れば

2022/5/4
　

崎、大阪ともに疑
問だ

方制度　 極集
中の是正を柱に

あせず　憲法施行
７５年に考える

表へ　格差是正
の端緒にしたい

空間　民主主義
守る秩序が必要



円安の進行　急
激な変動　軽視す

るな

露の戦争犯罪
証拠突きつけ責

任を問え

セブン、百貨店売
却の教訓

小学生のケアラー
手を差し伸べる仕

組みを

外国籍の子供
日本語教育を行
き届かせたい

映画界の性暴力
根絶に向け悪弊

を正せ

樹木と再開発　大
規模伐採は見直

しを
教科担任制　二

兎を追う足場固め
て

上海の都市封鎖
人道無視の強権

策やめよ

特養入所者に医
療が届きやすい

体制を

ウクライナ侵攻
米国とインド　対
露で連携強める

文通費見直し　透
明性確保へ協議

を継続せよ

鈴木道政３年　将
来展望し骨太政

策を

女性支援新法
人権と福祉を守る

礎に
対ロシア非難　イ
ンドへの説得続け

よ

日比２プラス２　海
洋国として対中連

携を

パキスタンは政情
安定を急げ

諫早湾閉め切り
25年　暮らし翻弄

した国の責任

津波避難タワー
効果的な活用に

どうつなげる

日興の相場操縦
株式市場の信頼

損ねた

香港行政長官選
消えた一人一票

の希望
選挙制度協議　１
０増１０減実施が

前提だ

新電力の経営悪
化　需要家保護に

政策転換を

勤務地を柔軟に
選べる制度をつく

ろう

赤木雅子さんの
訴え　「森友」は終

わっていない

台湾の防衛体制
ウクライナ危機が

強化促した

止まらぬ円安　弊
害直視した政策

急げ

空き家対策　「先
送り」には利点な

く

東証市場再編
経過措置長引か

せるな

米印首脳会談
「反ロシア」を鮮明

にせよ

文通費の合意は
改革に程遠い

ウクライナ侵攻
露国債デフォルト
暴挙が招いた代

償は重い

東北新幹線再開
惨事招く脱線の回

避に全力を

ヤングケアラー
公助広げ孤立防

ぎたい

大量破壊兵器　ロ
シアは一線越える

な

対ロ追加制裁　国
際協調で圧力強

化を

佐々木の完全試
合　スポーツの魅

力に学ぼう

金融機関はロシ
アリスク入念に再

点検を

ウクライナ侵攻
資源の対露依存
国際協調でリスク

低減を

日比２プラス２　中
露にらみ連携して

秩序守れ

道のヒグマ計画
すみ分け促す有

効策を

最年少完全試合
「急がない育成」

の結実

２０歳の完全試合
力引き出す流れ

確かに

ＩＰＣＣの新目標
２５年の成否は中

国次第だ

東南アIT勢の上
場後の課題

芸能界のハラスメ
ント　声上げられ
る制度が必要

東証新市場始動
改革のスピードが

不十分だ

仏大統領選　欧
州安定いかに図

るか

人権理事会追放
ロシア包囲網より

強く
2022/4/11

備蓄石油の放出
さらなる国際協調

目指せ

携帯の電波競売
は競争環境にも

配慮を

文通費の与野党
協議　姑息な改悪

は許されない

対露追加制裁
圧力強め戦争犯
罪に対処せよ

食料安全保障
自給強化への戦

略示せ

ヤングケアラー
周囲の連携で負

担軽減を

少年の立ち直り促
す制度に

ウクライナ侵攻
中国の外交姿勢
大国にそぐわぬ

利己主義

新電力の撤退
利用者の混乱を

招かぬように

女性支援法案
丁寧に寄り添う体

制を

住宅の省エネ　関
連法改正は今国

会で

対露追加制裁
虐殺者に代償を

払わせよ

入国規制の緩和
で世界との往来

再開を

ウクライナ侵攻
ロシア石炭に制裁
G7は協調し圧力

国連人権理事会
露は「追放」の重

み受け止めよ

国連人権理追放
ロシアは孤立認

識せよ

富山の路面電車
脱炭素だけではな

く
育児休業給付

拡充視野に再構
築を

「文通費」見直し
使途の拡大は焼

け太りだ

米最高裁の多様
性と党派色

国連人権理の資
格停止　組織的な
侵害への断罪だ

「第７波」の懸念
急拡大をいかに
食い止めるか

文通費見直し　お
手盛り追認許され

ぬ

文通費見直し　抜
本是正には程遠

い
岸田自民の公約
中長期の道筋も

示せ

コロナ禍生活２年
ワクチン接種を最

優先に

感染者数にとらわ
れず高齢者に重

点を

感染再拡大への
対応　高リスクの

人を重点的に

対露圧力強化
プーチン氏に誤り

知らしめよ

札幌政令市５０年
具体性ある将来

展望を

経済安保法案
恣意的な運用避

けねば
高齢者とコロナ

医療と介護　連携
強化を

与正氏「核使用」
中露は北の暴走

あおるな

暴挙止める国際
連携をさらに

がん患者の緩和
ケア　誰もが受け

られる体制を

暴対法３０年　水
面下の活動に警

戒緩めるな

欧州ＩＴ規制法　寡
占の弊害正す先

例に

避難民受け入れ
難民認定広げる

べきだ
世界の難民　人

道の原則貫く契機
に

少年の実名報道
行動に責任を持

つ契機に

核政策を維持す
る米国の現実的

な判断

ウクライナ侵攻
情報と国際世論
戦争の形を変え

食料危機の懸念
露の蛮行が供給

を停滞させた

日本への避難者
受け入れの拡充

急務だ

実習生の妊娠
孤立防ぐ支援を

急げ
私大改革　信頼

回復　問われる自
律

露軍の市民虐殺
外交官追放をた

めらうな

危機直視し温暖
化ガス削減を

米国の核戦略
抑止力一辺倒で

は危うい

出世払い奨学金
効果的な支援に

つながるか

温暖化報告書
脱炭素へ対策総

動員を

岸田政権半年
経済の好循環は

どこへ

温暖化報告書
積み重ねで排出

減らせ

ウクライナ避難民
支援に傍観は許

されない

原油高対策は国
内と国際協調の

両輪で

ウクライナ侵攻
避難民が日本到
着　人道支援をさ

らに手厚く

中国の感染対策
「ゼロコロナ」は持

続可能か

空港民営化多難
国内客重視に転

換必要

対中ＯＤＡ終了
直言忘れず共存

の道を

日野自の不正
品質不信ぬぐう対

策を

東証新市場始
動、経過措置の
期限を明確に

大国の自覚問わ
れるインド

景況感7期ぶりの
悪化　物価高との

連鎖に警戒を

温暖化報告書
目標達成への危

機感を示した

東証３市場始動
投資増への改革

十分か

記者に銃口　報道
の自由への威嚇

だ
薬の緊急承認

透明手続きで安
全図れ

政権半年でも経
済再生の道筋が

見えない

岸田政権発足か
ら半年　「聞く力」
の先が聞きたい

露の虐殺疑惑
国連は直ちに調
査団派遣せよ

キーウ近郊虐殺
戦争犯罪の徹底

追及を

東証の再編　看
板を替えただけで

は

侵略の惨状　戦
争犯罪を非難す

る

パワハラなき職場
へ対策急げ

ウクライナ侵攻
首都近郊の虐殺
露は独立調査受

け入れを

岸田内閣半年
足元固め直して政

策の前進を

パワハラ防止　企
業トップの責任重

い

キーウ州で虐殺
戦争犯罪を重ね

るな

映画界の未来
豊かな土壌あって

こそ

バド協会の隠蔽
スポーツ界に自浄

はない

ロシア「戦争犯
罪」の真相を徹底

究明せよ

欧州のGAFA規制
寡占の弊害ただ

す運用を

サイバー攻撃　企
業は脅威への備

え急ぎたい

政治とカネ　信頼
回復へ悪弊根絶

を

出生数最少に　効
果的な対策をもっ

と
人道危機拡大

世界規模での目
配りを

規制委長に山中
氏　原発活用促す

改革目指せ

東証再編さらに投
資家目線で

学校部活動の改
革　地域社会も担

う仕組みに

私立大の改革
経営のチェック強

化が必要だ

改正少年法施行
主眼はあくまで更

生に

オンライン国会
幅広い合意が前

提だ
生理の貧困　細
やかな支援を継

続的に

パナソニックは停
滞から抜け出せる

か

困難抱える女性
の支援　実態に即
した新法実現を

ウクライナ難民
国際社会の連携

で支援強化を

安保法施行６年
専守防衛の徹底

必要だ
日本の防衛費

平和へ思い切っ
た増額を

プラ新法に実効性
を持たせよ

高校教科書の検
定　学びの多様性

守れるのか

米鉄鋼関税　完
全な撤廃を粘り強

く求めよ

診療報酬改定　コ
ロナ教訓生かせ

るか
使い捨てプラ　削
減への歩みをさら

に

「キーウ」に変更
侵略者排す意志

支えよう

「男性の育休」を
古い働き方変える

契機に

与党のこども基本
法案　権利擁護に

つなげてこそ

米国防戦略　中
露「二正面」への

対処を急げ

景況感の悪化
長期低迷の覚悟

が要る

校則のあり方　熟
議が生む自由化

の波
高校の教科書

「探究」実践のた
めに

サハリン開発継続
西側諸国の結束

を乱すな

金融を深く学ぶ環
境整えよ

オンライン国会
緊急時に限定せ

ず検討を

日銀短観悪化
侵略が企業の心

理を冷やした

五輪招致決議
疑問解消の議論

足りぬ

熱海土石流　縦
割りの弊害、教訓

に
雇用保険財政

安定運営へ更に
議論を

成人１８歳に　消
費者教育で被害

を防げ

資源高と円安の
影響に十分な目

配りを

ワクチン担当相の
人事　「最悪の事
態想定」どこへ

改正沖縄振興法
未来を形づくる歩

み着実に

教科書検定　多
様な見解こそ必要

だ

日野データ改竄
不正の連鎖に終

止符を

米の核戦略　破
局を防ぐ出発点に

プラ新法施行　レ
ジ袋の次は歯ブラ

シか

個人データの保
護を強めよう

プラごみ削減が始
動　使い捨てを見

直す契機に

ミャンマー軍　露
の侵略に乗じた

「力の支配」

政府の経済対策
生活の安心につ

なげよ

新型コロナ増加
感染対策を緩め

ぬよう

物価高対策　的を
絞って効果的に

プラ新法施行　レ
ジ袋の次は歯ブラ

シか

未来に向けて自
立した大人になろ

う

ウクライナ侵攻
「中立化」の新提
案　停戦へ露は
攻撃の中止を

国家安保戦略
現状変更許さぬ
抑止力を築け

停戦交渉の行方
安全を保障する

条約を

プラ新法施行　使
い捨てから資源へ

ウクライナ侵略
人道被害を即刻

止めよ

露との停戦交渉
信用せず警戒を

緩めるな

外国人の子供に
学びの保障を

5000円給付が「白
紙」に　もう、バラ

マキはご免だ

１８歳成人　消費
者トラブルを防ぎ

たい

寿都核ごみ判決
議事録公開を速

やかに

侵攻と食料危機
飢えの回避へ停

戦急げ

文通費見直し　透
明化より使途拡大

か

高校教科書検定
国守る深い理解

につなげ

注意すべき中国
都市封鎖の経済

への打撃

ウクライナ侵攻
機能しない安保理
拒否権の制限に

動く時だ

高校教科書検定
国語の科目再編
は無理がある

経済対策を指示
暮らしへの思い足

りぬ

諫早湾干拓　地
域の再生に国は

動け

急激な円安　物価
高に効果的な対

処を

電力・ガス改革は
不断の改善を

東芝再建策に株
主反対　企業統

治の不全極まった

物価高対策　バラ
マキ排した効果的

支援を

ヤジ排除は違法
警察は「言論」を

奪うな
テレビと政治　公
平とは　広く議論

を

露の連れ去り　人
道にもとる蛮行や

めよ

年金改正をシニア
就業の拡大に生

かせ

演説中ヤジ排除
「違法」　警察の
言論制限を戒め

「県民割」拡大
地域の観光活性

化を一歩ずつ

函館線山線廃止
後世に禍根残さな

いか

米アカデミー賞
評価を受けた「普

遍性」
裁かれた道警　許
されぬ憲法の軽

視

アカデミー賞　世
界が認めた邦画

の深み

 口利き政治に警
鐘ならす判決

濱口作品にオス
カー　日本の映画

人勇気づけた

米アカデミー賞
若手監督が邦画

の実力示した

日野自動車不正
環境性能を偽る

背信だ

中国の感染拡大
ゼロコロナ転換も

探れ
森林環境税　国
民の理解得られ

るか

首相の広島献花
二度と核を落とさ

せるな

EUの新法は巨大
IT規制の試金石

だ

円相場6年ぶり安
値　有事が映す日

本の脆弱さ

科学技術協力
孤立招くロシアの

独善的姿勢

道内地価上昇
バブル抑える方

策必要
平成の政治改革
検証し改善の具

体策を

日興証券の起訴
市場の信頼損ね

た罪重い

世界が認めた濱
口監督の魅力

コミュニティース
クール　住民が

もっと関わる姿に

パワハラ防止法
中小企業も対策

を強化したい

日米間の貿易
早急に不平等を

ただせ
こども家庭庁は本
来の役割を果た

せるか

初の電力需給逼
迫警報　慢性化す
る不足に備えを

露の民間人攻撃
非道な戦争犯罪

を糾弾する

対ロ圧力強化　撤
退要求を受け止

めよ

ミャンマーに合意
履行を迫れ

30年目のJリーグ
地元つなぐ役割

忘れずに

就職活動本格化
ミスマッチ防ぐ丁

寧な選考を

電力逼迫警報
広域送電網の拡

充急げ

2022/3/27
諫干高裁判決

有明海再生へ歩
み寄ろう

電力逼迫警報
分散型移行で備

え急げ

週のはじめに考え
る　大国と大国の

「距離」

国連の安保機能
強化／日本への
期待に応えたい

国連安保理　露に
常任理事国資格
ない　岸田首相は
改革に取り組め

ＩＣＢＭ発射　秩序
混迷に乗じた暴挙

2022/3/30
核の脅威と日本
被爆国から警鐘

を鳴らせ

物価高の緊急対
策　ばらまきの発

想は困る

子どもの権利機
関／施策の遂行

に欠かせない

成人年齢が１８歳
に　若者の社会参

画進めたい

2022/3/31
18歳成人　自覚を
育みやすい社会

に

停戦交渉、初の
進展　ロシアの真

意見極めよ

やじ排除「違法」
判決／「表現の自
由」　軽視許され

ぬ

2022/3/28
電力逼迫警報

広域融通の取り
組み急げ

核使用「限定」宣
言断念　人類の
存続なぜ考えぬ

９条の「たが」締め
直す　安保法施行

６年

暴対法施行３０年
／社会情勢の変
化に即応必要

2022/3/29
やじ排除「違法」

異論を萎縮させぬ
社会に

ＳＭＢＣ日興の相
場操縦　組織ぐる
み、実態解明を

復興ハード事業
の遅れ／完了見

通し示せる支援急
げ

2022/4/5

露軍の市民殺害
プーチンは戦争犯
罪人だ　国際社会
からの排除を急げ

キーウの悲劇／
「虐殺」の責任
徹底追及を

リバウンドの兆候
再び気を引き締め

よう

男性の育児休業
取得しやすい職

場環境に

2022/4/6
キーウ近郊虐殺
「戦争犯罪」の徹

底究明を

キーウ近郊、市民
虐殺　ロシアの暴

挙許されぬ

「文通費」の見直
し／現状の追認
で済ますのか

2022/4/1
日興証券起訴

市場の信頼損ね
る行為だ

１８歳成人スタート
社会挙げ自立支

えよう

政府の物価高対
策／困窮者最優
先に救いの手を

2022/4/2
改正少年法施行
「更生の道」狭め

ぬ運用を

進む円安　物価高
から庶民を守れ

二地域居住の可
能性／分散型社
会　実現の起点に

2022/4/4
民事裁判IT化　市
民が恩恵を受け

てこそ

岸田政権半年
独自施策の肉付

け急げ

岸田政権発足か
ら半年／安全運

転の真意を見抜こ
う

2022/4/3
緊急経済対策

国会で妥当性を
見極めよ

プラ新法　削減へ
抜本策欠かせぬ

週のはじめに考え
る　嘘と暴力の共

犯関係

パワハラ防止対
策／中小も義務
化　被害減らそう

参院選の準備
野党協力　調整に

本腰を

2022/4/7
避難民受け入れ
人道支援の特例

にするな

新たな温暖化報
告書　対策強化｢

待ったなし｣

女川原発再稼働
へ／この不安に
誰が応えるのか

2022/4/8
盛り土規制法案
「熱海」の悲劇繰

り返すな

札幌やじ排除「違
法」　異論封殺は

許されない

温暖化緩和策報
告書／可能な対
策　今すぐ行動に

2022/4/12
文通費見直し　使
途拡大で特権守

るのか

男性の育休働き
掛け　取得促す具

体策が要る

佐々木朗希投手
の偉業／発展途
上、さらなる高み

を

2022/4/10
日韓関係　「現金
化」回避が急務だ

急速な円安　政策
転換で歯止めか

けよ

衆院「1票の格差」
政治の良識が問

われる

週のはじめに考え
る　「橋渡し役」と

言うならば

進学、就職の季
節／新生活に「備

え」をプラス

休み

2022/4/9
「多弱」の野党

参院選での結集
軸を探れ

文通費の見直し
使途公開、なぜ決

断せぬ

コロナ分類「２類
相当」／高い危険
度　制限緩和と落

差

2022/4/13
金正恩体制10年
核頼みで窮状は

変わらぬ

ローカル線赤字
公表　国も再生ビ

ジョン示せ

ロの無差別殺傷
拡大／中東の悪
夢を繰り返すな

2022/4/14
「第7波」の懸念
いま一度社会に

緊張感を

米の臨界前核実
験　抑止論なぜ抜

け出さぬ

再生エネ出力制
御／効率的な利
用　追求しよう

　

たい迫防げ合意形成を



対ロシアの結束
持続的な秩序へ

議論を

Ｇ７首脳会議　対
露包囲網の強化

を図れ

食料危機の回避
へ国際協調を急

げ

ウクライナ侵攻
露の無差別攻撃
化学兵器の使用

許されぬ

対露圧力の強化
長期戦に備えて
結束を固めよ

北陸新幹線延伸
コロナ後へ知恵絞

ろう

連合の自民接近
働く人の利益にな

るか

Ｗ杯出場決定　歓
喜分かち合える環

境を

技術生かし介護
の負担減を

北朝鮮が新型
ICBM　米の関与
強化が不可欠だ

東芝分割案否決
成長への戦略が

白紙に戻った

北ＩＣＢＭ発射　制
裁強化を招くだけ

だ

１８歳「新成人」
消費者の権利を

知ろう

北のＩＣＢＭ発射
国民守る具体策

を講じよ

国際結束をロシア
の即時撤退につ

なげよ

ウクライナ侵攻
穀物生産への打
撃　協調して食糧

危機回避を

北ＩＣＢＭ発射　核
ミサイルの脅威が

増大した

北朝鮮ＩＣＢＭ　危
険な挑発即刻や

めよ

ウクライナ支援
日本らしさで応え

たい

ウクライナ演説
侵略許さぬ支援

継続を

男性の育児休業
子育てをしやすい

社会に

地価の回復力を
見極めたい

衆院「1票の格差」
判決　10増10減
の実現は不可欠

プロ野球開幕　観
客の応援に熱戦

で応えたい

巨大地震の減災
国の財政支援が

鍵握る

国会不召集判決
少数派を守る判

断こそ
電力の逼迫　抜
本的な備えの強

化を

地下鉄サリン２７
年　その残虐性を

広く伝えよ

東芝は長期株主
と信頼築き再建を

前に

ウクライナ支援
大統領の演説に

どう応えるか

ロ軍侵攻１カ月
泥沼深める非道

やめよ

国連の機能不全
安保理改革を粘り

強く
震災と関連死　情
報を埋もれさせる

な

ゼレンスキー演説
大統領の期待に

応えたい

一線越えた北のミ
サイル発射

公示地価上昇
新たな暮らし方を

反映した

ＪＲ除雪改善策
緊急時の司令塔

強化を

愛知製鋼裁判
何が「営業秘密」

なのか

日ロ交渉中断　懐
柔外交から脱却

せよ

電力逼迫警報
再生エネの脆弱

性克服を

侵攻1カ月、いつ
まで暴挙を続ける

のか

ウクライナ侵攻
北方領土巡る交
渉　筋が通らぬ露

の中断通告

電力逼迫警報
供給体制の強化
策が不十分だ

満額回答相次ぐ
脱「低賃金」の国

へ

自民京都府連
資金配布　明快に

説明を

露の領土交渉中
断　「プーチン後」

を見据えよ

許されぬ選挙対
策のばらまき

自民に近づく国民
民主　もはや野党

とは言えない

北方領土問題
交渉中断の非は

ロシアにある

新年度予算成立
問われる危機の

舵取り
日印首脳会談

露の侵略許さぬ
結束図れ

安定供給の回復
へ電力制度を総

点検せよ

拡大する温暖化
被害　危機乗り切

る対策が必要

洋上風力事業
発電コストを着実

に抑えたい

変わる高校国語
文学軽視は問題

が多い

新出生前診断
「命の選別」生ま

ぬよう
高齢者に５０００

円案　年金口実に
ばらまくのか

交渉停止に臆せ
ず対ロ圧力を

高松塚壁画発見
50年　次世代へ
残す責任は重い

児童施設入所者
法改正図り自立

支援を急げ

経済安保法案
政府の関与は抑

制的に

新たな経済対策
給付金より物価抑

制を

札幌五輪招致
ゴーサインには遠

い

高松塚発見５０年
古代飛鳥の魅力

を世界へ

IT大手は情報基
盤としての責務果

たせ

ウクライナ侵攻
露の非人道的行
為　国際法廷を機

能させる時

日印首脳会談　ロ
シアの暴挙に結

束し対応を

予算案成立へ
格差是正の効果

疑問だ

米中首脳協議
秩序危機へ共に

対処を

米国の利上げ　景
気見極め物価高

克服を

刑罰見直しを実の
あるものに

分配問われた春
闘　中小・非正
規、底上げこそ

ネット通販　広告
主の責任が問わ

れている

道のコロナ対策
緩和の影響見極

め必要

県議ら一転起訴
信頼される検察庁

であれ

対ロ外交でアジア
の結束に一層の

努力を

ウクライナ侵攻
バイデン・習会談
中国は攻撃停止

へ行動を

米国の対中警告
侵略支えるなら代

償は大きい

福島事故１１年
脱原発こそ唯一

の道だ

春闘回答　賃上げ
機運の継続目指

せ

訪問ケアのリスク
を減らそう

春のセンバツ開
幕　平和の尊さを

心に留めて

強制不妊判決
被害の救済求め
た意味は重い

米国の利上げ　世
界経済安定を念

頭に
ロシアの戦争　言
論弾圧の果ての

国難

ゼレンスキー演説
国会の「熱意」が

みえない

与党は選挙のた
びに給付金を配る

のか

原発事故の賠償
基準　国に見直し

迫る司法判断

まん延防止解除
警戒怠らず日常

取り戻したい

ロシア軍の蛮行
政治体制転覆許

されぬ

コロナ禍の球春
経験糧に日常取

り戻せ
ふるさと納税　欠
陥制度を放置す

るな

重点措置の解除
日常生活取り戻

す機会に

ヒアリの国内定着
を阻止せよ

米国の3年ぶり利
上げ　世界経済の

安定に配慮を

妊婦への支援
安心して出産でき

る環境に

出生数最少　子
育て支援を多角

的に

中国の対ロ姿勢
率先して停戦へ

行動を
東北震度６強　余
震を警戒し復旧急

げ

FRBはインフレ抑
制へ周到な利上

げを

宮城・福島で震度
6強　広域被害へ

の備え点検を

ＦＲＢ利上げ　イン
フレと市場の混乱

抑止を

まん延防止解除
感染抑止緩めず

対応を

重点措置を解除
油断せず感染防

止策を
年金給付金　理

のない施策、撤回
を

裁判官罷免に潜
む危うさ

まん延防止の全
面解除　再拡大
への警戒怠らず

宮城・福島地震
余震への警戒と
備えを万全に

東北震度６強　備
えの見直しいま一

度

東北で震度６強
経験を備えに生

かして
３４人一転起訴

法廷で疑問にこた
えよ

香港コロナ大流行
中国は情報開示

妨げるな

重点措置解除で
経済活動の着実

な再開を

年金受給者に
5000円案　選挙

対策にしか見えな

春闘集中回答
着実な賃上げで
生活支えたい

札幌五輪調査
招致合意とは言

い難い

強制不妊で賠償
もう苦しめてはな

らぬ
重点措置解除へ
再拡大への備え

確立を

露テレビで抗議
愚かな侵略の綻

び隠せぬ

新幹線と電力の
耐震性万全に

ウクライナ侵攻
イラン核交渉　ロ
シアの妨害は許さ

大震災の記録
貴重な資料をどう

活用するか

春闘集中回答
物価高超える賃

上げを

戦争とネット　情
報「疑う」冷静さ常

に
ロシアの侵略　人
道犯罪の即時停

止を

生産性高める改
革で賃金上昇を

本物に

広島県議ら一転
起訴　検察は誠
実に経緯説明を

中国の対露協力
どこまで肩入れす

るつもりか

ウクライナ支援
人道中心に日本

も力を

ふるさと納税　国
と地方は対等の

はず
強制不妊判決

真の救済に国は
動け

戦略欠く高速炉の
開発協力

日野自動車の検
査不正　問われる
業界の規範意識

参院選買収事件
広島県議らの起

訴は当然だ

被買収側の起訴
検察捜査公正

だったか

核戦争の危機
日本発の警鐘、

今こそ
北京パラ閉幕　多
くの重い課題残し

て

北京パラ閉幕　祝
祭には遠い負の

歴史だ

社会保障の給付
と負担の改革に

本腰を

強制不妊で再び
国敗訴　上告せず
救済策の拡充を

自民党大会　難
局の舵取りに責

任を果たせ

温暖化報告書
対策の遅れ許さ

れない

２８年ぶり新知事
長期政権の功罪

総括を
自民党大会　政
治の安定　信頼

が前提

拉致と岸田首相
「最重要課題」は

お忘れか

サイバー身代金
防ぐ備え急げ

岸田首相の自民
党改革　総裁選

の道具だったのか

３Ｇ携帯終了　利
用者への説明を

きめ細かく

自民党改革　形だ
けでなく実効性を

ウクライナ侵攻
無差別攻撃は犯

罪だ
2022/3/14

中国全人代閉幕
侵略者に甘い顔

をするな

ロシアは企業の
撤退を深刻に受

け止めよ

ウクライナ侵攻
米国が原油禁輸
日欧も「脱露」へ

の備えを

欧州安保体制
露の侵略が歴史
的転換招いた

地方交付税訴訟
恣意的判断見過

ごせぬ

北方四島の特区
化　露政権へさら

なる圧力を

政権支える自民
の役割とは

中国経済と全人
代　内向きでは安

定得られぬ

北京パラ閉幕　笑
顔なきウクライナ

勢の活躍

深刻な教員不足
働き方の見直し急

務だ
道交法改正案

歩道の安全守れ
るか

韓国新大統領
即座に対日政策

の転換を

中国はロシアの
侵略とめる責任を

果たせ

日興証券幹部の
逮捕　市場の公
正さ揺るがした

国会安保論戦
抑止力をどう強化

していくか

韓国新大統領
尹氏は対日改善

に力を

岐路の静岡茶
魅力を伝える好機

に

韓国新大統領
融和の政治への

転換を

チェルノ原発停電
ロシアの蛮行は

許されぬ

時の壁崩した強
制不妊判決

ウクライナ侵攻
増える民間人被

害　露は今すぐ攻
撃の停止を

エネルギー制裁
ロシアの資金源
断つ有効策を

ロシア軍の非道
市民虐殺は戦争

犯罪だ

韓国で政権交代
日韓改善の機運

逃すな

道交法改正案
歩道の安全守れ

るか

韓国新大統領
即座に対日政策

の転換を

中国はロシアの
侵略とめる責任を

果たせ

日興証券幹部の
逮捕　市場の公
正さ揺るがした

国会安保論戦
抑止力をどう強化

していくか

韓国新大統領
尹氏は対日改善

に力を

岐路の静岡茶
魅力を伝える好機

に

韓国新大統領
融和の政治への

転換を

チェルノ原発停電
ロシアの蛮行は

許されぬ

時の壁崩した強
制不妊判決

ウクライナ侵攻
増える民間人被

害　露は今すぐ攻
撃の停止を

エネルギー制裁
ロシアの資金源
断つ有効策を

ロシア軍の非道
市民虐殺は戦争

犯罪だ

韓国で政権交代
日韓改善の機運

逃すな

温暖化の深刻な
被害防ぐ適応策

を急げ

東日本大震災の
教訓　官民で継承

する仕組みを

韓国政権交代へ
対日関係の改善

を期待する

看過できない日野
自の不正

次期韓国大統領
に尹氏　日韓対話
立て直す契機に

薬の緊急承認
速やかな感染症
対策を目指せ

原発への攻撃
世界を人質に取

るのか

露機の飛行禁止
首相は決断をた

めらうな

ウクライナ侵攻
米国の指導力

「平和の破壊」に

中国の対露支援
侵略をいつまで容

認するのか

ロシア言論統制
真実隠す弾圧を

やめよ
女性と中絶　心身
の負担軽減を急

げ

気候変動報告書
「適応策」重視の

転換点に

高齢化進む空襲
被害者　救済法
の成立を今国会

日野自動車不正
業界のごまかし体

質根絶せよ

やまぬ児童虐待
幼い命守る体制

強化を
日興幹部逮捕

厳正に真相の究
明を

ロシアの情報統
制　「真実」を敵に

回す暴挙だ

新しい車の価値を
問うホンダとソ

ニー

増えぬ女性議員
まず制度を作るこ

とから

露の言論統制
プーチン氏の嘘は

通用しない

国際女性デー　意
思決定へ参加もっ

と
中国全人代　侵
略反対なぜ示さ

ぬか

高梨のＷ杯優勝
スポーツが教えて

くれる

外食産業は再生
へ新戦略を

ウクライナ侵攻
露の言論統制

真実奪う弾圧に抗

国と地方の行政
危機に備えて連
携を強めたい

中国の対ロ姿勢
静観せず厳しく対

応を

東日本大震災か
ら１１年　福島の
復興進めるため

には

韓国政権交代／
日韓関係の好転

楽観できぬ

2022/3/18

「防災力」を高め
る契機に　インフ
ラの強靱化が急

務だ

重点措置解除へ
感染再燃に警戒

と備えを

東日本大震災１１
年　岩手／警報

が出たらすぐに避
難を

2022/3/11
脱炭素と脱原発
険しくとも両立を

目指せ

韓国大統領に尹
氏　日本は関係

改善に動け

東日本大震災１１
年　福島／処理
水問題　今年が

正念場

2022/3/9
戦時のパラ大会
「平和の祭典」考

える機会に

盛り土規制法案
監視態勢強め人

災防げ

避難者の人権は
画餅か　３・１１か

ら１１年

東日本大震災１１
年　宮城／安否
確認　共助の意

識もっと

福島の復興と廃
炉の全体像を描

け

2022/3/10
韓国大統領に尹

氏　健全な隣国関
係取り戻せ

東日本大震災11
年　苦しむ人た
ち、忘れまい

廃炉への道のり、
はるか　３・１１か

ら１１年

東日本大震災１１
年／風化にあら

がい続けよう

東日本大震災か
ら１１年　安全と生
活両立し再生を

東日本大震災１１
年　伝え続ける意
思を新たに　注意
報で「全員避難」

検討を

2022/3/8
ロシア核施設攻

撃　人類の教訓に
背いた蛮行

原発への攻撃
潜在リスクに目を

向けよ

気づき、そして変
わる　国際女性
デーに考える

休み

2022/3/16
中国の対ロ姿勢
侵略に曖昧では

許されぬ

野党の役割　民
意の受け皿を整

えよ

東電の賠償義務
確定／基準の見
直しが不可欠だ

エネルギー危機
露産ガスの輸入

停止を　原発の早
期再稼働を決断

せよ

2022/3/12

2022/3/13
日本とアジア　「法
の支配」連携強化

を

膨らむ自治体予
算　議会の審査
力が問われる

脱炭素と脱原発
険しくとも両立を

目指せ

地方の鉄道危機
ＪＲ任せでは守れ

ない

韓国大統領に尹
氏　日本は関係

改善に動け

週のはじめに考え
る　日本の「トカ

ゲ」の姿は

東日本大震災１１
年／子どもの防
災意識育もう

東日本大震災１１
年　福島／処理
水問題　今年が

正念場

2022/3/15
コロナの後遺症

相談・医療の受け
皿を急げ

「被買収」議員ら
一転起訴　「略

式」では納得でき
ぬ

2022/3/21
地制調の論点　コ
ロナ対策の権限

最適に

ウクライナ避難民
支援態勢直ちに

整えよ

受け入れる寛容さ
こそ　ウクライナ

避難民

気候変動報告書
／温暖化被害に

備え急ごう

2022/3/19
東北と福岡の地

震　共通の課題と
教訓も多い

中央図書館の移
転計画　最初から

議論やり直せ

ウクライナ避難民
／難民政策　見
直しが必要だ

2022/3/20
インフレ対応　局
面変化に目を凝ら

せ

大手の春闘回答
「満額」の勢いを

中小にも

まん延防止全面
解除　次の「波」に

警戒怠るな

週のはじめに考え
る　東ティモール

と日本

強制不妊の被害
救済／司法の思
いをくむべき時だ

2022/3/17
検審議決で起訴
自民党のけじめも

必要だ

自民党の核政策
論議　被爆国の
責任、再認識を

「重点措置」全面
解除へ／基準変
更、矛盾はらむ判

断

宮城・福島で震度
６強　被災地支援

と復旧急げ

宮城、福島で震度
６強／連鎖要警
戒　防災対策点

検を

2022/3/26
北朝鮮ICBM　許

されぬ一線越えた
脅威

山口県庁の公選
法違反　これでは

幕引きできぬ

北朝鮮ＩＣＢＭ発
射／実効性の高
い制裁打ち出せ

ヤジ排除で道警
敗訴　表現の自
由侵害に猛省を

2022/3/22
福島の事故から１
１年　原発回帰は
未来に禍根残す

非正規公務員
職務に見合う待遇

改善を

原発事故、東電
の賠償確定　「基
準」見直し、国は

急げ

子どもの意見表
明権／声をくみ取
る態勢整えよう

2022/3/25
ロシア侵攻1ヵ月
停戦し人道危機

広げるな

プロ野球開幕
「日常」取り戻す

先頭に

ウクライナ侵攻１
カ月／停戦へ結
束と圧力強化を

2022/3/23
地価の回復　土
地需要の変化に

対応を

改正少年法４月
施行　更生を重ん

じる運用に

ロ、北方領土交渉
中断／日本政府
は毅然と対応を

ロシアが領土交
渉拒否　身勝手な
主張に理はない

2022/3/24
ウクライナ侵攻1

カ月　露軍の即時
撤退を求める

後半国会　難局
対処のビジョン示

せ

ウクライナ侵攻１
カ月　人道危機、

目をつむるな

ふるさと納税連続
敗訴／総務省は
強権姿勢を改め

よ



児童福祉法　子
の利益優先の改

正に

北方領土返還
「四島侵略」今こ

そ発信を

国民を暗闇に導く
ロシアの報道弾

圧

ウクライナ侵攻
難民の受け入れ
日本も連帯の姿

勢示す時

対ロシア制裁　日
本は国際連帯を

牽引せよ

安保戦略見直し
平和主義堅持が

前提だ

判事のＳＮＳ　「罷
免」に値するのか

ロシアの戦争　報
道弾圧を中止せ

よ

備蓄石油の放出
価格対策で終わ

らせるな

相場操縦の真相
解明を急げ

日産ゴーン前会
長事件　不在の
主役に「有罪」判

ゴーン事件判決
逃亡した主犯の
責任を断じた

日産事件判決
司法取引の課題

明確に

ウクライナ侵攻
ロシア芸術の名

声に傷

原発被災者訴訟
行政の責任も明

確に示せ

中国は「政策不
況」脱却へ方向転

換急げ

ウクライナ侵攻
中国の対露姿勢
「静観」では信頼

得られぬ

中国全人代開幕
露に加担しては安

定築けない

旭医大学長辞任
責任問題曖昧に

なった

北京パラ開会式
習近平氏のため

の大会か

企業統治に教訓
示す日産判決

広がる不妊治療
課題解決へ国の

関与必要

エネルギー調達
「脱ロシア」へ戦
略を練り直せ

原油価格高騰
国民負担が減る

対策を
対ロシア行動　国

際社会の意思
実践を

重点措置の延長
漫然と続けず制

限緩和を

経済の安定確保
へFRBは機敏な

対応を

まん延防止の再
延長　重症化を防

ぐ対策さらに

原発が標的に
プーチン氏は正気

を取り戻せ

ロシア原発攻撃
破滅的被害招く蛮

行だ

重点措置の延長
対策強化へ知恵

さらに
生殖補助医療

長年の課題解決
に動け

ロシアの原発攻
撃　戦争犯罪にほ

かならない

パラに強権国は
そぐわない

ウクライナ侵攻
原発への砲撃

人類を危険にさら

まん延防止継続
感染者数の高止

まり打開を

まん延防止延長
再拡大の抑止に

全力を

日本の対ロ制裁
生活基盤を支えて

こそ

重点措置延長へ
長期化見据えた

戦略を

ロシア非難決議
撤退が国際社会

の総意だ

世界を危険にさら
す原発攻撃を許

すな

ウクライナ侵攻
スポーツ界の抗

議　平和への願い
共有したい

国連非難決議　ロ
シアの孤立が明

白になった

ロシア非難決議
世界の怒り受け

止めよ

ロシア非難決議
国際社会の結束

示した

日産事件判決
萎縮が招いた統

治不全

ロシアのパラ除外
決定の大混乱を

猛省せよ

重点措置の延長
効果は疑問だ

水平社宣言から
100年　色あせぬ
「人間に光あれ」

北京パラ開幕　世
界の選手も抗議

の声上げた

北京パラ開幕　共
生を今こそ示した

い

毒ぶどう酒事件
再審阻む証拠の

未開示
ロシアの侵略　反
戦のうねりに連帯

を

サハリン資源事業
日本も撤退の決

断を下せ

プーチン氏は撤退
求める世界の声

を聞け

ウクライナ侵攻
国連の危機対応
今こそ存在意義を

バイデン演説　自
由世界を守る決

意示した

民事裁判ＩＴ化　安
心して託せる制度

に

絶えぬ虐待死　現
場力の充実忘れ

るな
燃料電池車　支
援見直しは不可

欠だ

トヨタ操業停止
全力でサイバー

攻撃防げ

東芝再生に挑む
異色の新社長

トヨタの全工場停
止　サイバー防御

の徹底急務

東芝社長退任
企業価値高める
戦略が見えぬ

オンライン国会
憲法と切り離し議

論を

水平社宣言１００
年　反差別の志

受け継いで

温暖化の影響
自分の身に迫る

問題だ

ロシアの排除　ス
ポーツ界の良識

示した

米国の指導力で
ロシア包囲網を固

めよ

ウクライナ侵攻
露大統領の核発
言　許しがたい非

道な威嚇だ

トヨタ工場停止
供給網のサイ

バー対策強めよ

ウクライナ侵攻
ロシアは即時停

戦せよ

欧州の原発評価
世界標準にはなら

ぬ

「水平社」宣言
差別なくす決意新

たに

トヨタ操業停止
全力でサイバー

攻撃防げ

マレリの失敗を教
訓に

外環道の工事差
し止め　住民置き
去りに重い警告

温暖化報告書
生態系への影響

食い止めたい

ウクライナ侵攻
常軌逸した核の

脅迫だ

核共有発言　非
核三原則否定す

るな

ロシアの威嚇　核
の連鎖あおる危う

さ

核恫喝と「核共
有」　国民守る議

論を封じるな

ロシアから退く石
油メジャーの重い

決断

ウクライナ侵攻
決済網から露排
除　暴挙許さない

意思示した

ロシアの侵略　国
連の存在意義が

問われる

土地利用規制法
恣意的運用に歯

止めを

中国開催の五輪
「共に未来へ」とな

らず

新たな教員研修
現場の不安にこた

えよ

石垣市長選　着
実に自衛隊配備

進めよ

サイバー攻撃へ
警戒強めよ

民事裁判のデジタ
ル化　審理充実に

生かしてこそ

企業の業績開示
長期的な成長を
促す仕組みに

出生前診断拡大
命の選別助長し

ないか

侵攻への抗議
世界の声を受け

止めよ
強制不妊に賠償

司法の提起にこた
えよ

北のミサイル発射
露軍侵略への便

乗許すな

日本は国際秩序
維持へ対ロ戦略

見直しを

岡山の女児虐待
事件　救えなかっ
た原因、究明を

露「決済網」排除
侵略の誤りを思い

知らせよ

揺らぐ世界経済
協調して影響最

小限に

民主主義の再生
民間の叡智を集

めたい
立憲党大会　泉
氏は臆せず指導

力を

経済安全保障法
案　備え強める重

要な一歩だ

新卒採用は対話
重視を貫け

新興企業の資金
調達　大きく育て

る仕組みこそ

こども家庭庁　理
念に見合う組織に

なれるか

神恵内村長選
調査同意と言い

切れぬ

強制不妊に賠償
「時間の壁」乗り

越えた

旧優生保護法判
決　国が率先し救

済の道開け

世界経済の火種
に抜かりなく対応

を

ウクライナ侵攻
日本政府の対応
対露戦略の見直

しが急務

経済安保法案
官民の協力で国
益を確保せよ

日本の対ロ姿勢
暴挙には毅然と

対応を

ウクライナ侵攻
安保理の権威は

失墜した

規制緩和で多様
な鉄道料金に

コロナ対策の見直
し　あくまでも命を

最優先に

里親制度　受け入
れ家庭の支援拡

充を

ＮＨＫ字幕問題
背景も検証するべ

きだ
国民民主党　野
党の役割捨てる

のか

プーチン大統領に
は停戦しか道は

ない

ウクライナ侵攻
G7首脳会議　日
米欧は結束して

ウクライナ侵略
原油高の悪影響

を最小限に

危機の世界秩序
平和と安定への

結束を

コロナと舟下り
名物の退場を惜し

む
対ロシア政策　迎
合路線から決別

を

企業は人権問題
を直視せよ

強制不妊で賠償
命令　非道な国策

の責任認めた

コロナ「第６波」
高齢者への追加

接種を急げ

ＪＲまた混乱　官
民連携の体制が

急務

ウクライナ侵攻
生活への打撃も

深刻だ
過剰な介入控え
経済安保の実を

ウクライナ侵攻
不当な作戦やめ

出生急減に危機
感をもっと

強制不妊に賠償
全面救済が国の

責務だ

警察と情報　逸脱
を許さぬために

オンライン国会
速やかに憲法を

改正せよ

コロナ国会前半戦
緊張感欠如が「後

手」招く

憲法審査会　国
会のあり方含め

議論深めよ

養護施設の若者
自立への助走支

えたい
首相の政治姿勢
受け身では責務

担えぬ

ウクライナ危機　Ｉ
ＯＣはロシアの処

分を

G20と世界経済
安定化の役割に

は程遠い

ビジネスと人権
企業の対応促す

明確な指針を

予算案への賛成
野党の意義を問

い直せ

ウクライナ危機
秩序を壊す侵略

行為だ

喫緊の課題に向
き合い国会で議

論深めよ

「独立国家」承認
国際秩序を壊す
ロシアの暴挙

予算案衆院通過
与野党は建設的

に課題論じよ

ウクライナ危機
平和解決の道閉

ざすな

オンライン国会
与野党で合意形

成を

太陽光パネルの
処分を適切に

予算案衆院通過
与野党は建設的

に課題論じよ

神恵内村長選
核ごみの真摯な

議論を

コロナと国会　質
疑を対策に生か

せ
保険不妊治療

患者本位の見直
しに

竹島の日　政府
制定で強い態度

示せ

独立承認は国際
秩序を踏みにじる

行為だ

危機深まるウクラ
イナ　外交的解決

へ露は撤兵を

竹島の日　固有
の領土守る意思

を明確に

ウクライナ緊迫
武力行使回避へ

全力を

北京五輪閉幕
奮闘に水差さぬ

運営を
北京五輪閉幕

理念を見失った先
には

ＩＡＥＡ調査団　処
理水放出に科学

の光を

問題多い個人向
け仕組み債

ウーバー配達員
の事故　安全守る
取り組みが急務

ＩＴ企業規制　利用
者保護を最優先

に論じよ

まん延防止延長
集中した対策が

必要だ

警察と個人情報
野放図な収集は

危うい
炭素に「値段」　自
主性任せには限

界が

霞が関は「無謬主
義」から脱却でき

るか

ニクソン訪中50年
台湾海峡の平和

が原点だ

介護の配置基準
人手不足にどう対

処するか

地方の鉄道危機
まずは国鉄改革

検証を

韓国大統領選
国の針路示す論

議を

アカハラ　人権侵
し研究を阻む罪

米中50年の構造
変化に対応を

相次ぐコロナ休校
学びの格差広げ

ないよう

日本遺産　地域
の活性化へつな

げるには

北京五輪閉幕
公正な運営へ課

題山積

文書通信費　参
院選までに是正

せよ
中国の邦人死亡
全力で救出を試

みたのか

脆弱な医療体制
を立て直す改革を

急げ

北京五輪きょう閉
幕　「公正さ」に課

題を残した

北京五輪閉幕
選手活躍でも残る

後味の悪さ

野党の選挙協力
与党と対峙する体

制を
ガソリン補助金

追加対策は効果
見極めよ

ロシアはこの戦い
に勝てない

ミャンマーの混迷
長期化　真価問
われるASEAN

人への投資　積
極的な企業を後

押ししたい

ＥＵの原発回帰
大事故の教訓忘

れたか
ウクライナ危機

まずロシアは撤兵
を

ワリエワの転倒
ロシアに反省はな

いのか

五輪に人権と調
和の理念を取り戻

そう

米のインド太平洋
戦略　日本の外
交力が試される

韓国大統領選
北の脅威へ対応

が問われる

日ロ首脳会談　力
による変更許され

ぬ

新型コロナ対策
国民への説明足

りない
コロナ首相会見
国民の不安に応

えたか

アサリの産地偽装
消費者の信頼を

裏切るな

G20は世界経済
の懸念を断て

子どもの社会的
養育　本人の声
尊重する体制を

行政システム　ＩＴ
業者の「囲い込

み」解消を

道の予算案　危
機への備えを万

全に

県立高越境入学
ルール明確化し

公平に
コロナと高齢者
「命を守る」に全

力を

オミクロン対策
高齢者対応もっと

加速を

水際規制の緩和
はもう一段の踏み

込みを

技能実習生と妊
娠・出産　人権軽
視の制度改める

コロナ水際対策
検査体制整え入
国緩和進めよ

岸田首相会見
国民の不安解消

されぬ

あさま山荘事件
政治熱冷ます蛮

行越え
ヘイト規制合憲
判決踏まえ根絶

に進め

米の新経済枠組
み　参画促す具体

像を見せよ

18歳成人の消費
者被害を防げ

立憲の参院選対
応　野党協力を模

索すべきだ

アサリ産地偽装
消費者を欺く不正

の根は深い

ヘイト条例合憲
差別なき社会へ

前進を

オンライン議会
地方本会議から

実現を
ＮＨＫ調査報告

疑問に答えていな
い

ウクライナ危機
露は軍の即時全

面撤収を

企業は好業績を
生かし成長の道

筋示せ

水際対策の見直
し　留学生に扉開

く仕組みを

台湾禁輸解除
日本産食品の安

全性訴えたい

五輪招致調査
幅広い選択肢の

提供を

サイバー捜査隊
「国家警察」化へ

の懸念

2022/3/6
憲法審査会　拙
速見解を前例に

するな

中国全人代開幕
ロシア非難なぜ避

ける

週のはじめに考え
る　鄧氏の名消え

ゆく中国

自立支援１８歳上
限撤廃／実効性
ある施策の拡充

を

北京パラ開幕　戦
禍の中　見いだす

意義

2022/3/7
経済安保法案

規制対象の透明
性高めよ

岡山女児虐待死
悲劇根絶へ体制

整えよ

鉄道運賃の在り
方／知恵を絞り多

角的な検証を

2022/3/5
コロナ「第6波」

警戒緩めず再拡
大を防げ

広島県まん延防
止解除　油断せず

再拡大防ごう

ＥＵの原子力評価
／日本の思考停

止　浮き彫り

2022/3/3
水平社創立100年
「反差別」さらに深

く広く

対ロシア経済制
裁　日本も積極的

に役割を

盛り土規制強化
へ／建設残土の
有効利用も図れ

2022/3/1
ロシアの核威嚇

時計の針逆戻りさ
せるな

安倍氏の「核共
有」発言　危機に
便乗、許されない

医学部合格　女
子が逆転／本丸
は働きやすさの実

現だ

2022/3/4
ロシア非難決議
停戦と人道支援

に連帯を

北京パラ開幕　平
和の理念に立ち

返れ

熊本アサリ産地偽
装／悪弊を断ち
早期正常化を

2022/3/2
食の輸出1兆円

九州の伸びしろは
大きい

気候変動報告書
「脱炭素」もう後が

ない

ロシアへの経済
制裁／結束強め
停戦促す圧力に

2022/2/19
オミクロン対策

出口より立て直し
が先だ

広島県、まん延防
止再延長　実情
踏まえ対策柔軟

に

コロナ下の景気／
骨太の対策で復

元力上げよ

2022/2/20
オンライン授業

教育の質下げぬ
工夫を

北京大会閉幕
五輪の課題残っ

たままだ

海賊版被害１兆
円超　漫画文化
脅かす危機だ

週のはじめに考え
る　ハナコ　君は

悪くない

「内密出産」の法
制化／母子守る
方策　議論急ごう

2022/2/17
日銀の金融政策
世界の流れ静観

コロナ水際対策
目立つ弊害 無視

コロナ入国制限緩
和／ワクチン接種

2022/2/18
教員の不足　働き
方改革待ったなし

日本公庫の口利
き窓口　政治家案
件、徹底調査を

供給網の人権リス
ク／対処能力の
向上が急務だ

2022/2/21

北京五輪閉幕　Ｉ
ＯＣは過ち繰り返
すな　日本勢の勇
躍には拍手を送

る

1票の格差　改革
推進が司法の求

めだ

北京冬季五輪閉
幕　掲げた理念、

かすむ一方

ブランド米開発／
産地競争や温暖

化に対応を

2022/2/22
長崎に新知事　県
民は停滞打破を

託した

出生前診断、拡
大方針　妊婦支え

る体制整えよ

ウクライナ危機／
ロシア侵攻に口実

与えるな

2022/2/23
ウクライナ危機

許されないロシア
の独善

ウクライナ危機
力で国境変更、許

されぬ

連合　支援政党
示さず／勢力結
集の原点に回帰

を

露のウクライナ派
兵命令　世界秩
序揺るがす暴挙

だ

ウクライナ危機
露の侵略は許さ
れない　日本も強
い制裁を発動せ

よ

2022/2/24
予算案衆院通過
野党の政権監視

は十分か

「強制不妊」初の
賠償命令　国は
責任認め救済急

げ

取り調べの可視
化／対象拡大に

向けて熟議を

ロシアのウクライ
ナ派兵　主権と領
土を侵す暴挙だ

世界はロシアの
暴挙を許さない

2022/2/25
ロシアの侵攻　平
和と秩序を脅かす

暴挙

ウクライナ侵攻
ロシアは即時撤

退せよ

ロシア軍の侵攻
冷戦後最大の秩
序破壊だ　厳しい
制裁を即座に断

行せよ

ロシアのウクライ
ナ侵攻　秩序と民
主を侵す暴挙だ

2022/2/28
ウクライナ侵攻

プーチン氏に停戦
求める

オンライン国会
実現に改憲は必

要なのか

女川原発総合防
災訓練／住民不
参加　課題検証

難しく

2022/2/27
こども家庭庁　実
効性のある「司令

塔」に

復興庁１０年　防
災も含めた新組

織に

週のはじめに考え
る　「よ党」「や党」

「　党」

旧優生保護法訴
訟／今度は政治

が応える番だ

ウクライナ侵攻
撤兵求める国際

圧力を

ロシアの無法を許
さぬ　ウクライナ

侵攻

ロシア　ウクライナ
侵攻／世界秩序
再構築に結束を

ウクライナ侵略
ロシアに暴挙の代

償払わせよ

露がウクライナ攻
撃　侵略行為を強

く非難する

2022/2/26

不十分な対露制
裁　平和条約交

渉を打ち切れ　共
同経済活動は即

刻中止せよ

強制不妊の賠償
救済法の限界示

す判決だ

ロシアの暴挙　冷
戦時代へ歯車戻

すな

新年度予算案
国会審議／対コ

ロナ　建設的議論
足りぬ



米国鉄鋼関税
既成事実化を許

すな

岡山の女児死亡
虐待リスクを軽ん

じるな

「10増10減」の見
送りは論外だ

衆院の憲法審査
会　まずは熟議の

環境作りだ

ドーピング問題
フェアプレー精神

をゆがめた

コロナ下の景気
暮らし支える対策

必要

原油高と値上げ
暮らしに手厚い配

慮を
ロシア薬物問題
速やかに真相の

解明を

韓国大統領選は
地域の安定めざ

す論戦に

コロナ下の日本経
済　復元力を支え

る政策こそ

ＧＤＰプラス　物価
上昇のリスクに目

配りを

現職町長逮捕
癒着構図の徹底

解明を

ロシア砲艦外交
戦争よりも民生向

上を
韓国大統領選

大局的論戦を期
待する

オンライン国会ま
ず実現を

金融公庫の融資
口利き　政治家案
件の実態調査を

民事裁判ＩＴ化　安
全性と利便性の

両立目指せ

韓国大統領選
対日関係改善の

契機に

安保戦略改定
「平和国家」の礎

強固に
コロナ水際対策
受け入れに態勢

整えよ

藤井棋聖が五冠
に　盤上の未来に

期待膨らむ

先行きが不安な
日本経済を賢く支

えたい

日韓外相が会談
地域安定へ対話

の強化を

日米韓外相会談
北朝鮮抑止へ安
保協力進めよ

ウクライナ危機
外交尽くし衝突回

避を

トンガの復旧　支
援と感染防止両

立を

裁判のＩＴ化　着実
に課題の解消を

北京五輪と薬物
真に守られるべき

は誰か

新興国リスクを示
したキリン

ワリエワ選手出場
へ　薬物疑惑拭う

説明が必要

年金額改定　老
後の不安をどう和

らげるか

高齢者感染急増
介護現場への支

援必要

ＮＨＫ虚偽字幕
偏見生む改変は

なぜ？
2022/2/14

アジア地域の安
定へ日本も米戦

略支えよ

王将奪取し10代5
冠　「藤井1強」時

代の幕開け

藤井竜王五冠に
全タイトル制覇へ

夢が膨らむ

米高速炉に協力
核燃問題棚上げ

するな

アサリ産地偽装の
再発防止を

外来生物への対
策　深刻な脅威知

ることから

ＩＳＳ運用延長　月
探査に向け技術

を育てたい

データセンター
誘致の司令塔が

必要だ
台湾輸入再開

日本産規制撤廃
の機に

米の対日鉄鋼関
税　「負の遺産」
は全て解消を

ネット利用履歴の
活用ルール整備

を

ウクライナ危機
日本は揺るぎない

外交を

日米豪印会談
自由な秩序守る
連携が必要だ

衆院憲法審査会
数頼みは見過ご

せない

教員の不足　労
働環境改善に本

腰を
トンガの噴火　コ
ロナ下の支援模

索を

児童福祉法改正
へ　途切れぬ支
援で自立促せ

参考にしたいEU
の原発議論

アサリの産地偽装
流通の透明化が

不可欠だ

まん延防止継続
接種加速への具

体策を示せ

「懲戒権」削除へ
子供の人権守る

契機に

「休廃業」高水準
経営のたすきつな

げ
アサリ産地偽装
解明尽くし悪習を

絶て

建国記念の日
子供たちに意義を

教えよ

医療改革の推進
力を欠く診療報酬

改定

まん延防止措置
の延長　高齢者
守る体制の強化

北京五輪　これ以
上熱戦に水を差

すな

止まらぬ第６波
首相に危機感あ

るのか

習政権の五輪
政治利用が過ぎ

ないか
診療報酬改定

分担と連携の推
進を

敗者の背中に学
ぶ　挑戦の価値
大切にしたい

新生銀の成長実
現へ融和急げ

トヨタ系列で車検
不正　信頼を損ね

た責任は重い

ＬＮＧ欧州支援　Ｇ
７は資源確保で強

い結束を

札幌圏の大雪
生活守る手だて

再考を

重点措置の延長
高齢者らを守るた

めに
文通費見直し　透
明化　今国会で必

ず

台湾の輸入解禁
日本産規制の完

全撤廃を

対策の効果検証
し説得力ある重点

措置に

経済安全保障の
強化　自由貿易
損なわぬ節度を

診療報酬　感染
症対策含め構造

改革図れ

ＪＲ札幌圏運休
再発防ぐ検証が

必要だ

診療報酬改定
安心できる医療実

現を
ＥＵ原発回帰　日
本の選択肢では

ない

オミクロン新対策
首相は会見で説

明尽くせ

ガソリン補助金は
限界がある

中国の五輪運営
市民の素顔見え

ぬ違和感

「体感治安」悪化
社会の疲弊が背

景にあるのか

デジタル通貨　日
銀は課題の見極

めを

懲戒権の削除
子どもは親のもの

か

内密出産　子ども
守る社会の責任

北京冬季五輪
露骨な政治化が

目に余る

水際措置を緩和し
「鎖国」に終止符

を

ガソリン高で補助
金　価格抑制効
果が見通せぬ

電力業績悪化
安定供給が揺ら

がないように

文通費協議　お手
盛り排する改革を

所得格差拡大
若年層の状況が

深刻だ
安保戦略改定

検討過程の透明
化を

ウクライナ決議
名指し避けては意

味ない

鉄鋼の高関税は
撤廃が筋だ

公立学校の教員
不足　柔軟な人材

確保に知恵を

海賊版サイト　対
策の抜け穴をどう

塞ぐか

ネットと著作権
侵害許さぬ意識

が重要

子どもの感染増
対策徹底して守り

たい
中国の五輪外交
厚遇の陰で拭え

ぬ疑念

小林の金１号　祝
福の姿に新時代

をみる

ウクライナ侵攻阻
止へ外交努力を

尽くせ

「10増10減」への
異論　あきれる自

民の身勝手さ

五輪日本好発進
大会の重苦しさ吹

き払う活躍

甲状腺がん訴訟
因果関係緻密な

審理を

岐阜市長再選
危うい民主主義の

土台

コロナ第６波　高
リスク者守るには

教員不足　優秀な
人材集まる環境

に

台湾の輸入再開
を歓迎する

民法の「懲戒権」
削除へ　社会全

体で意識変えたい

デジタル教科書
動画や音声の活
用に限定せよ

佐渡金山の推薦
負の歴史も含め

遺産だ

嫡出推定規定
一層の見直しが

必要だ
北方領土の日

露の不当性を広く
訴えよ

人的投資へ情報
開示を含めた戦

略がいる

「東京離れ」現象
コロナ後も定着さ

せたい

ＥＵエネ政策　原
発の有用性が再

認識された

北方領土の日
交渉仕切り直し急

務だ

ネット上の中傷
被害防止に本腰

入れよ
元首相の風評書
簡　福島県民に謝

罪が必要だ

生殖医療の倫理
課題直視を

共通テストの「情
報」　見切り発車
の不安が残る

上場公開価格
証券業界は慣行
改め透明化を

嫡出推定見直し
一歩前進だが課

題なお

コロナと詐欺　声
を掛け高齢者を守

る
感染３００万人超
発熱外来増で診

断確保を

社会との調和が
一段と問われる巨

大IT

岸田政権のコロナ
対応　小手先では

乗り切れない

自衛隊法改正案
外国人協力者の
輸送は責務だ

衆院１票の格差
改革の後退は許

されぬ
中露首脳会談

身勝手認め合う
「結束」か

嫡出推定の民法
改正を急げ

中露首脳会談
「五輪休戦」の責

任自覚を

生乳の廃棄懸念
消費拡大で酪農

業を守りたい

プラごみ削減　使
い捨て文化見直し

を
経済安保法制

限定的制度にとど
めよ

分断招く中ロの五
輪政治利用を憂

える

米高速炉開発へ
の協力　サイクル
延命なら問題だ

「第６波」拡大　高
齢者への接種加

速がカギだ

並行在来線廃止
新幹線だけでいい

のか

いじめ重大事態
「聞く耳持たず」改

めよ
ＩＲ整備計画　市

民の疑念　放置で
きぬ

ゲーム大国の座
を守るには

埼玉の立てこもり
事件　医療従事
者守るためには

嫡出推定見直し
子供の無戸籍防

ぎ権利を守れ

北朝鮮の挑発
中ロも一致して阻

止を

ＩＲ推進３地域　慌
てる必要は全くな

い
教員不足調査

働き方改革待った
なし

立民の選挙総括
理念なき共闘続

けるのか

中銀デジタル通貨
の議論を官民で

深めよ

相次ぐ北朝鮮ミサ
イル　危機感足り

ない日本外交

北京冬季五輪
憲章精神尊重が

肝心だ

北京五輪開幕
原点へ立ち返る

舞台に
ウクライナ危機
ロシアの主張は

通らぬ

新原発の安全証
明　高温ガス炉が

本領示した

NHKは改革の手
を緩めるな

読書感想文コン
クール　本との対
話を生きる力に

経済安保法制
必要性と効果見

極めを

佐渡金山の推薦
負の歴史継承し

てこそ
父子の法制　改

正急ぎ　子の利益
図れ

懸念を排し多様性
重んじる五輪めざ

せ

ウクライナ緊張
ロシアの侵攻防
がねばならぬ

自宅療養急増
支援体制拡充が

急務だ

ウクライナ危機
米ロは歩み寄りを

図れ
対中人権決議

重層的な関係にも
力を

日産連合は着実
な再出発を

予算資料の誤り
なぜ官僚の不手

際が続くのか

起訴違法の判決
冤罪防止への重

い戒め

一票の不平等
是正に最大限の

努力を
ＮＨＫ虚偽字幕

鈍い対応、深まる
不信

ウイグル人権決
議　衆院は中国に

おもねった

不正会計の連鎖
断ちきり市場の信

認を

国会の人権決議
対中戦略欠いた

ままでは

クーデター１年
国民不在のミャン

マー軍統治

クーデター１年
ミャンマー弾圧阻

止を

石原元知事死去
東京から国を動

かした
佐渡金山遺跡

謙虚に伝える調
和こそ

石原慎太郎氏死
去　憲法改正の
遺志をつなげ

接種の加速へ国
は前面に立て

ミャンマー政変1
年　国際社会は
一層の圧力を

高齢者虐待　介
護家庭の孤立を

防ぎたい

石原氏死去　物
議醸したタカ派姿

勢

内密出産　母子
の命守る法整備

を
河井夫妻事件

受領者も責任を
免れぬ

ミャンマー　弾圧
の歴史に終止符

打て

ミャンマーの混迷
打開へ粘り強い

努力を

世界遺産と佐渡
金山　文化の政
治利用を危ぶむ

北ミサイル発射
技術開発への協

力は許されぬ

根室線一部廃止
広域交通の展望

必要だ

クーデター１年
ミャンマー看過す

るな
裁判官と弾劾　理
のない制裁が招く

害

埼玉の医師殺害
理不尽な暴力は

許さない

中国は人権の懸
念に向き合え

東証の市場再編
投資活性化には

ほど遠い

審査会起訴相当
検察は議決を重く

受け止めよ

予算委集中審議
危機意識欠く首相

答弁

買収で起訴相当
市民の常識突き

付けた
メガ太陽光へ警鐘
里山破壊に歯止

めかけよ

ユニコーンを育む
本質的なIPO改革

を

自殺者2万人超
孤独・孤立対策の

深化を

企業活動の継続
欠勤者急増への

備えを万全に

トンガ海底噴火
ニーズに応じた支

援を
北ミサイル発射
尋常でない頻度

に警戒を

国際社会は北の
蛮行を止めよ

ラグビーの新リー
グ　地域への浸透

が未来開く

デジタル通貨　米
国内の導入論議

は深まるか

コロナ融資期限
破綻防ぐ再生探り

たい
共通テスト不正

ネット頼らず地道
に学べ

企業は「両利きの
経営」で新事業の

創出を

捜査とDNA型デー
タ　適正な運用に

法整備必要

Ｈ３再延期　次世
代ロケットの開発

を急げ

札幌五輪５０年
レガシーの検証が

大事
ガソリン補助金
価格統制は正し

い政策か

首都圏の人たち
の目を地方に

米利上げと世界
経済　混乱回避
へ周到な対応を

教科担任制　子
供との信頼関係

どう築くか

貿易協定と農業
影響の精査を重

層的に
女性の政治参加
均等法の理念

具現化を

佐渡金山推薦へ
悪宣伝排し登録

に全力を

反復処方箋を薬
剤師の改革につ

なげよ

広島県議ら「起訴
相当」　市民感覚
反映した判断だ

「佐渡金山」推薦
世界遺産登録へ

発信を強めよ

第６波急拡大　場
当たり対応　目に

余る

ＮＨＫ字幕問題
経緯の検証を徹

底的に
入試に「情報」　地
域の格差　早急に

正せ

北京冬季五輪
選手の活躍に光

をみたい

繰り返された入試
ネット流出

NHK「字幕」問題
まだ不明な点が

多すぎる

共通テスト流出
不正行為で失うも

のは多い

共通テスト流出
知見集めて不正

対策を

伝統野菜の復権
風土がはぐくむ旬

の味
高速炉協力　現
実を見た議論が

先だ

石油・天然ガスの
適切な供給力維

持を探れ

連合の参院選方
針案　「非自民」
の旗降ろすのか

北朝鮮の威嚇
米と中露の緊張
悪用する暴走

教育現場の感染
学びとケアの確保

必要

「黒い雨」新指針
原爆被害者を分

断するな
子どもの接種　情
報伝え丁寧に準

備を

検察に重い「起訴
相当」議決

共通テストの問題
流出　ネット悪用

防ぐ手立ては

雇用保険　安全
網の強化へ財源

論を急げ

米３月利上げへ
混乱招かぬ金融

政策を

国会不召集判決
憲法の死文化を

恐れる

2022/2/4
ガソリン価格急騰
効果不透明な国

の抑制策

北京冬季五輪開
幕　「平和の祭
典」になるか

埼玉立てこもり事
件／医療従事者
の安全対策急げ

政治の圧力で選
手を妨げるな　メ
ディアの役割が重

要さを増す

2022/1/29
西日本スポーツ
賞　五輪・パラに

確かな足跡

共通テスト問題流
出　真相解明急
ぎ、再発防げ

北京五輪あす開
幕／問われる「ス

ポーツと政治」

北京冬季五輪あ
す開幕　調和の精
神に立ち返る時

広島県議ら「起訴
相当」／道理にか
なう正当な議決だ

ガソリン高抑制策
発動／急場しの

ぎ　実効性に疑問

自賠責保険料引
き上げ／不正常
運用　反省と改善

を

日米同盟の強化
抑止力の偏重で

は危うい

ＮＨＫの虚偽字幕
うそをなぜ重ねた

のか

コロナと社会活動
「待機期間」を６日
とせよ　ワクチン
追加接種に全力

を

2022/2/2
北朝鮮ミサイル

挑発封じる結束が
必要だ

ミャンマー軍政１
年　市民弾圧まだ

続けるか

「佐渡島の金山」
推薦／「普遍的価
値」　誠実な発信

を

2022/1/30
拡大自殺　孤立
化防ぐ安全網強

化を

被買収県議ら「起
訴相当」　責任認
め、けじめつけよ

週のはじめに考え
る　イマジンとオミ

クロン

ネットの履歴　「利
用者の利益」重視

を

2022/2/1
「起訴相当」議決
検察は市民感覚

踏まえよ

オミクロン株で新
方針　在宅患者
支える体制を

コロナ検査キット
不足／見通しの

甘さが混乱招いた

2022/1/31
迫る北京冬季五
輪　懸念と不信の

解消遠いまま

国会コロナ論戦
政府対応、与野

党で点検を

ＤＮＡ型捜査デー
タ　保管基準の法

制化急げ

割に合わない電
源だ　原発回帰を

考える

衆院定数「１０増１
０減」／数合わせ
では解決できない

2022/1/28

衆院１０増１０減
政党の都合は許

されぬ

生乳の供給過剰
問題／安定生産
に消費者の力を

2022/2/5
熊本産アサリ偽装
根絶と信頼回復

の機会に

民法「懲戒権」削
除へ　子への虐
待絶つ一歩に

サンマ不漁／資
源回復策　知恵を

絞ろう

北京五輪開幕　こ
の大会は歓迎で
きない　ＩＯＣは参
加選手を守れる

か

2022/2/6
サイバー捜査　警
察庁が担う重い課

題

嫡出推定見直し
「無戸籍」生まぬ

法改正を

原発のグリーン認
定　福島の事故

忘れたのか

週のはじめに考え
る　シン・民主主

義を求めて

空き家対策拡充
／制度知り　家の

将来考えよう

2022/2/9
ウクライナ緊迫
ロシアの要求は

無理筋だ

３回目接種の遅
れ　現場への支

援を手厚く

東京圏マンション
高騰／地方へ目
を向ける契機に

2022/2/7

進む「東京離れ」
地方創生へつな

ぐ道筋を

公立校の教員不
足　人材確保し、

学びを守れ

民事訴訟の期間
制限／６カ月結審
拙速な審理懸念

休み

2022/2/16
熊本の内密出産
母子の命守れる

法整備を

ドーピング疑惑
「灰色」決着許さ

れない

ＡＩ兵器の国際規
制／日本主導で

ルール作りを

2022/2/13
EV新戦略　日本
勢の力 競争で高

めよ

診療報酬改定
安心できる医療体

制を

週のはじめに考え
る　カーブカット効

果の教え

福島の沿岸漁業
復活へ／ブランド
価値取り戻そう

欧州向けガス融
通　再エネ依存の
脆さ示した　電源
の多様化が国益

を守る

北朝鮮と人権　国
際的な追及の継

続を

2022/2/3
北京冬季五輪

問い続けたい開
催の意義

「佐渡島の金山」
推薦　普遍的価
値、どう伝える

経済安全保障
実効性ある制度
の確立を　対中リ
スクへの備え万全

に

2022/2/11
子どもへの接種
十分な情報提供

が必要だ

在宅医射殺立て
こもり　再発防

止、地域の総力で

コロナ第６波長期
化／後手の対応
挽回に全力を

2022/2/12
オンライン議会
地方から効果を

広げたい

「嫡出推定」見直
し　無戸籍の解
消、なお課題

災害時の低体温
症／住民もチェッ

クと対応を

「新しい資本主
義」　めざす社会
像と道筋　明確に

脱炭素とデジタル
九州の強み生か

す連携を

ガソリン補助金
小手先の効果は

疑問だ

コメ現物市場素案
／価格への信頼

取り戻そう

2022/2/8

2022/2/10
所有者不明土地
防災を推進する

法改正に

2022/2/17 世界の流れ静観
のままか

目立つ弊害、無視
できぬ

和／ワクチン接種
進展が前提だ

2022/2/15
アスリート盗撮

性目的の人権侵
害を防げ

アサリ産地偽装
流通履歴の透明

化急げ

子への「懲戒権」
削除／人格尊重
の理念　定着図ろ

う



予算委の論戦
「語る力」を伴わ

ねば

ウクライナ危機
日本は米制裁に

同調せよ

FRBは適切な利
上げでインフレ抑

制を

首相と衆院予算
委　先手打つ答弁

が聞きたい

ガソリン補助金
異例の措置には
丁寧な説明を

ガソリン高抑制
不備目立つ政府

の対策

春闘スタート　賃
金を上昇させてこ

そ

ヒアリ対策　定着
阻止の正念場だ

ＡＳＥＡＮの迷走
強権支配の容認

に傾くな

中国頼みの肥料
調達見直せ

緊迫のウクライナ
情勢　米露は衝
突回避に全力を

共通テスト流出
真相解明急ぎ対

策につなげよ

ＤＮＡ型の抹消
法制化の議論急

がれる

タイヤ脱落事故
増し締め、点検怠

るな
大企業の減資

税のゆがみ放置
するな

立民の資金提供
泉代表は自浄能

力を示せ

安保戦略は外交
も重視した広範な

議論を

オミクロン株で新
方針　自宅療養
者対策を早急に

「第６波」対策　検
査の目詰まり解消

が急務だ

子どもへの接種
判断に資する説

明必要

値上げ相次ぐ　暮
らしの防衛最優先

に

盛り土の規制　反
省踏まえた法律に

春闘スタート　着
実な賃上げの道

筋描け

日鉄の復権が示
す再生の道筋

物価上昇と春闘
生活不安拭う賃

上げこそ

トンガ噴火被害
通信切断をいか
に回避するか

春闘スタート　賃
上げで生活下支

えを

長期収容で提訴
入管の強圧性が

争点だ
コロナと発信　丁
寧に意思の疎通

を

子供向けワクチン
接種へ情報提供

を丁寧に

重点措置地域を
拡大、政府は説

明尽くせ

名護市長に自公
系再選　移設強

行の理由にならぬ

衆院予算委員会
感染拡大にどう対

処するのか

衆院予算委論戦
政府機能の再建

急務だ

新美濃加茂市長
混乱の解消に全

力を
名護市長選　移

設容認と短絡する
な

名護市長選　着
実な移設推進が

必要だ

株主と企業は脱
炭素へ対話を

クロマグロ漁獲枠
拡大　資源回復
へ対策緩めずに

名護市長再選
普天間移設の進

展を着実に

名護市長選　辺
野古容認と言えな

い

核禁条約１年　日
本への期待裏切

るな
中国の人権　なぜ
出国を認めぬの

か

世界遺産登録
ぶれずに佐渡金

山推薦を

ロシア軍の侵攻
抑止へ国際社会

は結束を

大震災と共助　地
域守る仕組み再

構築を

財政黒字化目標
維持するのなら具

体策を示せ

悪い物価上昇　暮
らし守る対策が必

要

北京で市中感染
「武漢の隠蔽」を

教訓に
子育て給付金　制
度の不備　国が

是正を

ウクライナ危機
米国支え露の侵

攻を阻め

苦渋の民意を受
け止めたい

若者世代のがん
多様な悩み受け

止めたい

カザフスタン　長
期独裁の綻びが

露呈した

進む自動運転　安
全が第一の法整

備を

年金額の改定
高齢期の安心支

えたい
東証の市場再編
投資呼び込む魅

力高めよ

米国再建の歩み
が鈍いバイデン氏

の1年

岸田・バイデン会
談　「同盟重視」
の先が見えぬ

日米首脳会談
国際秩序の安定
へ連携強めよ

日米首脳会談
対中国は外交で

打開を
日米首脳会談

「核抑止」の欠落
は疑問だ

子どもの接種は
「個別」対応で

ネット履歴の外部
提供　利用者本
位のルール必要

スポーツの振興
五輪の成果を将

来に生かそう

地方とデジタル
活性化へ青写真

が必要
国会代表質問

議論深めぬ守り
の答弁

尾身氏の発言　い
たずらに混乱させ

るな

日米の連携強化
で世界の課題へ

対処を

子どものワクチン
承認　接種目的
の明確な説明を

ＥＵ離脱１年　英
国が払った代償

は大きい

まん延防止要請
道民生活の逼迫

回避を

統計不正で処分
幕引きは到底許さ

れぬ
北朝鮮の挑発

自滅を招く軽挙や
めよ

人権決議案　与
党の「覚悟」が問

われる

イラクの分断は放
置できない

トンガの大噴火災
害　要望踏まえ支

援急ぎたい

再犯防止対策
出所後の孤立を

どう解消する

新生銀首脳刷新
問われるＳＢＩの

責任

直木賞の２氏　さ
らなる「穣り」を期

待
バイデン１年　米
国再生、険しい道

程

国交省の統計不
正　信用裏切った

罪は大きい

日銀は物価と賃
金の慎重な見極

めを

代表質問への首
相答弁　議論深め
る姿勢見えない

代表質問　難局
乗り越える方策を

論じよ

雪まつり中止　再
開への展望も必

要だ

水島新司さん　野
球通じて描いた

「愛」
ＤＮＡ抹消判決
立法化の議論を

急げ

代表質問　「説く
力」の発揮が必要

だ

統計専門家の充
実が急務だ

バイデン氏就任1
年　「団結」遠い米

政治の混迷

みずほ新体制　障
害の再発防止は

前途多難だ

みずほ新体制　悪
弊断ち信頼の回

復を

飲食店への支援
街の灯を守ってこ

そ

物価の動き　賃上
げで経済支えよ

中国の北朝鮮擁
護　暴走の利用
は許されない

持続的な賃上げ
へ労使は改革で

道筋を

コロナ感染者過去
最多　医療資源
の効果的活用を

まん延防止拡大
「第６波」抑え込む

戦略を示せ

まん延防止拡大
社会機能維持へ

先手で

国会論戦始まる
信頼と共感には

程遠い
学校法人改革

拙速を避け徹底
議論を

蔓延防止措置拡
大　社会経済活
動の維持図れ

政治の責任に向
き合う論戦に

みずほFGの新体
制　信頼回復の
道のりは遠い

統計書き換え　国
交省の責任逃れ

は許されぬ

国会代表質問
国民の疑問置き

去りか

ＤＮＡ型の記録
抹消の条件定め

た法を
オミクロン対応

社会機能維持へ
柔軟に

みずほ新体制　悪
しき企業風土に決

別を

重点措置はオミク
ロンの特性踏まえ

て

東大前で受験生
刺傷　丁寧に事件

の経緯解明を

北ミサイル対処
反撃能力の検討

を進めたい

皇位継承報告
立法府の主体性

発揮を

トンガ大噴火　得
られた知見を教訓

に
北朝鮮ミサイル
「瀬戸際」許さぬ

結束を

噴火と津波情報
検証を重ねて次

に生かせ

実行こそ問われる
みずほ再生

建設統計不正の
報告書　「事なか
れ」はここだけか

経団連春闘方針
賃上げは好調な
企業の責務だ

米政権発足１年
国際協調へ対話

深めよ

重点措置の拡大
先手の対策を躊

躇なく

「阪神」２７年　防
災と福祉を一体で

施政方針演説
安保の説明に熱

量足りぬ

中国は政策不況
の根源を直視す

べきだ

首相の施政方針
演説　検討課題
並べるだけでは

施政方針演説
感染症に先手打

ち経済再生を

首相の施政方針
変革の具体像が

見えぬ

首相施政方針
政策実現の具体

策欠く
通常国会開幕

政治の責任果た
せるか

企業のコロナ対策
社会活動の継続

に全力を

受験生の安心と
安全を守れ

トンガ沖噴火と津
波　対応検証し備

えの強化を

阪神大震災２７年
教訓を対策の改

善に生かそう

神恵内村長選
核ごみ調査論点

精査を

受験生ら刺傷　コ
ロナ禍　孤独の危

うさ
トンガの噴火　謎
解明し今後にいか

せ

首相は積年の課
題解決へ強い指

導力を

大阪ビル放火1カ
月　悲劇繰り返さ

ないために

トンガ海底噴火
津波の怖さ再認
識する機会に

噴火後の津波
未知の現象解明

が急務
無差別殺傷　孤
立社会の病が見

える

工夫必要な津波
の注意情報

企業の週休3日制
働き手本位の仕

組みこそ

受験生刺傷事件
身勝手な凶行に

言葉を失う

内密出産　母子
守る環境の整備

を
東大前無差別刺
傷　被害者の救
済を最優先に

週休3日制は生産
性向上と一体で

検討を

延びる健康寿命
生活改善促す環

境さらに

電力需給逼迫
寒波乗り切る対策

を徹底せよ

ウクライナ情勢
危機回避へ協議

継続を
新型コロナ２年
収束へ経験と反

省生かせ

代償大きいロシア
軍事侵攻

岸田政権の財政
見通し　甘い想定

を続ける危うさ

「学び直し」強化
ニーズに応える環

境整えたい

会あす召集　行政
監視の役割果た

せ
財政目標堅持

口先だけで済ませ
るな

コロナ禍の入試
不安払拭に各校

の工夫を

財政の悪化を直
視し抜本改革に

備えよ

濃厚接触者待機
期間短縮は検査
体制の強化も

統計不正報告書
国会で真相究明

必要だ

野球殿堂入り
「山本昌」という生

き方
カザフスタン　権
威主義が招いた

混迷

１０増１０減に異
論　ちゃぶ台返し

は許されぬ

放置できぬ北のミ
サイル発射

米高速炉計画
国際協力で日本
の技術生かせ

暴風雪の猛威
命守る取り組み万

全に

海部氏を悼む　安
保転換させた護

憲派
農林水産輸出

「１兆円」達成の
次は

感染症法改正案
今出さずにいつ出

すのか

危機を想定した国
と地方の役割分

担に

デジタル計画　行
政手続きの改善

につなげよ

ワクチン接種　信
頼できる計画策定

を

カザフのデモ　泥
棒政治を正さねば

衆院１０増１０減
法律通りに格差

是正を

韓国の公捜処
権力の私物化は

許されぬ

インドは構造改革
を止めるな

価格転嫁対策
大企業は下請け

と適正取引を

沖縄復帰半世紀
負担軽減を進め

る年に

岩波ホール　「閉
館の連鎖」断ちた

い

再犯を防ぐ　コロ
ナ下でも着実に

内村選手の引退
その功績は計り

知れない

日本はアジアの
EV化に乗り遅れ

るな

オミクロン株の急
拡大　より特性に

即した対策を

東証市場改革
企業の成長促す

力が足りない

変異株と入試　柔
軟かつ公平な対

応を

香港の新条例
民主の息の根止

めるな
皇位の報告書　こ
れで理解得られる

か

露のカザフ介入
弾圧に加担した罪

は重い

コロナ下の受験は
より柔軟に

カザフスタンの混
乱　人命軽視の
制圧許されぬ

０５０電話悪用
詐欺被害防ぐ仕
組みが必要だ

東証の市場再編
不断の改善が欠

かせぬ

こども家庭庁　社
会が支える理念こ

そ
介護等賃上げ　財
源の話、選挙前こ

そ

北の弾道ミサイル
中露の「肩入れ」

は許せぬ

オミクロン対策は
実態見据え効果

的に

オミクロン対策
軽症だからと侮っ

てはならぬ

北朝鮮ミサイル
国際社会結束し

阻止を

変異株の急拡大
状況変化へ対応

柔軟に

ミャンマー　強権
のなれ合いを憂う

政府のコロナ対策
決断にスピード感

がない

個人が資産を託
せる投信へ

北ミサイル発射
脅威の深刻化は

放置できない

米艦の寄港中止
常態化の見直し

必要だ

北朝鮮ミサイル
日米韓協調で自

制促せ
東証の再編をか
け声倒れに終わ

らせるな

こども家庭庁　縦
割り克服する体制

を整えよ

核戦争回避声明
言葉だけでは無

意味だ

大阪のビル放火
社会的孤立直視

したい

見過ごせないカザ
フ騒乱

博物館登録制度
多様な活動評価
する仕組みに

北海道観光　薄
利多売脱し質重

視を

太陽光電池車
究極のエコカー目

指せ
大人の自覚　育む
責任「大人」にこ

そ

リトアニアと台湾
中国の「圧力」は

理不尽だ

ソニーのEV参入
が示す自動車の

変貌

高校の国語　文
学と論理は分けら

れない
「在日」の被害

憎悪犯罪を許さな
成人の日　学び考
え行動する大人

性暴力教員の告
発は適正に

成人の日　苦難
のときこそ前へ進

不妊治療　保険
適用後の道筋を

示せ

日米2プラス2　地
域安定に資する

戦略を

道内も感染拡大
医療体制の点検

万全に
日米２プラス２　同
盟の強化で平和

を守れ

成人年齢18歳に
権利と責任学ぶ

場が大切

宇宙飛行士公募
月面への夢実現

したい
日米２＋２　備え
の先　共存の道

探れ

日米豪連携を密
に対中戦略の強

化急げ

日米２プラス２　同
盟強化の具体策

を進めよ

まん延防止措置
米軍は対策の改

善急げ

核戦争回避声明
理念だけでなく行

動を
コロナ第６波　特
徴見極め適切対

応を

アートをビジネス
に生かそう

鉄道料金新制度
安全で便利な駅を

増やしたい

出所者への支援
重層的取り組み

が必要

人口増が続く村
施策に知恵絞り

続けよ

名護市長選　基
地「黙認」迫られ

た住民

ネット広告規制案
これで利用者守

れるか

ワクチン３回目接
種／総力挙げ
ペースを上げよ

2022/1/26
全九州に重点措

置　「十分な医療」
を最優先に

５～１１歳接種
選択支える情報

提供を

春闘事実上スター
ト／賃上げ拡大
確かなものに

2022/1/25

内村選手引退
技と人間性磨いた

キング

東証の再編　改
革の本気度伝わ

らぬ

週のはじめに考え
る　ありたい自分

を探す旅

阪神大震災２７年
／トイレの備えも

忘れずに

建設統計不正
実施体制　一から

見直せ

2022/1/17

2022/1/23
日米首脳会談

対中、共存への
戦略を

国交省統計不正
問題の根は全省

庁にある

財政健全化　甘い
試算、実現見通

せぬ

「過去」を支配させ
るな　週のはじめ

に考える

外国人の住民投
票／論点整理し
議論を重ねよう

2022/1/20
「重点措置」拡大
対策拡充し感染

力封じよ

今年の春闘　「分
配」の実感、賃上

げで

デジタル田園都市
首相は構想の具

体像語れ

国交省統計不正
報告書　事なかれ

主義改めねば

水洗トイレは使え
ない　阪神大震災

から２７年

「１・１７」と津波
教訓を未来に継
承しよう　津波警
報に経験は生き

たか

2022/1/19

2022/1/18
通常国会開会

首相が逃げては
物足りぬ

施政方針演説
異論にこそ「聞く

力」を

2022/1/16

財政健全化目標
甘い見通しで国民

欺くな

トンガの海底火山
噴火　被害の把
握・救助を急げ

「文通費」問題／
国民が納得する

法改正を

トンガ海底噴火
日本も備えるべき

災害だ

女性議員とハラス
メント　実態調べ
予防に生かせ

バイデン政権発
足１年／民主主
義の信頼修復道

半ば

トンガ火山噴火津
波／厳冬・深夜の

避難に備えを

大学ファンド　研
究力は高まるの

か

2022/1/8

日米２プラス２　対
話重視し緊張緩

和を

2022/1/13
東証の市場再編
中途半端な改革

にするな

大学入試コロナ対
策　受験生の視

点忘れるな

裁判員年齢引き
下げ／周知と環
境整備が不十分

だ

2022/1/11
日本経済の再生
会社の目的を問

い直そう

核戦争回避、５大
国声明　本気な

ら、なぜ行動せぬ

核保有五大国声
明／軍縮への決
意　行動で示せ

再生’22　脱炭素
と日本企業　現状
維持のリスク直視

を

人口減少　政治
の責任で対策進
めよ　産み育ての
環境作りが大切

だ

2022/1/9
「黒い雨」被害　首
相は長崎救済の

決断を

北ミサイル発射相
次ぐ／日米韓　結
束回復が急務だ

再生’22　コロナと
文化芸術　若い世
代の胎動支えた

い

市場と国家の新
たな均衡点を探

れ

2022/1/15

広島・山口に「ま
ん延防止」　医療
崩壊、食い止めね

ば

「まん延防止」３県
適用／オミクロン
対応　構築急げ

再生’22　地球規
模の危機　知恵を
結集し解決探ろう

オミクロン株猛威
「蔓延防止」の全
国適用を　第５波
までの教訓を生か

せ

核五大国の声明
軍縮進める責任

を果たせ

枠でなく個を重ん
じる　週のはじめ

に考える

国民の身体活動
不足／課題に向

き合い健康増進を

世界経済　インフ
レの抑制で安定

成長に

コロナ禍の入試
受験機会の確保

に万策を

北朝鮮ミサイル発
射　国連安保理、

機能させよ

コメ生産大幅減少
へ／作付け転換
長期的な視野を

再生’22　子ども
と社会　「大人本
位」を見直す時だ

皇位継承の安定
政府案は現実に

即するか

オミクロン株対策
強化　３回目接
種、態勢整えよ

福島の住民帰還
本格化／日本全
体で課題の解決

を

再生’22　人口減
少と地方　「適疎」
を新たな選択肢に

2022/1/10
成人の日　逆境こ
そプラスに変えて

公明元議員起訴
口利き政治と決別

せよ

「関係ない」と言わ
ぬ人

高校の探究型学
習／態勢整え人
材育成に生かせ

２０２２年の政治
民主主義再生が

急がれる

再生’22　国交50
年の日中　歴史に
学び新しい関係を

激甚化する災害
国を超えて役割果

たすとき

2022/1/12
新変異株の対策
拡散速度に後れ

を取るな

皇位継承策　本
筋棚上げ理解で

きぬ

2022/1/14

通常国会召集／
コロナ新局面　対

応策万全に

2022/1/27
注目の今春闘

賃上げを好循環
の起点に

名護市長選自公
系勝利　辺野古
容認と言えるか

沖縄「選挙イ
ヤー」／諦めの選
択　強いていない

か

生活保護の詐取
事件／組織力の
強化が不可欠だ

2022/1/22
核禁条約と日本

首相はもう一歩踏
み出せ

核兵器禁止条約
１年　被爆国なぜ

「参加」せぬ

５～１１歳ワクチン
接種／効用とリス
ク　考慮し判断を

2022/1/21

2022/1/24
HPVワクチン　勧
奨再開で正しい情

報を

内密出産　母子
の命、守れる社会

に

プライムに東北２
１社／東証再編
経営磨く機会に



香港の弾圧　報
道を封殺するの

か

日米の原子力連
携　高速炉への
協力は好機だ

コロナ「第6波」対
策は油断なく迅速

に

コロナの感染「第6
波」　医療崩壊防

ぐ体制万全か

コロナ急拡大　確
実に治療へつなぐ

体制築け

迫る北京大会　五
輪の意義見つめ

直せ
コロナと米軍　鈍
い対応、深まる不

安

デジタル重点計画
利便性高める改

革とせよ

自動運転の制度
は安全優先で

異次元緩和続け
る日銀　「悪い物
価上昇」に備えを

半導体戦略　工
場誘致を国内基

盤の強化に

３県重点措置へ
「米軍由来」を防

がねば
核保有国声明

廃絶の誓い　行動
でこそ

北の弾道ミサイル
敵基地攻撃力保

有を急げ

北朝鮮が飛翔体
発射　日米韓の
連携立て直しを

北ミサイル発射
孤立深める愚行
を続けるのか

「桜」捜査終結
国会で説明責任

果たせ

コロナ第６波　宿
泊施設の充実と

活用を

「危険な盛り土」
対策　自治体任
せにしないよう

ＯＰＥＣプラス　原
油の安定供給で

成長支えよ
岸田首相の年頭
会見　「無難に」で

は乗り切れぬ
核戦争回避の共
同声明　5大国に
軍縮進める責任

目指すべきは核
兵器のない平和

な世界だ

3兆ドル企業アッ
プルの衝撃

2022/1/3
岐路に立つ民主
主義　融和の政
治で復権めざせ

コロナ禍と経済
感染抑止し着実

な回復を　賃上げ
実現へ生産性を

公平で機動力の
ある再分配制度

を

再生’22　資本主
義の見直し　人と
暮らし支える経済

に

国際秩序の変動
「中国式」の拡張

は放置できぬ

ともに歩む明日へ
（２）　非正規の待

遇改善が急務

宮城の震災伝承
／確かな形へ連

携広げよう

彼女が切り開いた
道

地方の再生　集
中是正へ機会逃

すな

九州の地域づくり
対話の文化で未

来描こう

2022/1/2

2022/1/1
憲法７５年の年明
けに　データの大
海で人権を守る

資本主義を鍛え
直す年にしよう

再生’22　民主政
治と市民社会　つ
なぎ合う力が試さ

災厄越え次の一
歩踏み出そう

ともに歩む明日へ
（１）　幸せ追い求

める心の尊さ

ウィズコロナの１
年／意識、行動を

変えられるか

「ほどほど」という
叡智

年の初めに考え
る　「国民主権」取

り戻そう

新年に考える
「今だけ、自分だ

け」の先へ

休み

沖縄復帰50年
本土の心離れて

いないか
2022/1/4

「新しい資本主
義」　「関係の網」

視野に入れて

安全保障　対中
抑止に全力傾け

よ　平和の維持へ
防衛費増額図れ

再生’22　大国間
競争の時代　「新
冷戦」避けるため

には

日本経済再生
好循環への明確

な道筋を描け

ともに歩む明日へ
（３）　地球規模で

の助け合いを

広がる農産物輸
出／官民で需要

開拓　飛躍の年に

官僚たちの劣化を
問う　年のはじめ

に考える

核兵器廃絶と被
爆地　人間の声、

訴え続けよう

株式会社の機能
を十分に引き出せ

2022/1/5
東アジアの緊張
首脳対話で融和

の道筋を

コロナと日本経済
弱者に配慮ある

政策を

エネルギー激動
期　安定供給を揺
るがすな　脱炭素
技術で世界に貢

献を

「安倍・菅」後の政
治　多様性と包摂

問われる実行

政権の本質見抜
かねば　年のはじ

めに考える

企業の脱・首都圏
／震災とコロナ
教訓生かそう

ともに歩む明日へ
（４）　教育格差の

解消目指して

岸田政権の課題
感染症を抑え懸
案解決に挑め

輝く人材を育てる
企業と社会に

2022/1/6
参院選の年に　有
権者の心動かす

論争を

オミクロン株拡大
「第６波」全力で備

えよ

「仁心」を養う法こ
そが　年のはじめ

に考える

仮想空間のルー
ル作り／可能性と
リスク　議論急ご

う

ともに歩む明日へ
（５）　共生社会へ

針路を定めよ

2022/1/7
在日米軍と感染
水際対策の抜け

穴なくせ

孤独・孤立対策重
点計画　公助や

共助、今こそ必要

韓国尿素水危機
に学ぶ／経済安

保、多角的な視野
で

ともに歩む明日へ
（６）　脱炭素を産
業変革の機会に
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